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いもうとコンプレックス！
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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　プロローグ







　遠くから、自分を呼ぶ声が聞こえてくる。


　初めは小さかったその声は、時を経へるにつれて少しずつ数を増し、やがて大合唱となっていった。


　その声を聞く度たびに、少女の足は震ふるえた。それは、その声がまだ小さかった頃ころから変わらない。いついかなる時も、少女はその声に含ふくまれる期待と羨せん望ぼうに──その重圧に押おし潰つぶされそうになっていた。


　それでも、逃にげるわけにはいかなかった。その声を裏切ることは、少女にとってどんなことよりも耐たえがたい苦痛だった。


　だからこそ、


「出番です！　お願いします！」


　スタッフの声。少女は頷うなずき、顔を上げた。大きく深呼吸をして、足の震えを止める。弱気になる自分を追い払はらう。


　もう一度、大きく深呼吸。いつも通りのルーティーン。


　……うん。もう大だい丈じよう夫ぶ。いつものわたしだ。


　両足に力を込こめて、少女は駆かけ出した。


　無数のスポットライトが少女を照らし、大だい歓かん声せいがうねりとなって舞台ステージを揺ゆるがす。


　臆おくすることも、恐おそれることもない。


　そこが、彼女のいる世界なのだから。












　　第一章　地味なあの娘こは人気者？







　新学期が始まってから三週間ほどが経たち、年度初めの独特の空気も落ち着きを見せ始めたある日の朝。


　いつも通りの時間に自宅を出た大だい吾ごと佳か奈な美みは、二人並んで学園に向かっていた。


「佳奈美、部活はもう決めたのか？」


　家を出てしばらくは他愛たわいもない雑談をしていた二人だったが、五分ほど経ったところで大吾が突とつ然ぜんそんなことを尋たずねた。


「え？　うーん……部活見学は来週からだし、まだだけど……。特に面おも白しろそうなところがなければ、また水泳部になると思う」


　やや迷うような素そ振ぶりを見せながらも佳奈美が答える。そよ風で流れる栗くり色いろの髪かみをそっと手で押さえるその仕草は今日も可か憐れんの一言だ。ああ可愛かわいい。可愛いよ佳奈美！


　……まぁ、それはそれとして。


「そうか。新しいことに挑ちよう戦せんするのもいいが、一つのことを継けい続ぞくしてやることもまた大切なことだ。佳奈美は中学の時も頑がん張ばっていたし、それも悪くない選せん択たくだろう」


　大吾が二度、三度と頷きながら言う。何な故ぜかやたらと偉えらそうだった。


「とか言って。お兄ちゃん、本当は私の応おう援えんにかこつけて水着の女の子が見たいだけじゃないの？」


　中学の時から、大吾は佳奈美が大会に出るたびに応援に駆けつけている（ちなみに、校内の水泳大会に忍しのび込んで志し保ほに半殺しにされたこともあった）。そのため、佳奈美はちょっとした悪戯いたずら心でそんな質問を浴びせてみたのだ。が、


「いや、それは間ま違ちがいではないが正確ではないな」


　予想に反して、大吾は佳奈美の質問を肯こう定ていした。


「えぇっ……お兄ちゃんひどい……。でも、正確じゃないってどういうこと？」


　その答えに不満そうに頰ほおを膨ふくらませながら、佳奈美がさらに質問する。すると、大吾は突然立ち止り、拳こぶしをぎゅっと胸の前で握にぎりしめた。


　そして、声に魂たましいを乗せて叫さけぶ！





「俺は女の子の水着姿が見たいんじゃないっ！　佳奈美の水着姿が見たいんだっっ!!」





「お、お兄ちゃんっ!?」


　大吾の（邪よこしまな）魂の叫びに、通学路を歩いていた同じ制服姿の生徒達が一いつ斉せいに二人の方に振り返る。佳奈美は恥はずかしさのあまり顔を茹ゆでダコのように真っ赤にしながら、周囲の視線から逃のがれるように顔を俯うつむけた。


　そんな風に大吾がいつも通りのシスコンぶりを存分に発揮していると、


「……朝から公道の真ん中で何をしていらっしゃいますの……？」


　背後から呆あきれを通り越こして疲つかれきったような声が聞こえてきた。


「おお、恵え怜れ菜なか。おはよう」


「おはようじゃありませんわ……」


　大吾が振り返ると、そこには波打つ長い金きん髪ぱつが眩まぶしいハーフのお嬢じよう様さま──恵怜菜＝フォゼリンガム＝パーカーがいた。五月さつき治じ学がく園えんに入って佳奈美に出来た最初の友達であり、大吾にとっても大事な後こう輩はいだ。


「どうした？　こんなにさわやかな朝からそんな顔をして」


「そのさわやかな朝の空気が誰だれかさんのせいで台無しになったのですわ……」


　どんよりした顔でそう呟つぶやく恵怜菜。どうやらその誰かさんとやらのせいで気分を害したらしい。


　はて？　一体誰のことだろう？


「あ、レナちゃん。おはよう」


　と、ここで隣となりにいた佳奈美が恵怜菜に挨あい拶さつをした。


「ごきげんよう佳奈美。今日も一日楽しく過ごしましょう」


　恵怜菜もにこやかに挨拶を返す。二人の仲は変わらず良好のようだ。よきかなよきかな。


　ところで、ここで一つ気になることが。


「レナちゃん……？」


「うん。恵怜菜さんだからレナちゃん。かわいいでしょ？」


　佳奈美が自信に満ちた笑え顔がおで答える。どうやら自信作のようだ。


　ふと恵怜菜の方を見ると、頰の辺りが微び妙みように赤い。まぁ、高校生に対するあだ名としては少々可愛すぎる気がしなくもないので、恥ずかしがるのも無理はないだろう。


　しかし、あだ名で呼んでいるということはそれだけ佳奈美が恵怜菜を慕したっている証しよう拠こだ。本人も悪い気はしないはず。それならば、


「そうか。まぁ、これからも佳奈美と仲良くしてくれよな、レ・ナ・ちゃん♪」


　ズガンっ！


「っ────!!　お、おま……小指を……足の小指だけをピンポイントで……！」


「次にその呼び方でわたくしを呼んだら足の指を全すべて踏ふみつぶしてやりますわ……！」


　恵怜菜が耳まで真っ赤にしてぴょんぴょん跳はねている大吾を睨にらみ付ける。すると、


「……あの、もしかしてこのあだ名は嫌いやなの……？」


　佳奈美がひどく悲しそうな顔をしてそう尋ねた。


「え？　い、いえ、その……」


「…………」


　佳奈美の顔がますます曇くもっていく。恵怜菜はあわあわしながら必死に言い訳を始めた。


「え、ええっと……そ、そう！　男！　いきなり男性に言われたから恥ずかしかっただけですわ！　わ、わたくし今まで男性にあだ名で呼ばれたことがなかったものですから！」


　大吾を指さしながらあだ名を嫌がっていないことを懸けん命めいにアピールする。


「そ、そっか。いきなり男の人に呼ばれたら恥ずかしいよね」


　それを聞いた佳奈美は一転してほっとしたような顔をした。


「そうですわ！　ただそれだけのこと！　つまり全部早はや川かわ先せん輩ぱいが悪いのですわ！」


「暴力を受けた挙げ句にあらぬ濡ぬれ衣ぎぬを着せられている気がするんだが……」


「余計なことを言わないで下さいませ！」


「いたぁっ！」


　大吾がぼそりと文句を言うと、佳奈美には見えない角度からローキックを食らわされた。


　くそっ……これじゃまさに踏んだり蹴けったり（文字通りの意味で）だ。


「そ、そんなことより早川先輩。朝から通学路で公こう序じよ良りよう俗ぞくに反するような発言はいかがなものかと思いますが？」


　これ以上余計な追つい及きゆうを受けぬよう、恵怜菜が強引に話題を変える。


　すると、大吾は露ろ骨こつに表情を歪ゆがめ、


「皇こう女じよ陵りよう辱じよく？　お前、朝からなんてこと言うんだ……」


「こ・う・じょ・りょ・う・ぞ・く、ですわ！　先輩の耳は一体どうなっておりますの!?　一度病院に行かれたほうがいいのではなくて!?」


　再び真っ赤になって抗こう議ぎの言葉を喚わめき散らす恵怜菜。彼女には刺し激げきが強すぎる言葉だったようだ。


「何を言っている。俺の言葉のどこに公序良俗に反するものがあったというんだ」


「真顔で言っているのが恐ろしいですわ……。つい先さき程ほど、佳奈美の水着姿が見たいと大声で叫んでいたではありませんか」


「それのどこが公序良俗に反するというんだ!?」


「だからどうして真顔で聞き返してきますの!?　ですから、その……そんな、朝からいやらしいことを……」


　恵怜菜がさらに顔を赤くする。公道上でこれほど恥ずかしい思いをさせられたのは、彼女の人生で初めてのことだった。


　一方、大吾は「それは違うぞ！」と叫ぶと、拳をグーにしてさらに熱く語り始める。


「水着からすらりと伸のびる細い手足のしなやかさ！　プールの水を弾はじく健康的な肌はだ！　泳ぎ終えた後の弾ける笑顔！　そう、それはまさに完成された一つの芸術とも言うべぎべらぁぁあああ!!」


　全てを言い終えるその前に、大吾は奇き声せいを発しながら宙を舞まい、ひんやりとしたアスファルトの道路をごろごろと転がった。原因は、確かく認にんするまでもない。


「水みな瀬せ先輩！」


「志保姉ねえ！」


　二人の声が重なる。


　志保はかつかつと革かわ靴ぐつの足音を響ひびかせ、ポニーテールとふくよかな胸を揺らしながら倒たおれた大吾に近づくと、開口一番。


「大吾！　歯を食いしばりなさい！」


「遅おせぇよ！　それは殴なぐる前に言うべき台詞せりふだろうが！　殴った後に言ったって……っておい！　どうするつもりだ！　その振り上げた拳をどうするつもりだ！」


「志保姉、落ち着いて！」


「いけません、水瀬先輩！」


　さらなる追つい撃げき態勢をつくる志保を二人が必死に抑おさえ込む。


「志保、お前……まさか生徒会室から俺の声を聞きつけて……？」


「んなわけないでしょ！　今日は持ち物検査をしているから校門にいたのよ。そしたら、どっかのバカが朝から下品なことばかり言ってるもんだから、ちょっと注意しに来たの」


「いや、注意より先に拳が飛んできたような……」


「何か言った!?」


「いえ、何も……」


　大吾は若じやつ干かん不満そうな顔をしながらもすごすごと引き下がる。


「あ、あはは……」


　相変わらず志保にはめっぽう弱い大吾に、佳奈美は苦笑いを浮うかべるしかなかった。


「まぁ、いいわ。それより、持ち物検査をするから三人とも鞄かばんを出しなさい」


　そう言って、志保が三人に向けて手を差し出す。


「それでは、どうぞ」


　その言葉を受けて、まず最初に鞄を差し出したのは恵怜菜だった。


　志保は「それでは失礼」と言って鞄を開け、簡単に中身をチェックする。


「はい、問題なし。さすが優等生」


「当然ですわ」


　澄すました顔で鞄を受け取る恵怜菜。続いて、志保は佳奈美に手を差し出す。


「はい、次は佳奈美ちゃんね」


「うっ……は、はい」


　佳奈美は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたものの、おとなしく鞄を手て渡わたした。志保は同じように佳奈美の鞄の中身もチェックする。


「あっ！　佳奈美ちゃん、漫まん画がが入ってる」


「うぅっ……ごめんなさい、志保姉」


「ごめんなさいじゃないでしょ。どうして学園に持ってきたの？」


「そ、それは……」


　漫画本を片手に志保が佳奈美を問い詰つめる。と、


「あ……もしやそれは以前に話していた……」


　その漫画本を見た恵怜菜が声を上げた。


「どういうこと？」


「数日前に佳奈美がその漫画のことを話してくれたことがありましたの。なかなか興味深い内容でしたので、一度読んでみたいと言ったのですが……。佳奈美、もしやわたくしに貸すために持ってきたのではなくて？」


　恵怜菜がそう尋たずねると、佳奈美は「あぅ……」と口をつぐんだ。図星だったらしい。


「水瀬先輩。今回のことはわたくしにも責任がありますわ。ですから……」


「ち、違うよ！　私が勝手に持ってきただけで……！」


「いえ、佳奈美がこうするであろうことは十分予測できたはず。きちんと事前に話をしておかなかったわたくしの責任ですわ」


「そんなこと……！」


　私が、いえわたくしが、と庇かばい合いを始める二人。志保はやれやれとばかりにため息をついた。


「なんか、これじゃあたしが悪者みたい……」


「気のせいだ。お前まで責任感じてどうする」


　大吾が軽く肩かたを叩たたいて志保を慰なぐさめる。三人とも難なん儀ぎな性格であった。


「……はぁ。今回だけだからね。恵怜菜さんも学園では読まないように」


　結局漫画本を元に戻もどして、志保は鞄を返へん却きやくした。


「あ、うん。ありがとう志保姉！」


　鞄を受け取りながら、嬉うれしそうに返事をする佳奈美。


「ええ、もちろんです。お約束しますわ」


　恵怜菜もはにかみながらそう返事をした。


　そんな二人を見て、志保は顔をほころばせる。この様子なら、二人が今後同じような違い反はんをすることはあり得ないだろう。さて、それじゃいよいよ……。


　志保は最後の難敵に向けて手を差し出した。


「大吾、出しなさい」


「おうよ」


　すると、予想に反して大吾はあっさりと鞄を手放した。


「あら、いいの？　そんなにあっさり出しちゃって」


「俺は仮にも副会長だ。問題になるような物は何も持ってきていない」


　自信ありげに胸を張る大吾。志保は「どうだか」と呟つぶやいてから鞄を開いた。


　無言で鞄の中身をチェックしていく志保。だが、徐じよ々じよにその表情が険しくなっていく。


　確かに、大吾の鞄の中には校則違反の代表物である漫画やＣＤ、携けい帯たいゲーム機などは入っていなかった。それはいい。が、


「……で、この双そう眼がん鏡きようは何？」


　志保が異物その一を取り出して大吾に示す。


「何を言う。双眼鏡は学園生活の必ひつ需じゆ品ひんじゃないか！」


「一体どんな場面で必要なわけ!?……じゃあ、次のこれは？」


　異物その二。コンパクトサイズのデジタルカメラ。


「今日は三限が体育だからな」


「はぁ？　今日の三限は数学じゃない」


「いや、一年Ｄ組の三限だ。佳奈美の体育の様子を教室の窓から撮さつ影えいするためには必需品だろう？　ズーム機能もばっちり搭とう載さいしているぞ」


「……で、最後のこれは？」


　志保が震ふるえる手で異物その三を取り出す。何やらつまみやボタンの付いた四角い装置にイヤフォンが取り付けてある、見慣れない機材だった。


「ああ、それは盗とう聴ちよう器きだ」


「とうっ……!?　今何て言った!?」


「一年Ｄ組の教室に設置しておいた。佳奈美の学園生活の様子を確認するためにな。小型だがなかなか音質も良く、値段も手て頃ごろで……って、おい！　何するつもりだ！　そのドス黒いオーラを纏まとった拳こぶしで何をするつもりだ！」


「志保姉だめだよ！　そのパンチは多分命にかかわるよ！」


「水瀬先輩！　没ぼつ収しゆうすればいいだけの話ですわ！」


　死のオーラを漂ただよわせる志保を、佳奈美と恵怜菜、そして危険を察知した登校中の生徒達が数人がかりで羽は交がい締じめにする。


　結局、一年Ｄ組の盗聴器を外した後、同組の生徒への土下座による謝罪と反省文一〇〇枚を提出することで、大吾はどうにか九死に一生を得たのだった。








　大吾を志保に引き渡わたした後、教室に着いた佳奈美はクラスメイトに軽く挨あい拶さつして自分の席に鞄を置く。


「佳奈美。今日の数学の宿題はきちんとやって来ましたの？」


　すると、同じように席に鞄を置いた恵怜菜が声をかけてきた。


「うん。でも、どうしても一問わからないところがあって……」


「それならば見て差し上げますわ。どこですの？」


「あ、ありがとう。えっと、これなんだけど……」


　佳奈美が鞄から数学の教科書とノートを取り出す。


「ちょっと隣となりの席をお借りしましょう」


　そう言って、佳奈美の隣の席の椅い子すを引く恵怜菜。と、そこで佳奈美がじっとその椅子を見つめていることに気が付いた。


「どうかなさいましたの？」


「え？　あ、その……」


　恵怜菜が尋ねると、佳奈美は少し口ごもった後、


「その席の人……ずっと来ないなぁと思って……」


　寂さびしそうに呟いた。


「ああ……そのことですの。飯いい原はらさんでしたか？」


「うん。入学式以来、ずっと欠席なんだ……」


　ちなみに、その入学式の後に佳奈美が挨拶をした時も、「どうも」と小さな声で答えてくれただけで、ホームルームが終わると逃にげるように帰ってしまった。ビン底の眼鏡に短めの三つ編みをした、おとなしそうな女の子だった記き憶おくがある。


　担任が出欠を取る時にいつも欠席を告げるので無断欠席というわけではないようだが、入学式以来一度も登校して来ない謎なぞのクラスメイトのことは、クラスの中でもちょっとした話題になっていた。


「不登校というものではありませんの？」


「そ、そうなのかなぁ……」


　恵怜菜の言葉に、佳奈美が不安そうな顔をする。


「……もしかして、私のせいかも……」


「は？　入学式の日に何かありましたの？」


「そういうわけじゃないけど……ほら、私の体質のせいで……」


「またそれですの……」


　恵怜菜が嘆たん息そくする。佳奈美は『周囲にいる人間を不幸にする』という特別な体質の持ち主で、そのおかげで中学時代に友達が出来なかった。高校に入って恵怜菜という友達が出来たものの、その体質が克こく服ふくされたわけではない。


　もっとも、恵怜菜は体質の存在そのものを信じていなかったが。


「仮にその体質が本物だとしても、あなたの傍そばにいない限り不幸にはならないのでしょう？」


「そうだけど、もしかしたら入学式の帰り道に事故に遭あって大おお怪け我がしちゃったとか……」


「考えすぎですわ。もしそうなら担任の先生が何かおっしゃるでしょう。何も言わないということは、別の原因に違ちがいありませんわ」


「そ、そっか……そうだよね」


　佳奈美の声が少しだけ明るくなる。が、


「……でも、別の原因でもやっぱり心配だよね……」


　またすぐに暗くなった。恵怜菜は再度嘆息する。


　良くも悪くも、佳奈美は優やさしすぎるのだと思う。だから余計にその体質とやらに苦しめられてしまうのだ。まぁ、恵怜菜は佳奈美のそんなところも好きなのだが。


「本人のいないところで色々と考えても仕方がありませんわ。それよりも、今度登校してきた時にどう接するか、それを考える方が有意義ではなくて？」


　そう言って、恵怜菜が柔やわらかく微ほほ笑えみかけると、


「……うん。そうだね！」


　ようやく佳奈美も笑顔になってくれた。


「それより、宿題はいいんですの？　もうすぐ予よ鈴れいが鳴りますわよ？」


「ああっ!?　そ、そうだった……えっと、えっと……」


　あわあわした手つきで慌あわてて教科書を広げ始める。そんな佳奈美に、恵怜菜は「ふふ……」と少し楽しそうな笑みを浮うかべた。








　一方その頃。志保にこってりとしぼられた大吾は、まるでフルマラソンを走り終えたかのようにぐったりしながら教室に入った。


「おう、どないしたんや……？」


　すると、すぐにクラスメイトの秋あき田た修しゆう吾ごが声をかけてきた。どう見ても体育会系にしか見えない外見に、エセ関西弁を話す騒さわがしいクラスメイト……のはずなのだが。


「お前こそどうした。いつものウザさが半減しているぞ？」


「さも当然のごとく人をウザい認定するのはやめてくれへんか……？」


　一応ツッコミを入れてくれたものの、いつものような覇は気きがない。


「おお、そいつは悪かったな宇う宰ざい修吾」


「勝手に苗みよう字じにもせんでくれ……」


　やはりツッコミにキレがない。一体どうしたのだろうか。


「本当にどうした。何かあったのか？」


　さすがに心配になってきた大吾が真ま面じ目めな顔で尋ねる。すると、修吾は少し慌てたように首を振ふった。


「ああ、すまへん。別に深刻な悩なやみとかやない。ただ、チケットの抽ちゆう選せんに外れてしもうただけやから」


「チケット？　何のだ？」


「ＹＵＭＩのライブのチケットや。やっぱ倍率高いんやなぁ～」


　修吾が無念そうな声で呟く。


「ＹＵＭＩ？　誰だれだそれは？」


「知らんのかいな。今一番人気があるアイドルと言ってもいいと思うで」


「ふ～ん……あっそう」


「自分から聞いといてそのリアクションはないんとちゃうか!?」


「お、ようやくいつものウザさが戻もどってきたな。ウザいぞ修吾」


「それそない爽さわやかな笑顔で言う台詞せりふちゃうからな!?」


　ぐっと親指を立ててウィンクする大吾にツッコむ修吾。


　そんな感じで二人がいつも通りくだらない雑談に興じていると、


「あんた達、もうすぐ予鈴なんだから席に戻りなさいよ」


　生徒会の朝の業務を終えたらしい志保が教室に入ってきた。


「悪い悪い。そういや、志保はＹＵＭＩって知ってるか？」


　詫わびるついでに、志保にも話を振ってみる。


「はぁ？　急に何？　もちろん知ってるけど……」


「聞いてぇな会長。相方、ＹＵＭＩを知らんらしいで」


「あ～、大吾は芸能人とか全然興味ないからね。それにしたって、ＹＵＭＩを知らないってのもある意味すごいわね。テレビで見ない日なんてないくらいなのに……」


　修吾だけでなく志保にも呆あきれられてしまった。どうやらよほど有名らしい。


「あ～……言われてみれば、以前佳奈美と一いつ緒しよにテレビを見てた時に見たことがあるような気が……」


　呆れられてばかりというのも癪しやくなので、なんとか思い出そうとする。しかし、思い出せたのは楽しそうに画面を見る佳奈美の顔だけで、肝かん心じんのアイドルの顔はさっぱり思い出せなかった。


「あっそ。……ね、ねぇ、あのさ……」


　とそこで、大吾の答えを聞いた志保が急にモジモジし始めた。


「大吾は……その、アイドルとか興味ないの？」


　そして、上うわ目め遣づかいでいきなりそんなことを聞いてくる。


　な、なんだ？　急にどうした？


「いや、ないな。全然」


「なんで？　かわいいな～……とか思わない？」


「そりゃ外見はいいかもしれんが、中身は何もわからないわけだろ？　話したこともない相手のことは好きになれん」


　質問の意図がよくわからないまま、とりあえず率直にそう答えると、


「……そ、そっか」


　志保は何な故ぜか少し嬉うれしそうな顔をした。


「…………？」


　今の答えのどこかに志保が喜ぶような要素があっただろうか。謎だ。


「まぁ、理由はそれだけじゃないけどな」


「え？　他ほかにも何かあるの？」


　不思議そうな顔をする志保に、大吾は「ああ」と頷うなずくと恍こう惚こつとした表情を浮かべ、


「なにせ、宇宙一かわいい女の子が毎日家にいるからな……」


「……あーはいはいそうですねー」


　志保は心底疲つかれ切ったようなため息をついた。


「む。なんだそのため息は。よし、今から俺が佳奈美がいかに可愛かわいいかを放課後までかけてじっくり語ってぼぶほっッ!?」


「さっさと席に着けこのドシスコンがぁぁあああ！」


　いつものように志保の鉄てつ拳けん制裁を受け、教室の床ゆかに昏こん倒とうする大吾。


　それを見た修吾は、


「……今日もうちの学園は平和やな」


　その言葉に、教室の生徒達は皆一様に頷くのであった。








　全すべての授業を終えて放課後を迎むかえると、大吾は志保や会計係の松まつ原ばら琴こと音ねと共に生徒会室に向かい、生徒会の業務をこなすこととなった。


　出来ることなら仕事などすっぽかして佳奈美と下校したいところなのだが、一応、副会長という立場にある以上、堂々とさぼるわけにもいかない。それに、今は恵怜菜という一緒に下校してくれる友達もいるので、大吾がいないと一人で下校せざるを得なかった昔に比べれば大分気が楽なのだ。


「それじゃ、あたし少し教員室に用があるから出るわよ。琴音も一緒に来て」


「はいはい。それじゃ、早川君留守番よろしくね」


「へいへい。いってらっしゃい」


　志保に続いて琴音も退室し、生徒会室には大吾が一人残される。しばらくは二人とも戻ってこないだろうし……チャンスだ。


　大吾は懐ふところから古ぼけたコンパクト型の手鏡を取り出すと蓋ふたを開け、鏡に映る自分に向けて呼びかける。


「おい、ミコト。ちょっと出てこい」


　と、すぐに鏡の像が歪ゆがみ、


「む？　なんじゃ？」


　赤と白の巫み女こ装しよう束ぞくに身を包む、少し大人びた顔立ちの少女が映し出された。


　天あまの日にち輪りんの姫ひめの命みこと──通つう称しようミコト。自称縁えん結むすびの神様で、佳奈美の不幸体質を改善し、同時に佳奈美に憑ひよう依いしているという自分の妹を助けるために色々と協力してくれている。一応、パートナーと呼んでも差し支えないだろう。


「佳奈美の新しい因いん縁ねんは見つかったか？」


　鏡に映るミコトに早さつ速そく問いかける。が、ミコトは黙だまって首を横に振った。長い銀ぎん髪ぱつがゆっくりと左右に揺ゆれる。


「恵怜菜と縁結んでからもう一週間以上だぞ。いつになったら見つかるんだ？　見落としてないだろうな？」


「きちんと毎日確かめておる。我とて他ひ人と事ごとではないのじゃからな。じゃが、前も言ったように縁を結ぶのは簡単なことではない。当然、因縁もすぐには見つからぬ」


「むぅ……」


　少し怒おこったように言うミコトに大吾は唸うなる。確かにもっともな話だった。


「なら、以前のように因縁を探すために行動するのはどうだ？」


「否定はせぬが……以前ほどの効果は見込めぬと思うぞい」


　大吾の提案にミコトは表情を曇くもらせる。


「なんでだよ？」


「以前はお主の妹について皆が知らぬ状じよう況きようじゃった。それゆえお主の妹を皆に知らしめることに効果があったが、今はお主の妹について知っておる者の方が多い。以前と同じようなことをしても因縁が見つかる確率は低いじゃろうな」


「……んじゃ、どうすりゃいいんだ？」


「今は待つしかあるまい。因縁はどこから生まれるかわからぬからな。縁は異なもの鰺あじなものじゃ」


「それ字も意味も違ちがうからな」


　男女の結びつきなら俺一人で間に合ってる。他の結びつきなんぞいらん。てか許さん。


「……結局振り出しに戻る、か」


　ミコトの言う通り、焦あせっても仕方がないのだろう。


　しかし、佳奈美の体質は依い然ぜんとして改善されていない。あの体質が治らない限り、いつまた孤こ独どくに陥おちいらないとも限らないのだ。そう考えると、ただ漠ばく然ぜんと毎日を過ごすのがとても苦痛だった。


　大吾は胸の中にある重い気分を吐はき出すように一つ息をつく。


「はぁ……こうなったら佳奈美と友達になってくれそうな」


「（がちゃっ）大吾ただいま」


「下級生の女子に片かたっ端ぱしから声かけてみ……る、かぁ……な？」


　生徒会室の空気が一いつ瞬しゆんで死んだ。


　カクカクしたコマ割り再生のような動作で大吾が扉とびらの方を見る。そこには顔を俯うつむけて肩かたを震ふるわせる志保と、少し表情を引きつらせた琴音の姿が。


「あ、あの……志保、さん……？」


「……へぇ……なるほどね。あたしと琴音が教員室で一いつ生しよう懸けん命めい仕事してる間に、あんたは後こう輩はいの女の子をナンパすることばっかり考えてたわけ……？」


「え？　いや、それは誤か──」


「うるさいこのシスコンロリコン変態ナンパ男ぉぉぉおおお!!」


「ち、違う！　シスコン以外は全て誤かぶごぉっ!?」


「律りち儀ぎにシスコンを除外しているところが早川君らしいわね……」


　志保のアッパーを顎あごに受け、床に沈しずむ大吾。その光景に苦笑いを浮うかべながら、琴音は養護教きよう諭ゆを呼びに保健室へと向かうのだった。








　翌日の朝。佳奈美がいつものように昇しよう降こう口ぐちで大吾と別れ、教室に向かっていると、


「あ……！」


　廊ろう下かの少し先に見覚えのある後ろ姿を見つけた。短めの三つ編みが歩調に合わせてぴょこぴょこ跳はねている。間違いない、隣となりの席の女子生徒だ。


（ど、どうしよう……!?）


　これまでならば、声をかけることはなかっただろう。


　しかし、恵怜菜という友達を得たことで、佳奈美も少しだけ前向きになっていた。


（よ、よし……あ、挨あい拶さつするぞぉ……！）


　むん、と一つ気合いを入れて（周囲からは奇き異いな目で見られていたが、佳奈美には気にする余よ裕ゆうがなかった）、早足に後ろから女子生徒に近付いていく。と、


「きゃっ!?」


「おっと、悪い！」


　突とつ然ぜん、不運にも教室から男子生徒が飛び出してきたことで、女子生徒が立ち止まった。


　気合いを入れて早足で進んでいた佳奈美は、


「ふえぇぇ!?」


「えっ……？」


　勢いを止めきれず、振ふり返った女子生徒と正面衝しよう突とつした。両者とも小さな悲鳴を上げて廊下に尻しり餅もちをつく。


「あぅぅ……ご、ごめんなさい。大だい丈じよう夫ぶ？」


　慌あわてて起き上がり、佳奈美が謝罪しながら手を差し伸のべると、


「あ、はい。平気です。こちらこそごめんなさい」


　相手の女子生徒も謝罪しながら、佳奈美の手を取って立ち上がった。


「本当にごめんね……。はぅ……またやっちゃった……」


　自分の体質で迷めい惑わくをかけてしまったことに落ち込む佳奈美。


「あの……本当に大丈夫ですから。あまり気にしないでください」


　そんな佳奈美を見た女子生徒は気き遣づかうようにそう言った。とても透とう明めい感かんのある、自然と耳に吸い込まれていくような心地ここち良さを感じさせる声だ。


「あ、ありがとう。あ……」


　とそこで、佳奈美は自分の足あし下もとに眼鏡が落ちていることに気が付いた。目の前にいる女子生徒の物だろう。さっと拾い上げて、レンズやフレームを確かく認にんする。特に大きな損傷はないようだった。


「あの、これ。大丈夫だと思うけど、もし壊こわれちゃってたら──」


　眼鏡を手て渡わたそうと女子生徒の顔を見た佳奈美は、そこで思わず言葉を止めてしまった。


　眼鏡を外した女子生徒の素す顔がおがとても整っていた、というのも理由の一つだ。


　憂うれいを帯びた切れ長の瞳ひとみ、すっと通った鼻筋、艶つやのあるピンクの唇くちびる。可愛いと美人の丁度中間くらいの、同じ女性でも思わず見み惚とれてしまう顔立ち。


　しかし、最大の理由はそこではない。佳奈美は初めて見るはずの女子生徒のその素顔に、何故か既き視し感かんを覚えてしまったのだ。しかし、どこで見たのかは全く思い出せない。そもそも、会ったのだって今日が二回目のはずなのに。


　佳奈美が奇き妙みような既視感に内心首を傾かしげていると、


「か、返して！」


　女子生徒がいきなり大声を上げ、佳奈美の手から乱暴に眼鏡をひったくった。そのまま後ろを向いて、ひどく慌てた様子で眼鏡を掛かけ直す。


「……あの……ごめんなさい……」


　突とつ然ぜん豹ひよう変へんした女子生徒に佳奈美が怯おびえた声で詫わびると、女子生徒ははっとしたように振り返った。


「あ、その……違うんです。わたし目がすごく悪くて眼鏡がないとすごく不安でだから別に怒ってるわけじゃなくて……その、ええっと……」


　あたふたしながら必死に言い繕つくろう。よくわからないが、とにかく怒らせてしまったわけではないようだ。佳奈美はほっと胸をなで下ろした。


「えっと、同じＤ組だよね。教室まで一いつ緒しよに行こうよ」


「あ、はい。そうですね」


　女子生徒が頷うなずいたのを見て、佳奈美はゆっくりと歩き出す。


　そのまま二人並んで教室に向かうが、


（な、何か話さなきゃ……）


　せっかく話すきっかけが出来たのに、このまま無言で教室に行くのはもったいない。


　何か話題になるようなことは……。


「あの！　急に変なこと聞くんだけど！」


「は、はい」


　勢い込んで話しかけた佳奈美に、女子生徒が思わずびくっとする。


「わ、私達、前にどこかで会ったことない？」


「え……？」


　とっさに思いついたのは、先さき程ほど感じた妙みような既視感だった。


　単なる思い過ごしかもしれないが、もしかしたら過去に会ったことがあるかもしれない。


　もしそうだったらいいな……などと佳奈美が思っていると、


「え、あ、う、ほ、かけ……」


　聞かれた女子生徒は、なぜか顔を青くしてダラダラと冷ひや汗あせを流し始めた。


「……あ、あの……大丈夫？」


　心配になった佳奈美がそう声をかけると、


「わ、わたし急用を思い出しました！　今日は早退しますから先生にそうお伝えください！」


「え……ええっ!?　い、飯原さん!?」


　いきなりの早退宣言に思わず目を丸くする。


　慌てて呼び止めようとしたが、女子生徒は「それでは！」と逃にげるように廊下を走り去って行ってしまった。


「……はうぅ……」


　その後ろ姿を見送って、佳奈美は切なげなため息を漏もらす。


「あら佳奈美、ごきげんよう。……何かありましたの？」


　すると、そこに恵怜菜がやって来た。


「あぅ……レナちゃん。今さっき飯原さんに会ったんだけど……」


「飯原さん？　ああ、隣の席の」


「うん。でも、なんだか怒おこらせちゃったみたい……」


「は、はぁ……事情がよくわかりませんが、そう気を落とさずに。きっとすぐに挽ばん回かいの機会がやって来ますわ」


「うぅ……そうかなぁ……」


　そうは言っても、今までほとんど登校してこなかったのだ。次の機会がいつになるかはまったくわからないのだが……。


「ええ。その時にきちんと謝罪すれば、きっと許してくれますわ」


　恵怜菜が慰なぐさめるように佳奈美の頭を優やさしく撫なでる。


「……うん。頑がん張ばる……」


　その言葉に、佳奈美は涙なみだ目めになりながらもなんとか頷いたのだった。








　だがしかし。恵怜菜の言う通り、挽回のチャンスは思いの外すぐに巡めぐってきた。


　翌朝。生徒会の仕事のため大吾が先に出てしまったので、佳奈美が久々に一人で登校すると、


「あ、飯原さん……」


　昨日挨拶に失敗してしまった隣の席の女子生徒が、昇降口のロッカーの前で上うわ履ばきに履き替かえているところだった。


　昨日のことで学園に来なくなってしまったらどうしよう、と内心不安に思っていたのだが、その心配はなかったようだ。


（……は、話しかけてみようかな……）


　昨日のことを謝罪するには絶好の機会だ。謝るなら早い方が良い。


　それに、これでめったに学園に来ない彼女を二日連続で始業前に見かけたことになる。なんだか不思議な縁えんを感じずにはいられなかった。


（よぉし、今日こそ！）


　今度は何かあってもぶつかってしまわないようゆっくりと近付き、女子生徒が上履きを履き終えたところを見計らって声をかける。


「い、飯原さんおはよう」


　緊きん張ちようのせいか声が少し上うわ擦ずってしまった。


「え？　あ、昨日の……おはようございます」


　振り向いた女子生徒が挨拶を返してくれる。だが、その顔がわずかに引きつったのを佳奈美は見み逃のがさなかった。


（うぅ……やっぱり嫌きらわれてるのかなぁ……）


　一いつ瞬しゆん弱気になった佳奈美だったが、すぐに小さく首を振って自分を奮い立たせる。


　もし嫌われているとしてもここから挽回すればいい。


「昨日はごめんなさい。眼鏡大丈夫だった？」


　佳奈美が女子生徒の顔を覗のぞき込むようにしてそう尋たずねると、


「あ、はい。大丈夫ですし、もう本当に気にしてませんから」


　女子生徒はにっこりと笑えみを浮うかべて答えた。


　ただ、


「……じゃあ、どうして顔を背そむけるの？」


　その笑顔は、佳奈美の視線から逃れるように明後日あさつての方向を向いていた。


「べ、別に背けてなんて……」


「でも……」


　佳奈美が女子生徒が顔を向けた方へ回り込むと、


「…………（さっ）」


　すぐに顔が逆方向に。


「……怒ってるよね？」


「ち、違ちがうんです。これはその、首の運動を──っ……」


　そうこう言っている間に佳奈美がさらに回り込むと、また瞬時に顔が逆方向を向いた。


「…………」


「ほ、本当に違うんです。別に怒ってるわけじゃ……」


　佳奈美の方に顔を向けないまま必死に弁解する女子生徒。どうやら怒っているから顔を見てくれないのではなく、どうしても顔を見られたくないらしい。


　理由はわからないが、人それぞれ嫌いやなことはある。これ以上しつこくしたらさらに嫌われてしまうだろう。


「……わかった。私、早川佳奈美です。せっかく席がお隣となりだから、これから仲良くしてくれたら嬉うれしいな」


　そう言って、佳奈美はにこっと満面の笑みを作った。


「あ……飯原由ゆ美み、です。その、こちらこそよろしくお願いします」


　女子生徒改め由美が、追つい及きゆうがなくなったことに安あん堵どの表情を浮かべながらおずおずと頭を下げる。顔さえじっくり見なければ、とても落ち着いた人のようだ。


　始業までまだ時間があるし、もう少しお喋しやべりをして親しん睦ぼくを深めたい。


「飯原さん名前は由美って言うんだね。アイドルのＹＵＭＩと一緒だ」


　佳奈美がその場でなんとなく思いついたことを言うと、





「そ、そんな人知りません！　わたしには何の関係もありませんから!!」





　シーン──……。


　由美が突とつ然ぜん発した大声に、昇しよう降こう口ぐちは静まりかえった。


「……す、すみませんでした。大声を出してしまって……」


「いえ、わ、私の方こそごめんなさい……？」


　顔を俯うつむかせて赤面する由美に、佳奈美はとりあえず謝罪する。先程の言葉の何が彼女の癇かんにさわったのかわからないが、これ以上のお喋りは昨日と同様、墓穴を掘ほるだけかもしれない。ここは一度仕切り直した方がよさそうだ。


「あ、あの、それじゃまた後できょ──」


　教室でね、と言いかけて、佳奈美は言葉を止めた。


「……早川さん？」


　由美が不思議そうな顔をする。しかし、佳奈美の視線は由美の顔ではなく、その頭上に向けられていた。


　ロッカーの上には、入りきらなかった生徒達の私物が無造作に積まれている。その一つである野球のグローブが、バランスを崩くずして今にも落ちそうになっていた。


　丁度、由美の頭に。


「あ、あ、あ、あ、あ……」


「どうかしました？」


「い、飯原さん上！」


　佳奈美が落下寸前のグローブを指さす。


　それを見て、由美が顔を上に向けたその瞬間、


「あっ──……！」


　ついにバランスを崩したグローブが、不運にも由美の顔面を直ちよく撃げきした。


「いたっ！」


　痛みに顔を押さえて蹲うずくまる由美。その拍ひよう子しに眼鏡が外れ、地面に転がった。


「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」


　佳奈美はすぐに落ちた眼鏡を拾い上げ、蹲っている由美の背中をさする。


「は、はい。平気です」


「よかった。はいこれ。大事な眼鏡」


「え？　あっ！　眼鏡！」


　由美がばっと顔を上げて佳奈美を見る。その顔はやはりとても綺き麗れいで、隠かくす必要なんて全く感じな──


「…………あれ？」


　とここで、佳奈美はまたも妙みような既き視し感かんを感じた。


　なんだろう。やっぱりこの顔、どこかで見たことがあるような……。





「…………あああああぁぁぁあああぁぁぁああ!!」





　佳奈美の上げた大声に、またしても昇降口が静まりかえった。


「ＹＵむんんっ──!?」


　続けて何かを言おうとした佳奈美の口を、由美が慌あわてて塞ふさぐ。


「こ、ここで立ち話も何ですからどこか静かなところでお話ししましょう！」


　そう言うや否いなや、啞あ然ぜんとする周囲の生徒達には見向きもせずにぐいぐいと佳奈美を引っ張っていく。そして、佳奈美は抵てい抗こうする間もなく近くの空き教室に連れ込まれてしまった。


「……誰だれもついてきてませんね」


　追ってきた生徒がいないことに安堵の息をついてから、由美はようやく佳奈美の口を塞いでいた手を離はなした。


　解放された佳奈美は一つ大きく息を吐はいてから、


「あ、ああああの、えっと……もももしかして……」


「……はぁ。もうごまかしきれませんよね……」


　観念したようにそう言うと、由美は眼鏡を取り、三つ編みを解いた。


「や、やっぱり……！」


　露あらわになったその顔は、今や誰もが知っていると言っても過言ではない国民的アイドル。


　すなわち、


「改めて初めまして。わたしは飯原由美──芸名はＹＵＭＩといいます」








　窓の外から聞こえてくる運動部のかけ声だけが響ひびく、静かな朝の生徒会室。


　その一室で、


「……わからん」


　大吾は一人、体操服姿で途と方ほうに暮れていた。


「仕分けしろって言われても……どういう基準で分けたらいいんだ？」


　目の前に山と積まれた書類の束を見て、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


　もちろん、答えが返ってくるはずもない。
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「せめて一言くらいは説明していって欲しかったな……」


　早朝から志保と二人で業務をこなしていたところまでは良かったが、今日は一時限目が体育ということで、志保は着き替がえのため一足先に仕事を終えて生徒会室を出た。


　そして去り際ぎわに「そこの書類を仕分けしておいて」と頼たのまれたのだが……。


「もしかして、仕分けの仕方って生徒会役員は皆みんな知っているのか……？」


　だとしたらかなり問題だ。ただでさえ最近は佳奈美のことでバタバタして生徒会をサボり気味だったのに、そのうえ仕事が出来ないのでは副会長としての沽こ券けんに関かかわる。


　そして何より、指名した志保の評判が悪くなる。ただでさえ色々と迷めい惑わくをかけているのに、これ以上迷惑はかけたくない。


「……とはいえ、わからないものはわからないしな」


　ここは恥はじを忍しのんで聞くとしよう。聞かぬは一生の恥、知らぬは一生の恥と言うし。


　……ん？　なんかおかしくね？


　首をひねりながら、大吾が志保に連れん絡らくを取るために携けい帯たい電でん話わを取り出そうとすると、


「むっ……！」


　胸の辺りから細かな振しん動どうを感じた。すぐに制服の上着の内ポケットに手を差し入れる。


「やはりこれか……」


　振動していたのは、ミコトを封ふうじてある手鏡だった。


　ミコトは自分から用があるときはこうして大吾を呼び出す。


　以前は携帯電話のバイブレーションと区別がつかなかったのだが、何度も呼び出されるうちに、今やどちらの振動か瞬時に判断できる能力を身に付けていた。


　……まぁ、何の役にも立たない能力だけど。


　手鏡の蓋ふたに手をかけ、軽く深呼吸。


　ミコトが外部に顕けん現げんする際の鏡の中から這はい出てくる光景は、何度見てもなかなか慣れない。初めて見たときは恐きよう怖ふのあまり腰こしが抜ぬけて動けなくなったほどだ。


　……なんか思い出したらちょっとムカついてきたな。


「……ふむ」


　大吾はおもむろに生徒会室の窓を開けるとそこに手鏡を置き、窓の外に向かって開いた。


　にゅっと手が伸のびてきてミコトが姿を現す。


「遅おそいぞお主。せっかく我が耳寄りな──のわあぁぁぁあああ!?」


　そして、振ふり返って大吾に文句を言おうとした瞬間、足あし下もとに地面がないことに気が付いて慌てて窓まど枠わくにしがみついた。


「おおおお主は我を殺す気か!?」


「すまんすまん。つい出来心で殺さつ神じん未み遂すいを」


「うまいこと言った、みたいな顔をするでない！　は、早く助けぬか！」


「え？　いや、でも……」


「でももデモもないのじゃ！　こここのままでは落ちてしまう！　早く──……」


「でもお前、確か飛べるんじゃなかったっけ？」


「…………え？」


「…………」


　しばしの沈ちん黙もく。


　ミコトはゆっくり窓枠から手を離すと、ふわふわと浮ういて窓を越こえ、室内に着地した。


「べ、別に忘れておったわけではないぞ。まぁ、あれじゃな。今のは一つのじょーくというやつじゃな」


　大量の冷ひや汗あせを流しながら、それでも胸を張って懸けん命めいに威い厳げんを保とうとするミコト。


「……わーすごーいおもしろいなー」


「な、何じゃその顔は！　お主、全く信じておらぬな！」


「……わーすごーいおもしろいなー（キリッ）」


「顔だけ変えてもだめなのじゃ！」


　頰ほおを紅潮させ、両手をぶんぶん振ってミコトが怒おこる。これ以上からかうとミコトのプライドが傷ついてしまうかもしれない。


　大分気も晴れたので、今日はこのくらいにしておこう。


「んでミコト。結局用事は何だ？」


「相変わらず切り替かえが早いの……まぁよい。実は、お主の妹に新しい因いん縁ねんが見つかったぞい」


　負けず劣おとらず切り替えの早いミコトが真ま面じ目めな顔で告げる。


　大吾はにわかに血相を変えて食いついた。


「何だと!?　なぜそんな大事なことを早く言わない!?」


「誰のせいじゃ誰の！」


「……誰？」


「お主じゃ！　お主が悪戯いたずらで我を落とそうとしたからじゃ！」


「……おお」


　言われてみれば。


「まぁそれはいいとして」


「よくないぞい！　自分の時だけさらりと流すでないわ！」


「今度の相手はどんな奴やつだ？　教えてくれ」


「全くお主という奴は……待っておれ。今この鏡に映すぞい」


　恵怜菜の時と同様、ミコトが手をかざして手鏡に相手の姿を映し出してくれる。


　映し出されたのは、黒くろ縁ぶちの大きな眼鏡をかけ、セミロングの髪かみを三つ編みにしたおとなしそうな女の子だった。


「なんか……地味っていうか、あんまぱっとしない子だな」


　大吾が素す直なおな感想を漏もらす。


「失礼な奴じゃな。人を見かけで判断するでない」


「別に悪く言ったつもりはなかったんだが……言い方が悪かったなら訂てい正せいしよう。どこにでもいそうなモブキャラだ」


「もぶきゃら……？　よくわからぬが、悪化しておる気がするのは我の気のせいじゃろうか……？」


「気のせいだ」


　しれっと最低なことを言う大吾だった。


「まぁ、確かに恵怜菜という娘むすめに比べれば地味じゃが、それはむしろあやつが派手すぎたのではないか？」


「……ふむ。それは一理あるな」


　一いつ般ぱん人から見れば、恵怜菜は外見も行動もド派手だ。それと比ひ較かくしては大半の人間が地味に見えてしまうだろう。


「そう考えると、真面目でおとなしそうなこの子は佳奈美の友達にはいいかもしれんな。友達も少なそうだし」


「お主、言いたい放題じゃの……」


　ミコトがげんなりした声で言った。


「よし、そうと決まれば早さつ速そく行動開始だ」


　大吾は鏡から視線を外して立ち上がると、生徒会室のパソコンの前に移動して電源を入れる。


「何をするのじゃ？」


「名めい簿ぼで名前を調べる。顔写真と名前だけなら俺でも見れるからな」


「なるほど。名前を調べて会いに行くわけじゃな？」


　恵怜菜の時と同じようにするのだろうと思いミコトはそう尋たずねたが、


「いや、違ちがう」


　意外にも大吾は首を横に振った。


「む？　今回は会いに行かぬのか？」


「そうじゃない。前回、恵怜菜とのファーストコンタクトに失敗しただろ？　思うにその原因は、いきなり会いに行ってしまったことにある」


「いや、それは違うと思うが……」


「だから今回はまず佳奈美と会って話を聞いてから、慎しん重ちように対処しようと思う。今後の行動のためにも、第一印象は大事だからな」


「聞いておらぬな……。まぁ、お主にしては悪くない考えじゃがの」


「だろ？　というわけで、今日の昼休みは佳奈美に会いに行くぞ！」


　大吾はぐっと拳こぶしを握にぎりしめ、嬉き々きとしてそう宣言した。


「……お主、本当は単に妹に会いに行きたいだけではないのか？」


　そんな大吾を見たミコトがジト目でツッコむ。


「そ、そんなことはない！　ついでに例の女の子についても話を聞くさ！……あれ？」


「妹のことになると噓うそがつけぬ奴じゃの……」


　ミコトはやれやれとばかりにため息をついた。


「う、うるさい。ともかくまずは名前を──」


　大吾がパソコンの方に向き直って名前を調べようとしたその時、学園全体に一時限目の予よ鈴れいが鳴り響ひびいた。どうやら調査は放課後になりそうだ。


「仕方ないな。ミコト、一いつ旦たん鏡の中に戻もどれ」


　よっこらせと立ち上がり、手鏡を手に取る。


「うむ。それはよいのじゃが……」


「？　何だよ。まだ何か用があるのか？」


「いや。じゃが、これはそのままでよいのか？」


　そう言って、ミコトは仕分けされずに残った書類の山を指さした。


「………………………………あ」








　四時限目が終わり日直が号令をかけると、大吾は志保に見とがめられる前に教室を出て佳奈美の元に向かった。


　一年生達も学園に大分慣れてきたらしく、昼休みの廊ろう下かは二年生と変わらない賑にぎわいを見せている。


　そんな昼休みの喧けん噪そうの間を縫ぬうようにして廊下を進み、一年Ｄ組の教室の前に辿たどり着いた大吾は、


「佳奈美はいるか────っ!?」


　大声で教室内に呼びかけた。


　突とつ然ぜん響ひびいた大声に教室の生徒達が一いつ斉せいに振り返るが、声の主が大吾だとわかるとすぐに元の行動に戻っていく。大吾のシスコンぶりと変人ぶりは、既すでに一年生の間でも周知のものとなっていた。


「あれ？　お兄ちゃん、どうしたの？」


　昼食を取ろうとしていた佳奈美がとことことこちらにやって来る。


「いきなり大声を出さないでくださいませ。びっくりしてしまいますわ」


　なぜか恵怜菜も一いつ緒しよにやって来た。


「む。別に恵怜菜は呼んでないぞ？」


「そんなことはわかっておりますわ。わたくしは注意をしに来ましたの。人を呼ぶ時は教室の誰だれかに伝言を頼たのむなりして静かにしてくださいませ」


「わかった。佳奈美、恵怜菜に『お前に用はない』と伝えてくれ」


「思いっきり聞こえてますわよ！」


「あ、あはは……」


　真面目な顔で伝言を頼む大吾と額に青筋を立てて怒る恵怜菜に、佳奈美は困ったような笑いを浮かべるしかなかった。


「それで、お兄ちゃん何か用事？　それとも一緒にお昼食べに来てくれたの？」


　気を取り直して佳奈美が尋ねる。


「ああ。一緒にお昼もいいけど……その前にちょっと聞きたいことがあってな」


「聞きたいこと？　な～に？」


　不思議そうに小首を傾かしげる佳奈美。そのあまりの可愛かわいさに思わず身み悶もだえしそうになってしまう。この可愛さは反則だ「今すぐお持ち帰りしたいぜまったく！」


「ふぇ……？　お持ち帰り……？」


「はっ……心を読まれた!?　ついに佳奈美とテレパシーが通じてしまったのか！」


「普ふ通つうに声に出ておりましたわ。というか、先せん輩ぱいは一緒に暮らしていらっしゃるのですからお持ち帰りも何もないのではなくて……？」


「確かに。つまり俺は宇宙一の幸せ者ということだな？」


「……一体何をしに来ましたの？」


　ここぞとばかりにドヤ顔をする大吾に、恵怜菜が疲ひ弊へいし切ったため息を漏らす。


　いかんいかん。このままじゃ一向に話が進まない。本題に戻そう。


「で、佳奈美にちょっと聞きたいんだが」


「うん。何？」


「えーっと……今日、なんか変わったことなかったか？　例えば朝とかに」


　相手の名前を調べられなかったので、やや遠回しに聞いてみる。まず大まかな話を聞いてから、細かいことについて質問して情報を集めよう。


　と思ったのだが、


「べべべ別になななにもないよ？」


　佳奈美はどもりまくりながら首をぶんぶん横に振ふった。……怪あやしすぎる。


「……なんかあっただろ？」


「にゃ、にゃいよ！　にゃんにもにゃいよ！」


　嚙かみまくりだった。だが、これはこれでいい！　佳奈美マジでかわいいにゃん！


　……ではなくて。


「でも、すごい動どう揺ようしてるぞ？」


「ど、同様なんてしてないよ！」


「いや、でもいつもと違うし……」


「そんなことないもん！　いつもと動揺だもん！」


「佳奈美、逆！　逆ですわ！」


「ギャグじゃないもん！」


　佳奈美が顔を真っ赤にしてジタバタする。


　会話の内容がだんだんとカオスになってきたため、大吾は「とにかく一度深呼吸」と佳奈美を宥なだめた。


「それで、一体何があったんだ？」


　佳奈美が落ち着いたところで再度尋ねる。


「う～……それは……」


「それは？」


　両りよう肩かたに優やさしく手を置いて、急せかさずじっくり佳奈美の言葉を待つ。が、


「や、やっぱり言えない！　これだけはダメなの～～！」


　佳奈美は大吾の手を振り払はらうと、猛もうダッシュで廊下の向こうに消えていった。


「珍めずらしいですわね。佳奈美があんな頑かたくなになるなんて……」


　その後ろ姿を見送った恵怜菜がぽつりと呟つぶやく。


「まぁ、佳奈美にも先輩に隠かくしておきたいことの一つや二つはありますわ。あまり気を落とさず……って、どこへ行きますの？」


　ショックを受けている大吾を恵怜菜が慰なぐさめようとすると、大吾はよろよろと廊下の窓に近付いた。そして、ガラガラと窓を開けると片足を持ち上げ


「ちょ、ちょっと、何をなさるおつもりですの!?　バカな真ま似ねはおやめなさい！」


「止めるな恵怜菜！　佳奈美に隠し事をされるなんて……きっと嫌きらわれたんだ！　もう生きてても仕方がない！」


「な、何か事情があったのですわきっと！　とにかく落ち着いてくださいませ！」


「もういい！　武士の情けだ！　死なせてくれ！」


「武士の階級は明治時代に廃はい止しされましたわ！　あと、そこの方々！　『修しゆ羅ら場ば？』とか言っていないで手伝ってくださいませ！」


　大吾の腰こしを必死に摑つかむ恵怜菜が振り返って叫さけぶ。


　それを聞いた廊下の一年生達は、面めん倒どうくさそうにしながらも大吾を窓から引き剝はがしにかかったのだった。








　そんなこんなで、大吾がはた迷めい惑わくな自殺未み遂すい騒さわぎを起こしていた頃ころ。佳奈美は一人中庭で購こう買ばいの菓か子しパンを食べながら心を痛めていた。


（うぅ……ごめんね、お兄ちゃん）


　これまで大きな隠し事など一度もしたことがなかったので、とても申し訳ない気持ちになる。しかし、それでも佳奈美には隠さなければならない事情があった。


　約束してしまったのだ。今朝、あの空き教室で。


「実はわたし……目立つのがあまり好きじゃないんです」


　衝しよう撃げき的な自己紹しよう介かいを受けた後、由美は佳奈美に詳くわしい事情を打ち明けてくれた。


「え？　アイドルさんなのに？」


「はい。もちろん仕事では構わないんですけど、普ふ段だんはちょっと……。中学ではわたしがアイドルだって皆みんなに知られてしまっていましたから、高校ではなるべく知られないようにと思いまして……」


「だから眼鏡かけたり髪かみ型がた変えたりして変装してたんだね」


　由美がこくりと頷うなずく。


「アイドルになったのも、元々は友達がふざけ半分でオーディションに応おう募ぼしてしまったのがきっかけなんです。応募してしまった以上、参加しないのは申し訳ないと思って参加してみたら、あれよあれよという間に合格して……」


「そ、そうなんだ……」


　頰ほおに手を当てて困ったような顔をする由美に苦く笑しようする佳奈美。


　世の中には何度となくオーディションに落ちている人もいるだろうに、なんとも贅ぜい沢たくな話である。


　と、そんな思いが表情に出てしまっていたのか、由美が慌あわてたように付け加える。


「あ、あの、誤解しないでくださいね。わたし、別にイヤイヤ仕事をしているというわけではないですから。きっかけは自分の意思ではなかったですけど、今はファンの人達もたくさんいますし、スタッフの方々もとても良くしてくれて、毎日すごく充じゆう実じつしています」


「そっかぁ。よかった」


　佳奈美がほっと息をつく。


　話を聞いて『もしかして義務感でやっているのでは？』という考えも少なからずあったのだが、そうではなかったようで一安心だ。


「はい。でも、今でもやっぱり目立ち過ぎるのは抵てい抗こうがあって……。ですから、早川さん！」


「ふ、ふぇ……？」


　由美はいきなり佳奈美の両手を取り、ぐっと顔を近づけた。


「お願いします！　このことは二人だけの秘密にしてください！」


　これ以上ないほど真しん剣けんな表情で懇こん願がんする由美。対する佳奈美は困り顔をする。


　正直、隠し事は苦手なので自信はない。


　だが、そんな顔をされては……答えは一つしかなかった。


「わ、わかった！　誰にも言わないよ！」


　佳奈美は精せい一いつ杯ぱい自信のなさが表情に出ないようにしながら約束した。


「本当ですか!?　ありがとうございます！」


　ぱっと由美の表情が華はなやぐ。その笑え顔がおは言葉では言い表せないほど魅み力りよく的で、佳奈美は目の前にいるのが大人気のアイドルであることを改めて実感させられた。


「よかった……。わたし、学園になかなか来れないし、正体がバレるのが怖こわくて誰にも話しかけられなかったんですけど……ようやくお友達が出来ました。しかもそれが早川さんだなんて……」


　由美が胸に手を置いて安あん堵どのため息をつく。


「え？　私……？」


「あ、いえ、なんでもありません。とにかく、これからよろしくお願いします」


「う、うん。こちらこそ」


　すっと差し出された由美の手を、佳奈美が握にぎり返す。


　こうして、佳奈美は人生で初めて大きな隠し事を抱かかえることになったのだった。








　放課後。


　どうにかショックから立ち直った大吾は、改めてミコトと善後策を協議することにした。


「ふむ。つまり、情報は何も得られなかったわけじゃな？」


　昼休みの出来事を一通り聞いたミコトが鏡の中から尋たずねる。


「ああ。何かあったのは間ま違ちがいないと思うが、あの様子だと詳しいことは話してくれそうもない。無理に聞き出したらもっと嫌われるかもしれないし……うぅ……佳奈美ぃ……」


「な、泣きそうな顔をするでない。まだ嫌われたと決まったわけでもあるまい。それより、この後はどうするつもりじゃ？」


　珍しく弱っている大吾を慰めつつ、ミコトは先を促うながす。


「そ、そうだよな。まだ決まったわけじゃないよな」


　大吾は情けなく歪ゆがんでいた表情を引き締しめ、


「こうなった以上、相手に直接接せつ触しよくするしかないだろう。この後、名前とクラスを調べて明日あした、接触する」


「それもやむを得ぬか。じゃが……」


　大吾の提案に頷きながらも、目を細めて思案顔をするミコト。


「何だ？　何か気になることでもあるのか？」


「……一つ思ったのじゃが、お主の妹が今朝の出来事を隠すのは、口止めされているからではないのか？」


「口止め？」


「うむ。何かしらお主には言えぬ理由があるということじゃ」


　その言葉に、大吾ははっとしたように立ち上がった。


「つまり、佳奈美は今朝の出来事を話さないよう脅きよう迫はくされているということか!?」


「い、いや、理由はわからぬが、その可能性もなきにしもあらずというだけで……」


　いきなり語気を荒あらげた大吾に頰を引きつらせるミコト。


　だが、大吾はミコトの言葉を完全にスルーし、拳こぶしを強く握りしめた。


「くっ……大人しそうな顔をして、裏ではそんなことを……なんて奴やつだ！」


「ま、待つのじゃ。我はあくまで可能性の話をじゃな……」


「許せん！　俺の可愛い佳奈美を脅おどすとは……奴にはしかるべき報むくいを受けさせねば！」


「こ、これ、勝手に先走るでない！　あと、さりげなく自分のものにするでない！」


「どういう経けい緯いで因いん縁ねんが生まれたかわからんが……そんな奴と縁えんを結ぶ価値などない。あえて言おう。カスであると！」


　某ぼう公国の独裁者のごとく一人勝手に復ふく讐しゆうに燃える大吾。もはやミコトの言葉などまるっきり耳に入っていないようだった。


「と、とにかく相手はおなごじゃ。あまり無茶をするでないぞ。穏おん便びんにの」


「わかってる。とにかく、明日の朝に接触するぞ。で、その方法だが……」


「うむ。しかし、良いのかお主？」


　大吾がさらに方法について話し合いを続けようとすると、ミコトが真ま面じ目めな顔で尋ねた。


「……何がだ？」


　それに呼応して、大吾もより表情を厳しくする。その時！


『おい！　いつまで電話してんだ！　終わったらさっさと出ろぉぉおおおお！』


　せっぱつまった声と共に、扉とびらが乱暴に叩たたかれる。


「……大分後がつまっているようじゃが」


「……おお」


　混雑する男子トイレの個室内で、大吾はぽんと一つ手を打った。








（な、なんで……？）


　手紙を持つ由美の手は震ふるえていた。


　昨日は学園が終わるとすぐにテレビの収録があり、帰宅したのは深夜だった。


　ライブが近いということもあってここ最近は特に忙いそがしく、家に帰ってもろくに休めない日が続いている。


　出来ることなら学園を休んでぐっすり眠ねむりたいところだったが、ただでさえ欠席が多いのでそういうわけにもいかない。由美は翌日の授業の支し度たくだけを済ませ、早々に眠りについた。


　そして今朝。眠い目をこすりながら自宅を出て、まだ疲つかれの残る身体からだで登校すると、ロッカーに差出人不明の手紙が入っていたのだ。


　嫌いやな予感を抱いだきつつ早足で女子トイレに入り、中を見てみると。





『お前の秘密を知っている。バラされたくなければ放課後、校舎の二階にある空き教室に一人で来い。もし来なかった場合、お前は然しかるべき報いを受けることになるだろう』





　こんな文面が、無機質にワープロで記き載さいされていた。


　筆ひつ跡せきがわからないので相手の性別すら予測できないが、とにかくこの手紙を送りつけてきた相手は自分の正体を知っている。それだけは確かだった。


（なんで……）


　再度、同じ言葉を心中で呟つぶやきながら、手紙を鞄かばんの奥深くにしまってトイレを出る。


　廊ろう下かを歩いてみても、自分に注目している生徒はいない。正体が広まっているわけではなく、やはり手紙の送り主だけが知っているようだ。


　しかし、いつどこで知られてしまったのだろう。


　当然、まっさきに思い浮うかぶ原因は彼女だ。でも……。


　一年Ｄ組の教室に入り、自分の席へ向かう。と、


「飯原さん、おはよう～」


　こちらに気付いた佳奈美がにこやかに挨あい拶さつをした。


「お、おはようございます」


　軽く会え釈しやくを返しながら、佳奈美の隣となりに座る。


「飯原さん、休んでいた分のノート誰だれかに見せてもらった？　私ので良ければ見る？」


「え？　あ、どうも……」


　佳奈美が差し出したノートを受け取る。その態度に不自然なところは全くない。


　もちろん、これが全すべて演技という可能性もある。しかし、由美は佳奈美が平気な顔をして人を裏切れるとはとても思えなかった。


　でも、それならどうして正体がばれてしまったのか……。


「……飯原さん、大だい丈じよう夫ぶ？」


「え……？」


　ふと気付くと、佳奈美が心配そうにこちらの顔を覗のぞき込んでいた。


「なんだか顔色悪いよ。……お仕事忙しいの？」


　眉まゆ根ねを寄せながら尋ねてくる佳奈美。


　他ほかの人に聞かれないよう、後半はかなり小声だった。


「……いえ、大丈夫ですから。心配しないでください」


　由美は小さく頭を振ふった後、出来るだけ笑顔を作って答えた。


　考えても原因はわからない。とにもかくにも、今は呼び出しに応じて真相を確かめるしかないだろう。


（……うん。そうしよう）


　一つ大きく頷うなずいて、決意を固める。


　そんな由美の様子に、佳奈美は一人首を傾かしげた。








　六時限目が終わると、二年生の教室がある校舎の三階は一気に騒さわがしくなる。


　下校する者、部活動に勤いそしむ者、はたまた校内に残って友人達と談だん笑しようする者とその目的は様々だが、廊下にも教室にも絶えず生徒達の声が響ひびき、放課後の開放感を満まん喫きつしている。


　そんな中、大吾は廊下の隅すみの方に一人佇たたずみ、じっと空き教室の前を観察していた。


「のう。空き教室に呼んだのなら、なぜここにおるのじゃ？　中で待っていればよいではないか」


　大吾の隣に立つミコトが問う。


「そうすると、逃にげられるかもしれないだろうが。先に相手に入ってもらって、俺はドアの前に立って逃げ道を塞ふさぐ。ちなみに、反対側のドアはお前が塞ぐんだぞ」


「我はそんなことのために呼び出されたのか……仮にも神である我を……」


　嘆たん息そくしながらがっくり肩かたを落とす。もはやパシリ同然の扱あつかいだった。


「まぁよい。ところでお主、手紙に『秘密を知っている』と書いておったが、一体何を知っておるのじゃ？」


　すっかり打たれ強くなったミコトが、すぐに気を取り直してさらに問う。


　昨日の放課後に調査をしたらしく、大吾は相手の名前を突つき止めていた。恐おそらくその際に何かの秘密を知ったのだろう、とミコトは思っていたのだが……。


「いや、別に何も知らん」


　大吾は当然のようにそう答えた。


「調べられるのはせいぜい顔と名前だけだ。それ以外のことなんて単なる副会長の俺が調べられるはずがない」


「そうじゃったのか。ならば、なぜあんな手紙を書いたのじゃ？」


「人には他人に知られたくない秘密の一つや二つはある。ああ書いておけば、大たい抵ていの人間には心当たりがあるものだ」


　そう言って、大吾は「くくく……」と口の端はしを邪じや悪あくに歪めた。


「確かにその通りじゃが……なぜその理論を自分の妹には適用できぬのじゃろうか……」


「うるさい。とにかく、飯原とかいう奴には佳奈美を脅迫した報いを受けさせる！」


「いやじゃから、脅迫とは決まっておらぬというに。それに、お主の妹に昨日おかしな様子はなかったように思うが……」


「待て。来たぞ」


　片手を挙げて大吾がミコトの言葉を遮さえぎる。


　空き教室の前では由美が不安そうにきょろきょろと周りを見てから、恐る恐る中に入っていくところだった。


「よし、行くぞ。目に物見せてやるぜ！」


「ま、待つのじゃ。やはり何かおかしいぞい。脅迫しておるならこんな素す直なおに呼び出しに応ずるとは思えぬし……こ、これ、待てと言うに！」


　ミコトの制止の声には耳を貸さず、大吾は張り切って空き教室に向かう。佳奈美のことになると全く周りが見えないのであった。


　教室の前に着くと扉を開け、一歩中に入る。中にいた由美の肩がびくりと震えた。


「飯原由美だな？」


　一応そう確かく認にんしながら、すぐに後ろ手で扉を閉める。


「は、はい……」


　大吾の問いかけに由美が小さく頷く。照明をつけておらず、カーテンも閉め切られているため室内は薄うす暗ぐらく、お互たがいに相手の表情までは確認できなかった。


「あ、あの、あなたは……？」


「俺のことはどうでもいい。今はこちらが質問する時間だ」


　由美の質問を大吾がばっさり切り捨てる。


　無む駄だに威い圧あつ感かんのあるその声に、由美は思わず口をつぐんだ。


「さて、なぜここに呼び出されたかわかっているな？」


　大吾が犯人を追いつめたベテランの敏びん腕わん刑けい事じのような口調で尋たずねる。


　だが、由美は「い、いえ……」と首を振った。


「あの……わたしが何かしたのでしょうか……？」


「とぼけるなよ。ネタは上がってるんだ。おっと、ネタといっても寿す司しのあれじゃないぞ？」


「……は、はぁ……」


　いきなりアホなことを言う脅だ迫い犯ごに戸と惑まどう由美。


「なんだその気の抜ぬけた返事は!?　自分の罪の重さがわかっているのか!?」


「ひぅ……ご、ごめんなさい……！」


　意味不明の逆ギレを起こす大吾に、由美はつい謝ってしまう。


　だが、大吾の（不条理な）怒いかりはなおも収まらない。


「ごめんなさいじゃない！　お前のせいで（佳奈美が）どれほど傷ついたか……！」


「そ、そんな……わたし、そんなつもりじゃ……」


「問答無用！　今からお前に罰ばつを与あたえる！」


「ば、罰……？」


　大吾は「そうだ」と答えると由美ににじり寄った。


「な、何をするんですか……？」


　恐きよう怖ふのあまり声を震わせながらじりじりと後ずさる由美。


「ふふふ……聞いて驚おどろくがいい。脇わき腹ばら五分間こちょこちょの刑けいだ！」


「じ、地味に嫌な刑じゃな……」


　両手をワキワキさせながら、脅迫犯から変質者にランクアップした大吾が由美に迫せまる。


　妹のことになるともう本当にどうしようもない男であった。


「や、やめてください、わたし本当に……きゃっ!?」


　必死に大吾から距きよ離りを取ろうとしていた由美が足をもつれさせ、床ゆかに尻しり餅もちをつく。


　その隙すきをつき、大吾は一気に距離を縮めた。


「くくく……もう逃げ場はないぞ。観念しろ！」


　尻餅をついた状態の由美の前に膝ひざをつく。


　そして、くすぐり攻こう撃げきを始めようと手を伸のばしたその時、


「いい加減にせぬか！」


　ばしっ！


　ミコトが思い切り大吾の後頭部をはたいた。


「な、何すんだよ!?」


　はたかれた部分を片手で押さえながら振り返る。


「それはこちらの台詞せりふじゃ！　相手を見てみよ！」


　ミコトに言われ、大吾は初めてじっくり由美の顔を見る。距離が近くなったおかげで、暗くら闇やみの中でも相手の表情をしっかり確認することが出来た。


　その表情は、


「うぅ……ひっ……ひくっ……うぇ……」


　顔をくしゃくしゃにして、目元を真っ赤にしながら何度も嗚お咽えつを漏もらす。


　マジ泣きだった。


「………………あ、あれ？」


　そこでようやく、妹愛で煮にえ滾たぎっていた大吾の頭が冷め始める。


　やばい。この様子だと、どうやら本気で怖こわがらせてしまっているようだ。ちょっと懲こらしめてやろう、くらいの気持ちだったのに。


　しかも、


「ひぅ……ごめん、なさい……わたし、ただ目立ちたくなかっただけ…ひっく…で、皆みなさんを騙だましてやろうとか……そんな風に思って、いたわけじゃなく……て……ひっく……」


　涙なみだながらに懸けん命めいに許しを請こう由美は、とても人を脅迫するようには見えなかった。


　それに、目立ちたくないとか騙すとか、どうにも話がかみ合っていない気がする。


　……もしかして、これは……。


「……俺の勘かん違ちがい？」


「じゃから、先さき程ほどからそう言っておろうに！　人の話はきちんと聞きなさいと教わらんかったのか!?」


「人の話を聞けとは教わったが、神の話を聞けとは教わらなかった」


「こんな時だけ神扱いするでない！」


　ついつい条件反射でミコトをからかってしまってから、思わずはっとする。


　よく考えれば、目の前には由美がいるのだった。


「あ、いや、これは……」


　慌あわてて由美の方を見る。が、由美は「ごめんなさいごめんなさい」とひたすら小声で謝り続けており、こちらの様子には目もくれていなかった。よほど怖かったらしい。


　しかし、まだ指一本たりとも触ふれていないのにここまで怖がられるとは……。俺ってそんなにひどいことをしそうに見えるのだろうか。ちょっとショックだ……。


　とにもかくにも、この状態ではろくに話も出来ない。まずは気を静めてもらわないと。


　大吾は泣き止やまない由美を宥なだめようとして、





「……お兄ちゃん、何してるの……？」





　背後から聞こえてきた、絶対零れい度どのその声に全身を硬こう直ちよくさせた。


　錆さび付いたネジのようなぎこちない動作で振ふり返る。


　そこには、両頰ほおを膨ふくらませ、全身をブルブル震ふるわせる佳奈美の姿が。


「ち、違うんだ佳奈美。これは……」


　大吾は大おお慌あわてで言い訳を考える。


　照明をつけず、カーテンも閉め切った暗い空き教室で、大泣きして尻餅をつく後こう輩はいの女子生徒に、今まさに襲おそいかからんとする姿勢でいる正当な理由。


　……そんなもの、あるわけなかった。


「お、お、お兄ちゃんの……ばか～～～～～～!!」


　耳をつんざくような声でそう叫さけぶと、佳奈美は目にも留まらぬ速さでマウントポジションを取り、ぽかぽかぽかーっ！　と大吾を叩たたき始めた。


「い、いたっ……佳奈美ごめん、悪かったから……あいたた……」


「ばかばかばかばかばかばかばかばか！　朝なんだか様子がおかしかったから気になって見に来てみたらこんな……いつも芸能人になんて興味ないって言ってるのに……やっぱりアイドルさんがいいんだ！」


「いたいいたいいたい……待って、い、一体何の話……いてててて……」


「とぼけても無駄だよ！　飯原さんが実はＹＵＭＩだからこんなことしたんでしょ!?」


「え？　ＹＵＭＩ……？」


　大吾が驚いたような声を上げ、目を丸くする。


「…………え？」


　その様子に、佳奈美は手を止めてマジマジと大吾の顔を見つめた。








「なるほど。そういうことだったのか……」


　ひとまず佳奈美に怒りを静めてもらい、由美を宥めてから、大吾はこれまでの経けい緯いを二人にかいつまんで説明してもらった。
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「ご、ごめんね飯原さん……私、約束破っちゃった……」


　佳奈美がしゅんとした声で謝罪する。


「い、いえ。平気です。早川さんのお兄さんですし、秘密にしてくれるって約束してくれましたから」


「おう。心配するな。ちゃんと秘密にしてやるぞ」


　大吾が得意げに胸を張る。


「お兄ちゃんは偉えらそうにしないの！　元はといえばお兄ちゃんが悪いんだからね！」


「はい。本当にすみませんでした……」


　佳奈美に叱しかられ、すぐに魂たましいのこもった土下座に移行する大吾。


　そんな二人を見て、由美はくすりと笑えみを零こぼした。


「本当に仲がいいんですね。二人は」


「う、うん。あのね、飯原さん。誤解しないで欲しいんだ。今回はひどいことしちゃったけど……お兄ちゃん本当はとってもいい人なんだよ？」


　大吾を叱りながらも、嫌きらわれないよう懸命に擁よう護ごしてあげる佳奈美。


　とはいえ、やったことがやったことだけにフォローも苦しい……と思っていたら。


「はい。わかってます」


　由美はにっこり笑ってそう答えた。


「ふぇ……？　わかってる……？」


「あ、いえ、なんでもありません。とにかく、わたしはもう気にしてませんから」


　少し慌てたように小さく首を振ってから、佳奈美を安心させるようにもう一度笑顔を浮うかべる。


「あうぅ……ありがとう飯原さん……本当にごめんね」


「ほらほら、早川さんもそんなに落ち込まないでください。わたしは大だい丈じよう夫ぶですから」


　すぐにハンカチを取り出し、涙目になる佳奈美の目元を拭ぬぐってあげる由美。


　そんな二人の様子を、今度は大吾がじっと見つめる。


（お嬢じよう様さまの次はアイドル……か）


　前回に比べて今回は地味……などと言っていたが、とんでもない。今回もまた随ずい分ぶん難しい相手を引き当ててしまったようだ。縁えんを結ぶのは楽ではない、というミコトの言葉が改めて思い出される。


　しかし同時に。


　由美もまた、恵怜菜と同じく佳奈美のことを大切に思ってくれるに違いない。そんな確信が、不思議と大吾の中に生まれていた。


　長年、妹と一いつ緒しよにいて培つちかった勘かんのようなものがそう思わせるのか、はたまた全く別のものなのか。理り屈くつはよくわからない。だが、今はこの確信に従うのがきっとベストな選せん択たくだろう。


　無言でミコトに確かく認にんの視線を送る。すると、ミコトも頷うなずき返してくれた。


　これで決まりだ。


（よっしゃ……やってやるぜ！）


　密かに拳こぶしを堅かたく握にぎりしめ、気合いを入れる。


　こうして、大吾の新しい戦いの日々が幕を開けたのだった。












　　第二章　君に会いたくて







　次の標的を由ゆ美みに定めてから一週間が経過した。


　その間、大だい吾ごはミコトと相談しながら様々な案を検討し、それらを実行しようと準備を進めていた……のだが。


「……今日も欠席かよ」


　一時限目が終わり、二時限目までの短い休み時間。大吾は教室で机に頰ほお杖づえをつきながら悪態をついた。


　あの日以来、由美は一度も登校してきていない。原因は言わずもがな、仕事である。


　仕事が多た忙ぼうなのはアイドルとしてはいいことなのかもしれないが、こちらとしては大いに困る。どんなに策を練っても、会えないのではどうしようもないからだ。


　どうしたものか、と大吾が頭を悩なやませていると、


「なんやなんや。しけた面つらしとるな」


　修しゆう吾ごがぶらぶらとこちらにやって来た。


「色々と悩みが多くてな。佳か奈な美みのこととか佳奈美のこととか佳奈美のこととか」


「……そ、それは大変そうやな……」


　冷ひや汗あせを浮かべてなんともいえない顔をする修吾。


「他ほかのことに悩まなくていいんだから、ある意味幸せでしょ」


　すると、いつの間にか志し保ほも近くにやって来ていた。


「で、今度は一体何に悩んでるわけ？　とりあえず話くらいは聞いてあげるけど」


「いや、こればっかりは相談して解決するものでもないからな。気持ちだけありがたく頂いておく」


「あっそ……」


　大吾が丁重にお断りすると、志保はなぜか少し面おも白しろくなさそうな顔をした。


　むぅ……面めん倒どうごとを逃のがれられたのに、どうしてそんな顔をするのか。理解できん。


「まぁ、ようわからんけど、そういう時は気分転てん換かんも必要やないか？　明後日あさつての日曜にでも久々に遊びにいかへんか？」


　修吾が努めて明るい声でそう提案する。


「ふむ……そうだな。たまにはそうするか。あとで佳奈美にも予定を聞いておこう」


「よっしゃ。ほな、久々にぱーっと遊ぼうや。場所は……」


　二人がさらに細かい予定を話し合おうとすると、


「……あ、あたしも行こうかな……」


　突とつ然ぜん、志保が遠えん慮りよがちに口を挟はさんできた。


「へ？　お前が？」


「わ、悪い？　あたしだってたまには息いき抜ぬきしたいし、いいでしょ」


「いや、別にいいけど……」


　真ま面じ目めな志保が用もなく町に出るのは珍めずらしい。むしろ、学生は健全に部屋で勉強するべきとでも言われるかと予想していたのだが。


　一体どういう風の吹ふき回しだろうか……と大吾が不思議に思っていると、


「あ～……やっぱりワイは行くのやめとこかな……」


　今度は修吾がそんなことを言った。


「はぁ？　なんでだよ？」


「いや～……なんちゅうか……お邪じや魔まやないかと……」


　なぜか目を泳がせる修吾。


「邪魔？　一体何の──」


「そそそそうよ!!　いいい一体何の話!?」


　シーン──……


　志保の大声に、教室は静まりかえった。


「……ど、どうした？　いきなり大声出して」


「な、なんでもない……」


　顔を真っ赤にして、か細い声で答える。


　志保といい修吾といい、今日はなんだかおかしいぞ……。


「いや、明後日はＹＵＭＩのライブがあるんや。テレビでの生なま中ちゆう継けいもあることやし、そっちを見よう思うてな」


　修吾が苦く笑しようしながら言う。


　そういえば、以前チケットの抽ちゆう選せんに外れたとかで落ち込んでいたことがあった。おそらくそのチケットのライブのことだろう。


　なるほど。そういうことならわからない話でも──


「……待て。今なんて言った？」


「は？　せやから、明後日はＹＵＭＩのライブが……」


「ライブってことは、ＹＵＭＩが会場に来るわけだな？」


「そら、来ないとライブにならんやろ」


　修吾がいぶかしげな顔をするが、大吾はそれを捨て置いた。


　そうだ。なぜこんな簡単なことに今まで気が付かなかったのだ。


　むこうが来てくれないのなら、こちらから会いに行けばいいだけのことではないか！


「志保、修吾。悪いが今の話はなかったことにしてくれ」


「は、はぁ？　急にどうしたのよ？」


「明後日は用事があったのを思い出した。俺はＹＵＭＩのライブに行く！」


「そ、そう。なら仕方ないわね……って、はぁぁぁあああ!?」


　志保は大きく目を見開いた。


「何言ってんのよ！　あんた、前にアイドルなんて興味ないって言ってたじゃない！」


「む……」


　そういえば、以前そんなことを言ってしまった気がする。


　実際それは事実なのだが……かといって由美の正体を隠かくすと約束した以上、本当の理由を話すわけにはいかない。こうなったら！


「いや、あれは噓うそだ。俺は佳奈美と一緒でＹＵＭＩの大ファンなんだ。出演している番組は毎日かかさずチェックしているし、曲の歌詞も全すべて暗唱できる！」


　怪あやしまれないよう、大吾は力強く断言した。


「……へ、へぇ……そうなんだ……」


　それを聞いた志保が頰ほおを引きつらせながら険しい顔をする。


　む……まだ疑われている!?　ならば！


「ああ。彼女を一目見たときから俺は一いつ瞬しゆんで虜とりこになった！　以来、彼女を見る度たびに俺の心はフォーリンラブ！　あの笑え顔がお、あの歌声、その全てがぶろぁぁあ!?」


　疑念を払ふつ拭しよくすべくさらに力説していた大吾は、志保の鉄てつ拳けんを顔面に受けて椅い子すごと教室の後方まで吹っ飛ばされた。


「勝手にしなさいよ！　この変態ドシスコンアイドルオタク!!」


　肩かたをいからせて自分の席に戻もどっていく志保。


　大吾はふらふらした足取りで立ち上がった。


「な、なぜあんなに怒おこって……そんなに遊びに行きたかったのか……？」


「いや、もうなんちゅうか相方は……もう本当なんちゅうか……」


　修吾は額に手を当ててやれやれと首を振ふった。


「せやけど、チケットもっとるんか？　今からじゃネットオークションとかでも手に入れるのは難しいで」


「持ってない。だが、一応アテならある」


　そう言って、大吾はニヤリと笑った。








　同じ日の昼休み。


「恵え怜れ菜なはいるか────っ!?」


　四時限目が終わると同時に教室を飛び出した大吾は、一年Ｄ組の扉とびらを開けると大声で教室内に向かって呼びかけた。


　またしても現れた昼休みの珍ちん入にゆう者しやに、教室内の生徒達がざわめく。


　そんな中、恵怜菜は早足でこちらにやって来た。


「ですから、人を呼ぶ時は伝言をするようにと注意しましたでしょう!?」


　怒いかりからか羞しゆう恥ちからか、少し顔を赤くして恵怜菜が言う。


「そうだったか？　それより佳奈美は？」


　大吾がきょろきょろと教室の中を見み渡わたす。


「佳奈美なら飲み物を買いに行ってくれていますわ。用事ならここで少しお待ちに──」


「いや、いい。かえって好都合だ」


　もし佳奈美がいたらあれこれごまかさなければならないが、今ならその必要もない。


　帰ってくる前にさっさと済ませてしまおう。


「好都合？　一体どういう……」


　眉まゆをひそめる恵怜菜。


　大吾はそんな恵怜菜の手を摑つかむと、





「大事な話があるんだ！　一いつ緒しよに来てくれ！」





　教室中に響ひびく声でそう言った。


『………………………………』


　教室が静せい寂じやくに包まれる。


　そして一瞬の間を置いて、


『おおおおおおおおおお!?』


　地鳴りのような歓かん声せいと悲鳴が上がった！


「な、なんだ……？」


　予想外の反応に戸と惑まどう大吾。と、


「いいいいいきなり何を言うんですの!?」
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　なぜか目の前にいる恵怜菜まで顔を真っ赤にしていた。


　なんだかよくわからないが……さっさと場所を変えた方がよさそうだ。


「とにかくこっちだ！　一緒に来てくれ！」


「ちょ、ちょっとお待ちなさい！　わたくしにも心の準備というものが……！」


　強引に恵怜菜の手を引いて、一年Ｄ組の教室を離はなれる。背後から女子達の「頑がん張ばれ～」という声せい援えんが聞こえてきた。


　頑張る？　一体何を？


「ど、どこに行くつもりですの？」


　廊ろう下かに出てすぐに恵怜菜が尋たずねる。


　そういえば、まだ行き先を決めていなかった。あまりおおっぴらに話すようなことではないし、なるべく人気のない場所がいいのだが。


「そうだな……校舎裏。校舎裏に行こう」


　あそこなら昼休みでもめったに人は来ないだろう。うってつけだ。


　と思ったのだが、


「こここ校舎裏……っ!?　そ、それは、やはり……！」


　恵怜菜はなぜか動どう揺ようした声を上げた。


「なんだ？　嫌いやか？」


「い、いやとかそういうことではなく、その、なんと言えばよいか……」


　恵怜菜がごにょごにょと言葉を濁にごす。


　珍しく歯切れの悪い態度に、大吾は首を傾かしげた。


「まぁいいや。嫌じゃないなら行くぞ」


　恵怜菜を引く手に少し力を込こめる。


「う、あ、う……」


　すると、恵怜菜は下を向いて急におとなしくなった。


　校舎を出て様々な学年の生徒で賑にぎわう校庭を横切り、人気のない校舎裏に辿たどり着く。それまで、恵怜菜は借りてきた猫ねこのようにおとなしく大吾についてきた。


　なんだかいつもと様子が違ちがうが……大だい丈じよう夫ぶだろうか。


「なぁ、恵怜菜」


「ひゃ、ひゃいっ!?」


　試ためしに呼びかけると、恵怜菜は思い切り裏返った声で返事をした。


「大丈夫か？　さっきからなんかおかしいぞ」


「へ、へ、平気ですわ。きょ、今日もいい天気ですわね！」


「いや、曇くもってるが……」


　急におかしなことを言い出す恵怜菜にツッコむ。


　こいつ、こんなキャラだったっけ？


「本当に大丈夫か？　体調悪いなら保健室まで連れてくが……」


　本気で心配になってきたので真しん剣けんにそう尋ねる。


　すると、恵怜菜は顔をますます俯うつむけた。


「ど、どうしてこんな時にそんなに優やさしくするんですの……？」


「え？　何？」


「な、なんでもありませんわ！　それより、は、話というのは一体何ですの……？」


　なぜか恥はずかしそうに上うわ目め遣づかいでこちらを見上げてくる。


「っ……あ、ああ。その、なんだ……」


　その仕草に、不覚にもどきっとしてしまった。


　もしこれが愛の告白の場面ならば、きっと今の仕草だけで大たい抵ていの男子はノックアウトされてしまうだろう。


「実はさ……」


「は、はい……」


　恵怜菜の堅かたい声。なぜそんなに緊きん張ちようしているんだ。なんだかこっちまで緊張してしまう。


　ええい、ままよ！


「お、俺……欲ほしいんだ！」


「……は、はぁぁぁあああ!?　い、いきなりそんな……！」


「ＹＵＭＩのライブのチケットが！」


「ま、前にも言いましたがそういうことはきちんと手順を踏ふんで…………はい？」


　こちらの言葉に慌あわてふためいていた恵怜菜の動きがぴたりと止まった。


「い、今なんて……？」


「だから、明後日あさつてにあるＹＵＭＩのライブのチケットが二人分欲しいんだ。お前、なんとかして手に入れられないか？」


　修吾も言っていた通り、もう正規のルートで手に入れるのは難しい。それなら、関係者から入手するしかない。


　恵怜菜の人脈をもってすればあるいは、と考え聞いてみたのだが……。


「………………はぁぁあああ……………」


　それを聞いた恵怜菜はなぜかとてつもなく深いため息をついた。


「え、恵怜菜……？」


「そうですわよね。相手は先せん輩ぱいですもの。どうせこんなことだろうと思っておりましたわ。い、言っておきますが、決して期待していたわけではありませんから！　勘かん違ちがいしないでくださいませ！」


　怒ったような呆あきれたような残念なような、なんとも複雑な顔でそんなことを言う。


　期待……？　一体何の話だ？


「それで、ライブのチケットでしたか？」


「あ、ああ。なんとか手に入れられないか？」


　大吾が再度頼たのむと、恵怜菜はしばし黙もつ考こうした。


「まぁ、多少無理をすれば手に入れられないことはないと思いますが」


「マジか!?」


「ええ。ですが！」


　思わず前のめりになる大吾を恵怜菜が強い口調で制する。


「その前にお聞きしますが、先輩はきちんと正規のルートで手に入れる努力を致いたしましたの？」


「へ……？」


「ＹＵＭＩのライブのチケットは希望者が多く抽ちゆう選せんでしょう？　つまり、抽選に外れた方々は欲しくても手に入らないわけです。それでもどうしても欲しいならば、オークションなどで高い金額を支し払はらって入手するほかない。つまり、皆それ相応の手間と代価を払はらって入手しているわけです。先輩はそれらの手順をきちんと踏みましたの？」


「いや、それは……」


「もしそうでないならば、協力は致しかねます。自分で入手する努力もせずに他人に頼たよるというのは、虫のよすぎる話ではなくて？」


　一気に畳たたみかけられ、口をつぐむ大吾。


　どう考えても正論で、反論どころか弁解の余地すらなかった。


「先輩のことですから恐おそらく佳奈美のためなのでしょうが……いくら佳奈美のためでも今回は許容しかねます。ライブは次もあるのですから、次回はきちんと応おう募ぼをしてから……」


　恵怜菜が腰こしに手を当ててお説教モードに入ってしまう。


　彼女の言うことは全すべてもっともだったが、こちらとしても次回のライブまで待ってはいられない。由美との間に生まれた因いん縁ねんがいつまでもつのかもわからないのだ。下手をすれば明日にでも消えてしまうかもしれない。


　ともかく、このままではいけないのだ。


　こうなったらダメで元々だ。なんとか食らいつこう。


　大吾はお説教を続けている恵怜菜の両手を取った。


「え？　せ、先輩？」


「頼む恵怜菜！　俺には（頼れる人が）お前しかいないんだ！」


「なぁっ……!?」


　恵怜菜を正面から見つめて必死に懇こん願がんする。


「お前じゃなきゃダメなんだ！　俺には（アテがありそうな知人が）お前だけなんだよ！」


　情けない話だが、もう泣き落とししか手が残っていない。


　とにかく誠心誠意、心を込こめてお願いする。と、


「わ、わ、わかりましたわ！　わかりましたから、手を離してくださいませ！」


　恵怜菜はこちらから目を逸そらして明後日の方向を向きながらそう答えた。


「いいのか!?」


「こ、今回だけですわよ！　次はありませんから！」


「ああ、わかってる。本当にありがとう！　俺はいい後こう輩はいをもったなぁ……」


　大吾がしみじみしながら礼を言うと、


「……わたくしはどうしようもない先輩を持ってしまったかもしれませんわ……」


　恵怜菜はどうしてか顔を赤くして、拗すねたように口をとがらせた。


　まぁ、こちらの一方的なわがままを聞いてもらったわけだし、怒おこるのは仕方がない。今度何か埋うめ合わせをしないと。


「それと……言いにくいんだが、実はもう一つ頼みがあるんだ」


「まだありますの……？　まぁ、とりあえず聞いて差し上げますわ」


　少しヤケ気味に答える恵怜菜に、大吾はひそひそと耳打ちする。


「どうだ？　出来そうか？」


「まぁ、可能だとは思いますが……そんなものを一体何に使いますの？」


「それはまだ秘密だ。とにかく頼んだぞ！」


「はぁ……承知致しましたわ」


　大吾がぽんと肩かたを叩たたくと、恵怜菜は疲つかれ切ったように小さなため息を漏もらした。


　ちなみに。


　その日の放課後、大吾は佳奈美と志保に呼び出され、昼休みのことについて厳しい尋じん問もんを受けるハメになった。


　なぜだ……。








　そんなこんなでライブ当日。


　恵怜菜に用意してもらったチケットを手に、大吾と佳奈美は電車を乗り継ついでライブ会場へ向かった。


「そういえば、こうして佳奈美とライブに行くのは初めてだな」


　最寄り駅から会場に向かう途と中ちゆうの道すがら、大吾が隣となりを歩く佳奈美に声をかける。


「そうだね！　レナちゃんに感謝しなきゃ……えへへ」


　幸せそうに笑うと、こちらに寄り添そってそっと腕うでを絡からめてくる佳奈美。密着している肘ひじの辺りから柔やわらかい感かん触しよくと温かさがダイレクトに伝わってくる。


　ああ……なんという至福の時。いっそこのままブラジルくらいまで歩いていたい……。


　そんな風にだらしなく緩ゆるんだ顔で歩くこと約一〇分。二人はライブ会場に到とう着ちやくした。


「……す、すごいね」


「ああ……すごいな」


　先さき程ほどまでのやり取りなどすっかり忘れて、二人が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


　会場の周囲は見み渡わたす限り人、人、人。年ねん齢れい、性別を問わず様々な人達が会場前の広場を埋め尽つくしている。人数など到とう底てい把は握あくできそうになかった。


「これ……皆ライブを見に来たのかな？」


「そうだろうな……」


　隣では佳奈美が驚おどろきのあまり口をあんぐりと開けている。


　テレビなどで見て由美のすごさは知っているつもりだったが、こうして目の前でその人気ぶりを見せつけられると、改めて思い知らされる。


　彼女はこれだけの人間を動かせる力を持っているのだ。


　そう思うと、目標のあまりの大きさについ怖おじ気けづいてしまいそうになる。


　果たして、由美と縁えんを結ぶことなど本当に出来るのだろうか。


（……って、今さら何考えてんだ）


　小さく首を振ふって、弱気を頭から追い払う。


　後ろに退くなどという選せん択たく肢しは、初めから存在しない。


　なぜなら、


「……よし、行くか」


「うん！」


　はぐれないよう手を繫つないで、混雑する会場前の広場に入る。


　全ては、他ほかならぬ佳奈美のためなのだから。








　まさに長ちよう蛇だと呼ぶにふさわしい列にならび、一五分ほどで受付を済ませる。


　ホールのロビーはＣＤやグッズの販はん売ばいなどで賑にぎわっており、会場前の広場よりも狭せまい分、混雑具合がより増している感があった。


　グッズ等を見るのは後にした方がよさそうだな……と思ったところで。


「申し訳ありませんが、お荷物を少し見せて頂いてよろしいですか？」


　受付の係員のすぐ後ろにいた、警備員と思われる男に声をかけられた。


「荷物？　なぜだ？」


「凶きよう器きや爆ばく発はつ物ぶつといった危険物の持ち込みがないかどうか確かく認にんするためです。お手数ですがご協力ください」


　警備員が穏おだやかな口調で説明する。


　だが、それを聞いた大吾は『何を言ってるんだこいつは』とでも言いたげな目をして、


「爆発物……？　そんなもの持ってるわけないだろ。俺はミスリルの相○宗介じゃないんだぞ？」


「は、はぁ……。とにかく、すぐに済みますので」


「まぁいいが……」


　散々ごねたあげく、ようやく警備員に鞄かばんを差し出す大吾。


　鞄を受け取った警備員は簡単に中身をチェックし、


「……あ、あの、これは……？」


　中から一着のハッピを取りだした。ショッキングピンクの生き地じにギラギラした目立つ装そう飾しよくが各所に施ほどこされ、蛍けい光こう塗と料りようで背中に『ＹＵＭＩ命』と書かれた、一見して異様な代しろ物ものだ。


「む？　見ての通りハッピだ。暗いホールの中でも目立つようにと思ってな。ちなみに俺のお手製だぞ」


　少し自じ慢まんげにそう言う大吾。無む駄だに器用な男であった。


　警備員は困こん惑わくした表情を浮うかべながらさらに鞄の中を調べる。


「えっと……これは、拡声器……？」


「ああ。席を用意してもらったのはいいんだが、ちょっとステージから遠くてな。声が届かないかもしれないから、念のため持ってきた」


「…………では、これは？」


「発はつ煙えん筒とうだ。どうしてもこっちに気付いてもらえなかった時のための最終手段として……って、おい！　俺の鞄をどこへ持っていく!?」


「こちらでお預かり致します。それでは、次の方どうぞ」


「待て待て！　凶器も爆発物も入っていなかっただろうが！　おい、ちょっと、返せゴラァ～～!!」


「お兄ちゃん……」


　騒さわぎ立てる大吾を周囲の人が奇き異いな瞳ひとみで見つめる中、佳奈美は耳まで真っ赤になって顔を俯うつむかせた。








「くそっ……結局持って行かれたし……なぜだ」


「もう、お兄ちゃん。あんなもの持って来ちゃダメだよ」


　その後交こう渉しようを試みたものの、当然、鞄は返へん却きやくされず、大吾は仕方なしに佳奈美を連れて指定された席へと向かった。


「Ｈの12と13……ここだな」


「ほとんど真正面だね。すっごくよく見えるよ！」


　同じように自分の座席を探す人達の間を抜ぬけて席を見つけると、佳奈美が嬉うれしそうな声を上げる。確かにライブを楽しむには最適の位置だが……。


「やはり少し遠いな」


「え、そうかな？　このくらいの距きよ離りが一番よく見えるし音もいいと思うけど……」


「いや、問題はそこじゃないんだ」


「…………？」


　首を傾かしげる佳奈美。


　大吾は「いや、こっちの話だ」と首を振った。


「それより佳奈美。開演直前になると混むだろうから、今のうちにトイレに行っておいた方がいいんじゃないか？」


「あ、うん。そうだね。それじゃあ、ちょっと行ってくるね」


「ああ。まだ時間あるから急がなくてもいいぞ」


　大吾の提案を受けた佳奈美がパンフレットを席に置いてホールを出る。


　その背中を見送った後、


「……さて」


　大吾はおもむろに上着の内ポケットに手を差し入れた。


　ポケットの中から小型のトランシーバーを取り出すと電源を入れ、目立たないよう身を低くしながら呼びかける。


「こちら大吾。ミコト、聞こえるか？」


「お……おお！　聞こえる！　聞こえておるぞ！」


　スピーカーから興奮気味の声が返ってきた。


「本当に離はなれておっても声が聞こえるぞい！　不思議なものじゃな～！　一体どのような原理で出来ておるのじゃ？」


「そんなこと今はどうでもいい。それより、準備は出来てるのか？」


「うむ。心配するでない。もう既すでに待機しておるぞ」


　ミコトが自信ありげに言う。


「誰だれにも見られてないだろうな？」


「大だい丈じよう夫ぶじゃと言うに。昨日あれほど練習させられたのじゃ。お主も心配性しようじゃの」


「仕方がないだろ。この作戦はリスクもでかいんだ」


　当初は先程没ぼつ収しゆうされた道具を駆く使しして客席で目立ちまくり、由美にこちらに気付いてもらう作戦だったのだが、今やそれは実行出来なくなった。これから行う作戦はあくまで保険として用意していたものだ。


「とにかく頼たのんだぞ。タイミングはこちらで指示する」


「うむ。了りよう解かいじゃ」


　ミコトの返事を聞いてから、トランシーバーの電源を切ってポケットに戻もどす。


　正直不安もあるが、ここまで来たらもう後には引けない。あとはミコトを信じるしかないだろう。


「お兄ちゃん、ただいま～」


　それからしばらくパンフレットに目を通していると、佳奈美が戻ってきた。


「おお。思ったより早かったな」


「うん。お兄ちゃんの言う通り、まだそんなに混んでなかったから」


　佳奈美が置いてあったパンフレットを手に取り、席に座る。


　開演までは特にすることもないし、佳奈美とゆっくりしよう。


「しかしあれだな。これからあのステージに立つのが同じ学園の生徒だと思うと、不思議な気分だな」


　周囲に聞かれないよう、声のトーンを落として話を振ってみる。


「うん。なんだか信じられないよ～」


　佳奈美は嬉しそうにはにかんで答えた。


「ふむ……そう考えると、この前会った時にサインくらいもらっておけばよかったか」


「そうだね。ＹＵＭＩのサインはすっごく貴重だから」


「そうなのか？　超ちよう人にん気きアイドルなんだろ？」


　これだけ人気のあるアイドルなら、サインを求める人は後を絶たないだろう。彼女の性格を考えるとまめにサインをしていそうだが……。


「ＹＵＭＩはライブやイベント以外ではあまりファンの前に姿を見せないんだって。それに、まだサイン会や握あく手しゆ会も一度もやってないんだよ」


「へ～……なんでだ？」


「う～ん……どうしてだろう？」


　佳奈美が不思議そうに首をひねる。大吾も同じ心境だった。


　アイドルというのはファンあってのものだ。


　人気絶頂の今、ファンサービスを怠おこたるのはかなりのマイナスだと思うのだが……。


「人気がありすぎて、ファンの前に出ると危険だからかな？」


「ああ、なるほど。その可能性はあるな」


　彼女が大勢のファンの前に現れたら、恐おそらくその場は大混乱になるだろう。そうなれば、あるいは彼女自身が危険な目に遭あうかもしれない。


　そう考えると少しは納なつ得とくが──


「あっ！　そろそろ始まるよ！」


　佳奈美がそう言うと、客席の照明が次し第だいに落ちていく。ざわついていた観客達も一いつ斉せいに静まった。


　いよいよ始まるのだ。ＹＵＭＩのライブと、大吾の作戦が。


　照明が落ち切るのと同時に、ステージの中央に真っ白なスポットライトが当てられる。


　そこに立つのはもちろん、


『ＹＵ～ＭＩ～!!』


　客席から大きな歓かん声せいが飛ぶ。その歓声を一身に受けて、ＹＵＭＩは丁てい寧ねいに一礼した。


　それと時を同じくして、ゆったりとしたバラード調のイントロがホールに流れ始める。


（やはりこの曲からか……）


　それを聴きいた大吾は、内心ほっと息をついた。


　通常、ライブの一曲目は観客をのせるためにアップテンポな曲が選ばれることが多いが、これまでのＹＵＭＩのライブの一曲目には、必ず彼女のデビュー曲であるこの『Princess Mind』が選ばれている。


　容姿や歌唱力だけでなく、声そのものが魅み力りよく的な彼女の特性を最大限に生かしたこの曲は、多くの新曲を出した今でもファンの間で根強い人気がある。


　当然、衣い装しようもそれに合わせたものだ。ライブごとに色やデザインが少しずつ変わっているものの、曲のタイトル通り、まさに絵本の中のお姫ひめ様のようなドレス姿。


　そんな清せい楚そな衣装に身を包んだＹＵＭＩは、眩まばゆいスポットライトの光も相まって、一種の神こう々ごうしささえ湛たたえていた。


　その浮き世離ばなれした幻げん想そう的な光景に、歓声を上げていた観客達が一人、また一人と自然と口を閉ざし始める。ステージ上の彼女一人がこのホールに一つの世界を創つくり出していくような、そんな錯さつ覚かくすら覚えた。


　そう、彼女一人が。


　この曲は完全な独唱形式で、バックバンドも置かない。つまり、今ステージ上にいるのはまさにＹＵＭＩ一人。


　これは大吾にとって最初にして最大のチャンスだった。


（やるしか……ないな）


　佳奈美の視線も、他ほかの観客の視線もＹＵＭＩに釘くぎ付づけで、誰もこちらを見ている者はいない。大吾は素す早ばやくトランシーバーを取り出すと口元に寄せた。


　もうまもなくイントロが終わる。


　チャンスはここしかない！


「ミコト、やれ！」


　大吾が命じたその瞬しゆん間かん、


『えっ──!?』


　マイクで増ぞう幅ふくされたＹＵＭＩの驚きよう声せいを追うように、スポットライトも、足あし下もとを照らしていた誘ゆう導どう灯とうも、舞ぶ台たい裏うらや楽屋に至るまで全ての光が一瞬で消しよう滅めつし、会場内は完全な暗くら闇やみに支配される。


『うおっ……!?』


『なにっ？　停電？』


　客席がにわかにざわつき始める。だが、地じ震しんなどの災害と違ちがって身に危険が及およぶことはないため、パニックを起こして動き出したりする者はいない。


　ただ一人、この男を除いては。


（よくやったミコト！）


　なるべく足音をたてないよう静かに、しかし素早く移動を始める大吾。


　停電の原因は、ミコトが大吾の指示によりブレーカーを落としたことだった。恵怜菜に用意してもらったホールの詳しよう細さいな見取り図を使って、ミコトを事前に電源室に向かわせていたのだ（ちなみに、確実に電源室に到とう達たつできるよう、昨日行われた別のイベントに参加し、その最中にミコトに何度も往復させた）。


　ホール内は真っ暗なので大吾自身も何も見えない状態だが、停電直前まで何度もステージへのルートはイメージしている。その点に関しては問題ない。


　問題なのはむしろ時間だった。


　一応、ミコトになるべく時間を稼かせいでくれるよう頼んではいるが、それにも限界がある。ブレーカーを戻される前に勝負を決めなければ。


　客席の間を抜けてステージ前に辿たどり着くと、一気に段差を乗り越こえてステージに上がる。


　まだ暗闇に目が慣れておらず由美の様子は確かく認にんできないが、気配から察するにステージ上にはいるようだった。


「おい、由美」


　とりあえずステージの中央付近に向けて声をかける。


「だ、誰……!?」


　すると、すぐに反応が返ってきた。声の発せられた方向からすると、先程いた位置からほとんど動いていないようだ。


「俺だ。少し話がしたい」


　由美がいるであろう方向に向かって歩きながら言う。が、


「い、いやっ……！　やめて、来ないで……！」


　返ってきたのは、まるでホラー映画で怪かい物ぶつに襲おそわれたヒロインみたいな台詞せりふだった。姿が見えなくとも、声だけで怯おびえきっているのがわかる。


　そういえば、初めて空き教室に呼び出した時も同じような反応だった。


　俺の声ってそんなに怖こわいのだろうか……なんか傷つくな……。


「怖がらなくていい。俺だ。早はや川かわ大吾だよ」


　なるべく穏おだやかな口調を心がけて、再度言う。


「え……？　せ、先せん輩ぱい……？」


　今度はきちんとこちらを認識してくれたらしく、声から怯えの色が消えた。


　よかった。これでようやく落ち着いて話が出来る。


「先輩、どうしてこんなところに……？　というか、わたし今本番中……」


「お前が全然学園に来ないから、こっちから会いに来たんだよ。それより、このライブが終わったら時間取れないか？　少しでいいから話す時間をくれ」


　本来なら今ここで話したいところだが、さすがにそこまでの時間稼ぎをミコトに要求するのは酷こくだろう。とにかく、この後に会う段取りだけでも取り付けなければ。


　そう考えていたのだが、


「先輩、ダメです！　隠かくれてください！」


　由美はこちらの話を聞かず、切せつ迫ぱくした声でそう言った。


「大丈夫だ。ブレーカーはすぐには戻らない。それより、この後の──」


「そうじゃないんです。ブレーカーが戻らなくても、非常電源に切り替かわります。すぐに電気が回復しちゃいますよ！」


「何っ……!?」


　思わず驚おどろきの声を上げた大吾だったが、少し考えてみれば当たり前の話だった。一万人以上収容できるこのホールに、非常電源が完備されていないはずがない。


　なぜそんなことにも思い至らなかったのか……自分の浅はかさに愕がく然ぜんとする。


「先輩がここにいるのがバレたら大変なことになっちゃいます！　早く隠れて！」


「か、隠れるったって……」


　確かに、ここにいるのが見つかったら一大事だ。下手をすれば威い力りよく業ぎよう務む妨ぼう害がい罪（刑けい法ほう二三四条）で警察沙ざ汰たになりかねない。


　しかし、周囲を見み渡わたしても隠れられそうなものは見つからなかった。


　何しろ、わざわざ彼女が一人になるところを見計らって来たのだ。ステージ上には大きなセットもないし、バックバンドに紛まぎれることも出来ない。


　だが、こうして悩なやんでいる間にも時間は刻々と過ぎていく。くそっ……どうする!?


「こ、こうなったら……先輩、ここに！」


「へ……？」


　と、いきなり由美に強引に手を引かれ、どこかに押し込められた。その瞬間。


「あっ……」


　電力が回復し、ホールの全照明が点灯する。ステージ上の全すべてが観客達の視線に晒さらされた。


「み、皆みなさん大だい丈じよう夫ぶですか？　いきなり停電だなんて、びっくりしましたね～」


　慌あわててマイクを口に寄せて、由美が場をつなぐために話を始める。


「多分、裏方さんの用意が終わるまで少し時間がかかると思うので、申し訳ありませんが少しだけお待ちください。でも、どうしましょう。こういう時って、どんなことを話せばいいんでしょうね。小話の一つでも用意しておけばよかったです」


　ライブ再開の用意が終わるまで懸けん命めいに時間を稼ごうとする由美。観客が騒さわぎ出さないことからすると、大吾の姿は見えていないようだ。


　さて、それではこの辺りで今、自分が置かれている状じよう況きようを整理しようと思う。


　まず、端たん的てきに事実だけを述べよう。





　目の前にお尻しりとパンツがある。





　……なぜだろう。事実だけを書くと犯罪臭しゆうしかしない。もう少し具体的にいこう。


　大吾が隠れているのは由美のスカートの中だった。


　今日のお姫様風の衣装はスカートの丈たけが長く、大きく膨ふくらんでいるため、ギリギリまで身を縮めればなんとか一人くらいは入ることが出来る。


　ただし、身体からだはほとんど両足に密着したような状態で、顔とお尻の隙すき間まは五センチくらいしかないのだが。


　……どうしよう。具体的に記述しても犯罪臭しかしない。


「実は今回のライブの前にラジオの収録があったのですが──」


　大吾がそんな風に必死に現状を飲み込もうとしている間も、由美は他愛もない世間話でなんとか間をつないでいる。観客達にはそれなりにウケているようだったが、内容は全く頭に入ってこなかった。


　まずい。この状態は非常にまずい。主に俺の理性とか下半身の一部とかが。


　なんとかしないと──


「それにしても、よりによってライブの途と中ちゆうで停電なんて、わたしも運がないですね～」


　由美が何気なく言ったその言葉に、大吾ははっとした。


　なんてことだ。これじゃまるで、停電したのが佳奈美の責任みたいじゃないか。


　違う。これは俺の責任だ。断じて佳奈美のせいではない！


　思わず反射的に立ち上がりかけて、


　──むにゅっ


　何か柔やわらかくて弾だん力りよくのあるものに顔から突つっ込んだ。


「ひゃあっ!?」


　由美が突とつ然ぜん素すっ頓とん狂きような声を上げる。いきなりのことに、客席は何事かと静まりかえった。


「ご、ごめんなさい。しゃっくりが出ちゃったみたいです。恥はずかしい……」


　頰ほおを染めて照れ笑いを浮うかべながら言う。すると、客席から『かわい～』という声が飛び、再び元の空気に戻もどった。


　あ、危なかった……。由美が機転をきかせてくれなかったらバレるところだった。後できっちり謝罪と礼をしなければ。


　ところで今、俺が顔を埋うめたのはもしや……いや、考えるのはよそう。なんか心なしか鼻の奥の方が熱くなってきた気がするし。


　とにかく、隙すきを見つけて一刻も早くここから脱だつ出しゆつを──


「あ、準備が終わったみたいです。それでは、ライブを再開しますね！」


　由美が元気よくそう言うと、再び客席の照明が落ち、スポットライトがステージの中央に当てられる。


（ちょ、ちょっと待て……！）


　客席が暗くなったとはいえ、スポットライトを当てられたこの状態では出るに出られない。出たら確実に観客に見えてしまう。


　イントロが流れ始め、由美がマイクを構える。まだ大吾がスカートの中にいるにもかかわらず。


（おいおいおいおいおいおい！　まさかこのまま歌うつもりか!?）


　そのまさかだった。


　人まるごと一人スカートの中に押し込んだまま、由美は歌い始めた。


　こんな状況にもかかわらず、その声には一点の曇くもりもない。透とう明めい感かんがありながら決して弱々しさを感じさせない、ホールの隅すみ々ずみまで響ひびき渡わたる力強い歌声。


　ＣＤやテレビで聞くのとは比ひ較かくにならない。


　これが、本物のＹＵＭＩ……！


　あまりの感動に鼻血が出そうだった。


　……いや、自分でもおかしなことを言っているのはわかっているが、弁解させて欲しい。


　曲がバラード調だったおかげで、由美は激しく動いたりはしない。その点は幸いだった。


　しかし、振ふり付けなのかそれとも自然にそうなるのか、曲に合わせて小さく左右に身体を揺ゆらすのだ。


　つまり今、大吾の眼前で由美のお尻がふりふりふりふりふりふりふりふり……。


　なんとか見ないよう必死に目を逸そらしているのだが、あまり大きく動くことは出来ないし、何より距きよ離りが近すぎて完全に視界の外に追いやることが出来ない。


　頼たのむ。早く、早く終わってくれ……！


　理性の軍勢を総動員して、本能軍と葛藤しとうを繰くり広げる。


　そして、なんとか曲が終わるまで全ぜん滅めつを免まぬかれた。


「ありがとうございました！」


　割れんばかりの拍はく手しゆを受けて、由美が客席に向けて一礼する。


　スポットライトが消え、ステージは真っ暗になった。今しかない！


「すまん由美！　この恩はいつか必ず返す！」


　スカートの中から這はい出すと、手短に謝罪して舞ぶ台たい袖そでの方へ走る。こうなったら、どうにかスタッフの中に紛れ込んで逃にげるしかない。


「うぅ……もうお嫁よめに行けません……」


　背後では、由美が泣きそうな声でそんなことを呟つぶやいていた。








　結局、その後は行動を起こす機会もなく、ライブは大だい盛せい況きように終わった。


　いや、終わってしまったというべきか。


「すごかったね～！　はぁ……やっぱりＹＵＭＩはかっこいいなぁ……！」


「……ああ、そうだな」


　未いまだ興奮冷めやらぬ様子の佳奈美と共に、大吾はライブ会場を出る。


　佳奈美が楽しんでくれたのはとても嬉うれしいのだが、それだけで喜ぶわけにはいかない。


　作戦は全てことごとく失敗。大きな騒ぎにならなかったのは不幸中の幸いだったが、これでは結果的にただライブに来ただけだ。


「それにしてもお兄ちゃん、停電の時どこに行ってたの？　明かりがついた時に隣となりにいなかったからびっくりしたよ～」


　ふと佳奈美が真顔に戻り、大吾に尋たずねる。


「え？　あ、ああ。なんかライト代わりになるものがないか探しにな……はは……」


　痛いところを突かれ、苦しい言い訳をしてごまかす大吾。


　本来は電力が回復するまでに席に戻っている予定だったので、この点については弁解を用意しておかなかったのだ。


「……そうなんだ」


　そう言って、佳奈美が一応、形の上では納なつ得とくしてくれる。しかし、その表情はいかにも腑ふに落ちないという感じだった。


　この様子では怪あやしまれているのは確実だろう。無理もない。今後の言動には細心の注意を払はらわねば。


「……でも、やっぱり停電って私のせいなのかな……？」


　とその時、佳奈美が俯うつむきながらぽつりと呟いた。


　まずい。先さき程ほど懸け念ねんした通り、やはり責任を感じてしまっているようだ。ここはしっかりフォローしなければ！


「それは違ちがうぞ佳奈美！」


　大吾は佳奈美の両りよう肩かたを摑つかんでこちらを向かせると、言い聞かせるようにじっと相手の目を見つめた。


「優やさしくて責任感が強いのは佳奈美のいいところだが、だからといって何でも自分のせいだと考えちゃダメだ。佳奈美は何でも一人で背負い込もうとし過ぎる。もう少し肩の力を抜ぬいて、時には誰だれかを頼たよってもいいんだぞ？」


「お兄ちゃん……」


　その言葉に、佳奈美が大きく目を見開く……と思ったら、


「……お兄ちゃん、どうしてそんなにはっきりと断言できるの？」


　佳奈美の目がすっと細まる。あ、あれ……？


「まさか、お兄ちゃん……」


「ち、違うぞ？　いくら俺でもホールのブレーカーなんて落とせるはずないじゃないか！」


「……どうして停電の原因がブレーカーが落ちたことだって知ってるの？」


　…………うーぷす。


「そんなことより佳奈美」


「なんで急に話題を変えようとするの!?　すっごく怪しい！」


「アヤシクナンテアーリマセーン」


「なんだか無理矢理ギャグにして流そうとしてる気がするよ！」


　くっ……バレたか。さすが佳奈美。ならば！


「聞いてくれ佳奈美。今から由美に会うために楽屋に忍しのび込もうと思う」


　さらなる話題転てん換かんで上うわ塗ぬりする！


「……え、ええぇぇええ!?」


　佳奈美が今度こそ大きく目を見開く。よし、成功だ。


「だ、ダメだよそんなの。関係者以外立ち入り禁止だよきっと」


「もちろんそうだろう。けど、このままじゃいつ由美と会えるかわからない。それに、佳奈美は同じ学園のクラスメイトで俺は先せん輩ぱい。ある意味では関係者だ」


「そんなの屁へ理り屈くつだよ」


「屁理屈でも何でもいい。とにかく、何としても今日中に会おう」


　元々今日はそのために来たのだ。目的を果たさずして帰るつもりはさらさらない。


　どうにか佳奈美を説得して──


「……お兄ちゃん、どうしちゃったの？」


「え……？」


　いきなり心配そうな顔をする佳奈美に、大吾は思わず聞き返した。


「お兄ちゃん、最近なんだか変だよ。今までもやり過ぎちゃうことは時々あったけど、私が高校に入ってからは特に。入学式でのことも、校庭でのことも。おまけに今日は楽屋に忍び込もうなんて……」


「いや、それは……」


「私のこと一いつ生しよう懸けん命めい考えてくれてすごく嬉しいけど、このままじゃお兄ちゃんの評判はどんどん悪くなっちゃう。私、そんなの嫌いやだな……」


「…………」


　佳奈美のその言葉に、大吾は何も答えられなかった。


　実際、その通りだった。佳奈美がまだ中学生だった頃ころは、ここまで大だい胆たんな行動を取ることはなかった。自分でもやり過ぎていることは自覚している。


　だが、あの頃とは状じよう況きようが違う。出口が全く見えなかったあの頃と違い、今は一応、出口が見えているのだ。その出口が正しいという保証はまだないが、それでも試ためすだけの価値はあると思っている。


　一日でも早く、佳奈美の体質を改善してやりたい。そう思うと、いてもたってもいられないのだ。


「わかってる。でも、俺は佳奈美と由美に一日でも早く仲良くなって欲しいんだ。それにこのままじゃ……」


「……このままじゃ？」


「……いや、なんでもない。とにかく、今は俺を信じて一いつ緒しよに来てくれないか？　頼む」


　大吾は佳奈美の両手を取り、誠心誠意懇こん願がんする。


「……うん。わかった」


　佳奈美はそれに戸と惑まどいつつも、やがて小さく頷うなずいた。








　事前に見取り図を入手していたため、楽屋の位置はきっちりと把は握あくしていた。


　問題は移動の方なのだが、こちらもどうにかなった。見取り図を使ってなるべく人のいない道を選びながら、人がいる場合には物もの陰かげに隠かくれてやり過ごしたり、時にはスタッフのふりをして通過したりもした。


　こういう場合、重要なのはこそこそしたりせず、あえて堂々と振る舞まうことだ。こちらから積極的に『お疲つかれ様さまです』などと声をかければ、案外疑われないものである。


　もちろん、これはスタッフの多い大規模なライブだからこそ出来る芸当ではあるのだが。


「ここ……だな」


　見取り図をたたんでポケットにしまいながら、大吾は物陰から楽屋前の様子をうかがう。


　楽屋は全部で三つ。そのどこかに由美がいるはずだ。とりあえず入り口に貼はられているであろう名前を確かく認にんし──


「それじゃ、しばらくここで休んでいて。戻もどってきたら撤てつ収しゆうするから、それまでに支し度たくをしておいてね」


「はい、わかりました」


　ようとしたところで、三つあるうちのちょうど真ん中の楽屋から、三十代前半くらいの、きっちりとスーツを着込んだ気の強そうな女性が出てきた。


　その女性の言葉に答えた声は由美のものだ。ということは、あそこが由美の楽屋なのだろう。女性の方は恐おそらくマネージャーか。


　楽屋の扉とびらを閉めると、こつこつとヒールの音を響ひびかせながらマネージャーと思おぼしき女性が廊ろう下かの向こうに消えていく。しばらくと言っていたから、帰ってくるまでは少し時間があるはずだ。これは願ってもないチャンス！


「佳奈美、行くぞ」


「う、うん……」


　大吾は佳奈美の手を引いて物陰から出ると、真ん中の楽屋の扉をノックする。


「はい？」


「俺だ。早川大吾だ」


　中から「えっ？」と戸惑いの声が上がる。そして、ややあってから恐る恐る扉が開かれた。


「先輩、それに早川さんまで……」


「こ、こんばんは……」


　佳奈美が申し訳なさそうな顔で挨あい拶さつする。


「先輩、誰かに許可を取って来たんですか？　ここは関係者以外立ち入り禁止──」


「取ってない。だが、どうしても話がしたいんだ。少しだけでいい、時間をくれ」


　真しん剣けんな顔つきで頼たのみ込む大吾。由美はわずかに逡しゆん巡じゆんした後、


「と、とりあえず中へ。ここだと誰に見られるかわかりませんし……」


　ひとまず二人を楽屋に招き入れ、扉を閉めた。


「悪いな。ここまでしたくはなかったんだが、さっきは結局何も話せなかったから」


「そ、そうですね。さっき……は……」


　由美の顔がかああっと赤くなる。


　しまった。そういえばさっきは色々と大変なことが……思い出したらなんだかこっちの顔まで熱くなって、


「……お兄ちゃん、さっきって何のこと……？」


　はっとして隣を見ると、佳奈美がこれ以上ないほどのジト目を向けてきていた。


「え？　あ、いや、その、別に……」


「怪しい。お兄ちゃんやっぱり何か隠してる！」


「くっ……バレてしまっては仕方がない。実は俺の右手には前世から受け継つがれた古代人の超パワーが……」


「もうごまかされないもん！」


　さすがに二度目は通用しなかった。


「あ、あの、それよりお話があるなら手短にお願いします。わたしもうすぐ着き替がえて撤収しないといけないので……」


　由美が遠えん慮りよがちにそう声をかけてくる。そうだった。のんびりしている場合じゃない。


「ああ、そうだ。お前、次はいつ学園に──」


「そういえば由美。言い忘れてたけど明日あしたから──」


　大吾が本題に入ろうとしたその瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん扉とびらが開いて先程の気の強そうな女性が顔を覗のぞかせた。


「「……………………」」


　しばし見つめ合ったまま、両者ともに沈ちん黙もくする。


　先に我に返ったのは女性の方だった。


「あなた達、どこから入ってきたの!?」


　目つきを険しくしてそう言うと、楽屋の中に入ってくる。


「ち、違うんです近おう江みさん。この人達は……」


「黙だまっていなさい。これは私の仕事よ」


　由美の言葉に耳を貸さず、近江と呼ばれた女性は携けい帯たい電でん話わを取り出した。


「近江さん何を……」


「もちろん、警察に連れん絡らくするのよ」


「ふぇぇええ!?」


　警察という単語に佳奈美が顔を青くする。


　やばい。このままでは本当に警察沙ざ汰たになってしまう。なんとかしないと……！


「ま、待ってくれ！　俺と佳奈美は由美と同じ学園の生徒で──」


「だから何？　仮にそれが本当だったとしても、楽屋に不法侵しん入にゆうしていい理由にはならないわ」


「くっ……」


　正論だった。返す言葉が見つからない。


　どうする。一体どうしたら……！


「待ってください！」


　その時、大きな声で二人のやり取りを遮さえぎったのは、意外な人物だった。


「佳奈美……？」


　佳奈美は大吾よりも一歩前に出ると、近江と正面から対たい峙じした。


「楽屋に勝手に入ったことは謝ります。でも、違ちがうんです。お兄ちゃんは飯いい原はらさんのためにここまで来たんです！」


　その言葉に、大吾は息をのんだ。


「先輩……？」


　由美が驚おどろいたような顔でこちらを見る。だが、こちらの驚きはある意味それ以上だった。


　一体、いつからそのことを見み抜ぬかれていたのだろうか。


「どういうことです？」


　近江がひとまず携帯電話から視線を外して大吾を見る。


　大吾は近江、由美、佳奈美に順次視線を巡めぐらせると、ふーっと息をついた。


「……これは生徒会長から聞いた話ですが、一週間近く学園を休んでいる由美のことを、一部の教員達が問題視しているそうです。中には次の職員会議で議題に取り上げようとしている人もいるとか」


　志保は詳くわしい話までは聞かされていなかったようだが、教員の大部分は由美が芸能人であることを聞かされているだろう。一週間休んでもお咎とがめなしでは、『芸能人だからといって特別扱あつかいするのか』と反発する教員がいても不思議ではない。
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「それに、佳奈美から聞かされた話では、クラスでもありもしない噂うわさが色々と流れているとか。このまま学園を休み続ければ、どんどん学園に行きづらくなります。だから、なるべく早く学園に来るように言おうと思って……」


　このままの状態が続けば、先に見えるのは不登校か、最悪退学だ。そうなったら佳奈美との因いん縁ねんは消えてしまうだろうし、何より、副会長としてそんなことには絶対になって欲しくない。


「先せん輩ぱいどうして……最初に言ってくれれば……」


「なるべくなら言いたくなかった。まだ入学したばかりなのに、クラスで孤こ立りつするんじゃないか、先生に目を付けられるんじゃないか、そんな不安ばかり抱かかえて学園に来て欲しくなかったんだ。たとえどんなに仕事が忙いそがしくて大変でも、学園では佳奈美や他ほかのクラスメイト達と楽しく過ごして欲しかったから」


「お兄ちゃん……」


　結果として大吾の願いは叶かなわなかったが、この状況では致いたし方ない。むしろ、佳奈美に代弁させてしまった自分の不ふ甲が斐いなさが情けなかった。


「……あなた達の言い分はわかりました」


　近江が携帯電話を内ポケットに戻す。


「ですが、それはあなた達があれこれする問題ではありません。由美はアイドルとして今、一番大切な時期なのです。学業は後からでも取り戻せますが、時間は取り戻せない。わかるでしょう？」


「それは……」


「あなた達の言うことはこちらでも考こう慮りよしましょう。ですから……」


「待ってください近江さん」


　とそこで、近江の背後にいた由美が彼女の言葉を遮った。


「心配しなくても、警察を呼ぶつもりはないわ。ただ帰ってもらうだけよ」


「いえ、そうではなくて」


　由美は首を横に振ふると、瞳ひとみに明確な強い意思を宿して言った。


「わたし、学園に行きたいです」


「由美……」


「今が大切な時期だってことは、わたしにもわかっています。でも、高校に行くと自分で決めて、五月さつき治じ学がく園えんを選んだんです。だから、きちんと通いたい。もし、どうしても要望を聞き入れてもらえないのであれば」


　そこで一呼吸置いて、由美ははっきりと告げた。





「わたし、アイドルをやめます」





「「!?」」


　あまりの驚きに、大吾も佳奈美も言葉を発することが出来なかった。


　あの人気絶頂の超スーパーアイドルＹＵＭＩが、今、目の前で学園に通えなければアイドルをやめると宣言したのだ。これは大吾にとっても完全に予想外のことだった。


　マネージャーの近江は由美の言葉にしばし絶句していたが、やがて長いため息をついた。


「本当にあなたは……おとなしそうな癖くせして意外と図太いというかなんというか……。まさかアイドルをやめると脅きよう迫はくしてくるなんて……」


「そ、そんな、わたしそういうつもりじゃ……」


「冗じよう談だんよ」


　慌あわてる由美に、近江は肩かたをすくめた。


「ごめんなさいね。あなたがそこまで思い詰つめていたなんて思わなかったわ。けど、安心して。明日からはなるべく学園に行けるようにするつもりだったから」


「え……？」


　思いもよらない近江の言葉に、由美が小さく声を上げる。


「彼らの言うように、学園から事務所に連絡が来たの。このまま欠席が続くようならこちらとしてもそれなりの対応を考えなければならないってね。でも、ライブの前に仕事をキャンセルするわけにはいかないでしょ。だからライブまではなんとか目をつぶってもらうということで了りよう承しようを得たの。まぁ、彼の話からすると、それでも納なつ得とくしてくれない先生方もいたのでしょうけれど」


「そう、だったんですか……」


「ええ。無理をさせてしまって申し訳ないと思っているわ。でも、これだけはわかって。事務所も、そして私自身も、あなたにとても期待しているの。決してあなたの私生活をないがしろにしようと思っていたわけじゃないのよ」


　近江が由美の両りよう肩かたに手をのせる。由美は「はい、わかっています」と頷うなずいた。


「でも、よかったわ」


　そこでふと、近江が大吾と佳奈美の方に視線を向ける。


「学園に行けなくて心配していたけど、きちんと友達がいたみたいで。まぁ、少しおせっかいが過ぎるみたいだけど」


「う……」


　くすりと笑う近江に、大吾が赤面する。


　話をまとめると、事務所側は由美の学園での立場や現状を把は握あくした上で既すでに対策を考えていてくれたわけで、大吾のしたことは結局、ただのはた迷めい惑わくなおせっかいだったということだ。


「それじゃ、話もまとまったことだし早く着替えなさい。もうすぐ撤てつ収しゆうの時間よ」


「あ、は、はい！」


　そう言い残して、近江が楽屋を後にする。室内は再び三人となった。


「俺達も帰るよ。悪かったな。なんか余計なお世話だったみたいで」


「い、いえ、そんなこと！」


　苦く笑しようを浮うかべる大吾に、由美がブンブン首を横に振る。


「色々びっくりはしましたけど……でも、嬉うれしかったです。わたしのために、二人がここまで来てくれて。ありがとうございました」


　由美が満面の笑え顔がおでお礼を言う。


　今日は一日空回りばかりだったが、その笑顔に少しだけ救われた。


「それじゃあ飯原さん、明日学園でね！」


　佳奈美がにっこり笑って小さく手を振る。


「……はい！　学園で！」


　その言葉に、由美は嬉しそうにそう答えたのだった。












　　第三章　アイドルからのラブレター!?







　ＹＵＭＩのライブが終わってから一週間ほどが過ぎた。


　マネージャーの言葉通り、由ゆ美みはライブの翌日から毎日登校するようになっていた。


　ただ、佳か奈な美みの話では、やはり長期の休みが尾おを引いているのか、クラスにはまだ馴な染じめていないらしい。


　もっとも、不幸中の幸いと言うべきか、そのおかげで佳奈美と話す機会は非常に多く、二人の仲は日に日に深まっているようなのだが。


「お兄ちゃん、ここがよくわからないんだけど……」


「ん？　どれどれ？」


　佳奈美が差し出した数学の教科書を覗のぞき込む。


　今日はそろそろ中間テストが近いということもあって、生徒会室を借りて勉強会を開くことになった。


　メンバーは大だい吾ご、佳奈美、由美、志し保ほ、恵え怜れ菜なの五人。


　ちなみに、接する機会の多い志保と恵怜菜に由美の正体を隠かくし続けるのは難しいと考えた結果、由美の了承を得た上で二人には既に正体を明かしてある。


　話を聞いた二人は初めこそ驚いたものの、その後はわりとすんなり受け入れてしまった。なんとも豪ごう気きな二人である。実に男らしい。


「大吾。なんか今失礼なこと考えなかった？」


「早はや川かわ先せん輩ぱい。なぜかわたくし今、とても不ふ愉ゆ快かいな気分になりましたわ」


「き、気のせいだろ」


　いきなりこちらを睨にらみつけてきた二人から目を逸そらす。


　なんでこいつら人の心読めるの……こわ……。


「お兄ちゃん、ここ……」


「おお。そうだったな。そこはだな──」


　教科書のページを指さして再度尋たずねてくる佳奈美に大吾が答えようとすると、


「佳奈美。わからないならわたくしが教えてあげますわよ？」


　横から恵怜菜が口を挟はさんできた。


「む……邪じや魔まをするな」


「あら失礼。ですが、先輩よりわたくしの方が適任かと思いまして」


　ふふっと挑ちよう発はつ的な笑みを浮かべる恵怜菜。ぬぅ……！


「確かに俺はお前ほど成績は良くないが、これでも二年だぞ」


「二年だからといって一年より優ゆう秀しゆうとは限りませんわ。先輩は具体的にどのくらいの学力をお持ちですの？」


「具体的にと言われても困るが……去年の学年末試験では三五位だった」


「なるほど。先輩の学年は一クラス四〇名弱でしたか。よかったですわね、ビリでなくて」


「……はぁ？　何言ってんだ？」


「あー、違ちがうわよ恵怜菜さん」


　その時、二人の会話を聞いていた志保が苦笑した。


「そいつの三五位はクラスでじゃなくて学年でだから」


「…………は？」


　恵怜菜の表情が凍こおり付く。


　そして、一いつ瞬しゆんの間があって、


「「「ええええぇぇぇええええ!?」」」


　延べ三人分の驚きよう声せいが室内にこだました。


「いやいやいや、なんだその反応は……」


　心外にもほどがある。これじゃまるで、


「俺がバカだと思われてたみたいじゃねぇか」


「思っていましたわ」


　即そく答とうされた。本当、流れるように罵ば倒とうするのはやめてください。


「失礼な後こう輩はいだな……。なぁ由美？」


「え？　えっと、その……」


　同意を求めるように由美を見ると、なぜか気まずそうに目をそらされた。……あれ？


「か、佳奈美はそんなこと思ってないよな？」


「ふぇ？　う、うん、もちろん……だよ？」


　なぜ語ご尾びが疑問系なんだ妹よ!?


「っていうか、佳奈美の受験勉強だって見てあげただろ？　第一、俺はこの学園に正規合格しているんだが……」


「そういえばそうでしたわね……。ともかく、先さき程ほどの非礼はお詫わびしますわ」


「そうですね。すみませんでした、先輩」


「ご、ごめんねお兄ちゃん」


「皆みんなして謝らないでくれ！」


　余計に虚むなしくなってくる！　ちくしょう……涙なみだが出そうだ。


「まぁ、あんまり成績悪いと副会長として格好つかないしね。一応、勉強はしてるのよ」


　あんまりな言われようの大吾を哀あわれに思ったのか、志保がフォローしてくれた。


　うぅ……さりげない気き遣づかいが心にしみる。やっぱり持つべきものは頼たよれる幼おさな馴な染じみだな。


「それにまぁ、頭の良し悪しと成績はあまり関係ないしね。勉強さえすれば成績はある程度ついてくるから。どんなに頭が悪くても勉強さえすれば。たとえどこまでも常識外れで考えの足りない──」


「ちょっと待て。フォローしているかのように見せかけて遠回しにバカにしてないか？　訂てい正せいを要求する」


「わかったわよ、んじゃ訂正。あんたはバカよ」


「ちげぇよ！　俺が訂正しろと言ったのは『バカ』の方だ！　『遠回しに』の方じゃねぇ！」


「うるさいわね～。再度訂正。あんたは大バカよ」


「悪い方に訂正してどうする!?」


　結局、この場に大吾の味方は誰だれもいなかった。


「うぅ……数学難しいよぉ～」


　佳奈美が教科書と睨めっこしながら弱り切った声を出す。


「そうですね。わたしもどちらかというと苦手で……」


　その言葉に、由美が控ひかえめな笑顔で同意した。


「でも、文系でも数学を一いつ切さいやらないわけにはいかないですから。佳奈美さんも一いつ緒しよに頑がん張ばりましょう！」


「そ、そうだね由美ちゃん。私も頑張らないと！」


　由美に励はげまされ、佳奈美がむん、と小さく手を握にぎって気合いを入れる。


　ライブが終わったばかりの頃ころはまだ遠えん慮りよがあったように見えたが、いつの間にかお互たがいを名前で呼ぶようになっているし、この一週間で随ずい分ぶんと打ち解けたようだ。


　何の問題もない。全すべて順調……のように見えるのだが。








「でも、まだ足りない気がするんだよな……」


　その夜。大吾は椅い子すにもたれかかり、自室の天てん井じようをぼんやり見上げながら呟つぶやいた。


　確かに二人は順調に仲良くなっているが、縁えんを結ぶのにはまだまだ遠い気がする。


　実際、恵怜菜と縁を結んだ時にはそれなりに大きな事件があった。もちろん、ああいう事態は二度と御ご免めんだが、さりとてこのままの状態で縁が結べる保証もない。


「う～む……」


　両目を閉じて、腕うで組ぐみをしながら唸うなる。


　しかしまぁ、こうして一人で考えて簡単に答えが出るとも思えない。ここはやはり彼女を頼るべきだろう。


　机の上にあった手鏡を開いて、ミコトを呼ぶ。すると、ほどなくしていつものようににゅっと手鏡から這はい出てきた。


「なぁミコト。ちょっと聞きたいんだが」


　早さつ速そく質問を始めようとする大吾。が、


「…………（ぷいっ）」


　ミコトはなぜか拗すねたようにそっぽを向いてしまった。……あれ？


「あの……ミコトさん？」


　再度呼びかけてみるが、返事はなし。どうもご機き嫌げんナナメの様子だ。


「えっと……何かあったのか？」


「何かあったのか、ではない！　お主、この間はよくも我を置き去りにしてくれたの！」


　と、ここでようやくミコトが返事をしてくれた。ただし、その顔はいかにも怒おこっていますという感じのふくれっ面つらだったが。


「あ、あー……そのことか」


　大吾の目が泳ぐ。


　そう。ミコトの言う通り、大吾は先日のライブでの一件の後、ミコトを回収するのをすっかり忘れてしまっていたのだ。


　ライブ会場の最寄り駅に着いてからはたと気が付き、忘れ物をしたと佳奈美に告げて慌あわてて戻もどると、ミコトは会場前の広場のベンチにぽつんと腰こし掛かけて一人半べそをかいていた。


　……あの光景を見た時は、さすがの大吾もいたたまれない気持ちになった。


「いや、あれは悪かったよ。こっちも色々あってさ……」


「ふん！　もうお主のことなど知らんのじゃ！」


　とりあえず謝罪してみるが、ミコトの怒いかりは収まりそうもない。


　ううむ、仕方がない。こうなったら……。


「本当にごめん。今度お詫びにアイス買ってやるから」


「その程度では我の機嫌は直らぬ！」


　とっておきの手段を使うも、あえなく撃げき沈ちん。


　以前、ミコトが食事を出来るのか気になってアイスクリームを食べさせてみたのだが、それ以来アイスクリームはミコトの好物になっている。が、さすがに今回ばかりはアイスクリーム攻こう撃げきも通用しないようだ。


　しかし、このまま機嫌を直してくれないのは大いに困る。こうなったら、ダメ元で色々と試ためしてみよう。


「じゃあ、今日から一週間毎日アイス買ってやるから」


「一週間か！　ならば許す！」


「許すんかい！」


　思わずツッコんでしまった。


　縁結びの神様のご機嫌、約七〇〇円。安いなー……。


「して、何の用じゃ？」


　機嫌を直してくれたミコトがこちらを向く。


「何の用って……当然、佳奈美と由美のことに決まってんだろ」


「む？　何か問題でもあったのかの？」


「いや、別に問題はねぇけど……」


「ならばよいではないか。順調に仲良くなっておるのじゃろ？　この調子でいけばそう遠くないうちに縁も結べるじゃろうて」


「じゃあ聞くが、そう遠くないうちってのは具体的にいつのことだよ。明日あしたか、明後日あさつてか、それとも一年後か？」


「それはわからぬが……」


　大吾の問いかけに、ミコトは困ったような顔をした。


「それじゃ困るんだよ。何かないのか？　こう……縁が結べる基準みたいなもんは」


「それがあれば苦労はせぬのじゃがな。そもそも、縁とは人の手によって結ぶような類たぐいのものではない。日々の生活の中で時間をかけてじっくりと作り上げていくものじゃ。我らは事情が事情ゆえやむをえぬが、本来であれば我らのしていることはあまり好ましいこととは言えぬ」


「……そりゃ、そうかもしれんが……」


　ミコトの言うことには一理ある。今自分達がしようとしていることは、本来ならば自然の成り行きに任せるべき事こと柄がらだ。


　それは、佳奈美と由美についても同じなのかもしれない。お膳ぜん立だては既すでにした以上、後は二人に任せるべきなのかもしれない。だが……。


「……のう。お主、何をそんなに焦あせっておるのじゃ？」


　はっとして顔を上げると、いつの間にかミコトがこちらの顔を覗のぞき込んできていた。


　大吾は思わず一歩身を引く。


「べ、別に焦ってるわけじゃない。ただ、俺は一刻も早く佳奈美の体質を改善してやりたいだけだ。それに、今は恵怜菜と縁を結んでいるが、その縁だって絶対に切れないわけじゃないんだろ？」


「まぁ、それはそうなのじゃが……」


「だったら、早く縁を結んでおくのにこしたことはない。そのために、出来る限りのことはしないとな」


　その言葉を最後に、部屋にどこか重苦しい沈ちん黙もくが訪おとずれる。


　その間、ミコトはずっと心配そうな瞳ひとみで大吾を見つめていた。


「……なぁ、ミコト。一つ聞いてもいいか？」


　やがて、大吾がぽつりと口を開く。


「ん？　なんじゃ？」


「例えばの話……俺と佳奈美の縁が切れるということもあり得るのか？」


　その質問に、ミコトは面食らったように目をぱちくりさせた。


「どうしたのじゃ？　やぶからぼうに」


「いや、別に。恵怜菜との話が出たから、ちょっと気になっただけだ。面めん倒どうなら別に答えなくてもいい」


　自分の言葉をごまかすように首を振ふる大吾。対するミコトはやや迷うようなそぶりを見せた後、場の空気を振り払はらうかのように努めて明るい声で答えた。


「あるかないかで言えば、ある。残念なことじゃが、この世に絶対に切れぬ縁は存在せぬからな。じゃが、心配するでない。血けつ縁えんはあらゆる縁の中でも最も強固なものの一つじゃ。余よ程ほどのことがなければ切れることはあるまい」


「……そうか。ならいい」


　その答えに大吾は一つ頷うなずき返すと、再び両目を閉じてうなり声を上げる。


　どうする。一体どうしたら佳奈美と由美に縁を結ぶことが出来るんだ……。


　そう、大吾が思い悩なやんでいたその時。


「────え？」


　背中に突とつ然ぜん、ふわりと甘く、どこか懐なつかしい温もりを感じた。


「……ミ、ミコト？」


「あまり思い詰つめるでない。お主はよくやっておるぞ」


　背後から大吾を抱だきすくめたミコトが、その頭を優やさしく撫なでる。振り返ろうとするとミコトの顔が驚おどろくほど近くにあって、大吾は慌てて顔を元の位置に戻した。


「バ、バカ……何やって……」


「お主はいくら頑張っても褒ほめてくれる者がおらんからの。我が褒めてやるのじゃ」


　穏おだやかな口調でそう言って頭を撫で続けるミコトに、大吾は柄がらにもなく頰ほおを染めた。


　はっきり言って強きよう烈れつに恥はずかしい。本当ならすぐにでも振り払ってしまいたい……ところなのだが、どうしてか大吾はミコトに抱きしめられると強く出られなかった。


　いや、実のところ理由はなんとなく想像がついているのだが……それを認めるのはプライドが許さなかった。


「も、もういいだろ。そろそろ放してくれ……」


「ふむ。そうじゃな」


　大吾がたどたどしい口調で頼たのむと、ミコトはあっさり大吾から離はなれた。


　むぅ……なんだか手玉に取られているようでちょっと悔くやしい。


「とにかく、あまり一人で背負い込むでない。我がいることを忘れるでないぞ」


　ミコトが自分の存在を主張するように胸の辺りに片手を当てる。


「……ああ。頼たよりにしてるよ」


　苦く笑しよう混じりの大吾のその答えに、ミコトは満足げに微ほほ笑えんだ。








　翌朝。大吾はいつも通り佳奈美と他愛たわいもない話をしながら登校し、学園の昇しよう降こう口ぐちまでやって来た。


「それじゃあ、お兄ちゃん。また放課後にね」


　それぞれのロッカーに向かう分かれ道で、佳奈美が立ち止まって言う。


「ああ。放課後まで佳奈美の顔が見られないのは辛つらいが……そんな時は携けい帯たい電でん話わの待ち受け画面の佳奈美の写真を見て耐たえることにする」


「ちゃ、ちゃんと授業は受けてね……？」


　苦笑する佳奈美を見送ってから、大吾も自分のロッカーへと向かい、扉とびらを開ける。と、


「ん……？」


　上うわ履ばきの上に、見慣れない物が置かれていた。


　ピンク色の横長の封ふう筒とう。何となしに手に取ってみると、表に『早川大吾様へ』と可愛かわいらしい丸文字で記されている。


「こ、これは……！」


　いわゆるラブレター……という奴やつだろうか。


　てっきり伝説上の存在だと思っていたが、まさか実在していたとは……!?


（いやいやいや、落ち着け）


　そうと決めるのはまだ早い。修しゆう吾ごあたりが仕し掛かけたドッキリという可能性もある。


　とにもかくにも、ひとまず中身を確かく認にんしないと──


「あ、お兄ちゃん。さっき言い忘れちゃったんだけど……」


「いおｑうぇ；ｊｆ・えいう[image: ]おｈｊふぇ￥ｗｊ[image: ]」


　大吾は解読不能な未知の言語を発しながら、目にも留まらぬ速さで手紙を背中に隠かくした。


「……お兄ちゃん？」


「な、何かね佳奈美くん？」


「どうしたの？　なんだか口調がおかしいよ？　それに今、背中に何かを隠したような……」


「な、何も隠してないぞ？　俺の背中には翼つばさもビーム兵器も隠れていない。せいぜいこぶが三つあるくらいだ。何の問題もない」


「ら、らくださんじゃないんだから、それはそれで問題じゃないかな……？」


　佳奈美が再び苦笑いを浮うかべる。


「と、とにかく何でもないから！　それじゃ、また放課後にな！」


「あっ！　お兄ちゃん！」


　佳奈美の呼び止める声も聞かず、大吾はしゅぱっと片手を挙げたかと思うとあっという間に廊ろう下かの向こうへ走り去って行った。


　一方、ロッカーの前に一人取り残された佳奈美は、


「……む～～」


　不満そうに小さく唸うなりながら、ぷくっと頰を膨ふくらませるのだった。








「ふぅ……危なかったぜ」


　男子トイレの個室に駆かけ込んでから、大吾は額の汗あせを拭ぬぐう。


　なんとなくだが、この手紙は佳奈美に見られてはいけない気がする。理り屈くつの上では特に問題ないはずなのだが、佳奈美に声をかけられた時、ついとっさに隠してしまったのだ。


　まぁ、それはそうと……どうしようかこの手紙。


「……って、読まないわけにもいかないよな」


　もちろん、仮にこれがラブレターだったとしても大吾の答えは決まっている。


　佳奈美の体質を改善するため四苦八苦しているこの時期に女性と交際する余よ裕ゆうなどないし、そもそも自分は生しよう涯がい、佳奈美一筋だ。


　しかし、だからといって相手の気持ちを無下にしていい理由にはならない。きちんと会ってお断りするべきだろう。


　中の手紙を読もうと、封筒を裏返す。とそこで、


「……んん？」


　大吾の手が止まった。封筒の裏には、きちんと差出人の名前が書かれていたのだ。


「飯いい原はら……？」


　記されていた名前は飯原由美。ある意味、大吾が今一番気にしている女性の名前だった。


「一体何のつもりだ……？」


　出会ってからまだそれほど経たっていないが、彼女とは一応、友人といっていい間あいだ柄がらのはずだ。わざわざ手紙を寄よ越こす意味がわからない。


　とはいえ、これでラブレターの線は完全になくなったと言って良いだろう。今や国民的アイドルのＹＵＭＩが、一いつ介かいの男子高校生である自分に好意など抱いだくはずもない。


　大吾はひとまず封を開くと、中から折りたたまれた便せんを取り出す。そこには、簡潔な文体でこう記されていた。





『突然のお手紙すみません。少しお話ししたいことがありますので、今日のお昼休みに屋上まで来て下さい。よろしくお願いします』





「話……？」


　手紙を読み終え、大吾は首をひねる。正直、お話とやらの中身には何の心当たりもない。ライブでの一件以来は特に問題を起こした覚えもないし……。


「まぁ、行けばわかるか」


　とにかく、今は大吾としても手て詰づまりの状態なのだ。わざわざ標的の方から来てくれと言っているのに、拒きよ否ひする理由はない。


　大吾は手紙を鞄かばんの中に無造作に突つっ込むと、個室を出て自分の教室へと向かった。








　午前中の授業がつつがなく終わり、昼休み。四時限目で使用した教科書とノートを机の中にしまい、大吾が屋上に向かおうとすると、


「大吾、ちょっといい？」


　志保が声をかけてきた。


「ん？　なんだ？」


「実は今日の朝、役員の子が一人来れなくてさ。朝の仕事が片付かなかったのよ。悪いんだけど、昼休みの間ちょっと手伝ってくれない？」


　申し訳なさそうな顔でそう頼む志保。普ふ段だんであれば二つ返事で承しよう諾だくするのだが……。


「あー……いや、すまん。俺これからちょっと行かなきゃいけないとこがあって……」


「あ、そうなんだ。なら仕方ないわね。佳奈美ちゃんのところ？」


「え？　いや、その、あー、なんだ、そんなとこ……？」


　とっさの質問に対応しきれず、思わず答えを濁にごす大吾。


　それを見た志保は、


「……なんで言葉を濁すわけ？」


　申し訳なさそうな表情から一変、半眼になって大吾に疑いの視線を向けた。


「べ、別に濁ってなどいないぞ？　俺の言葉は下水道のごとく透すき通っている！」


「それ、微び妙みように濁ってない……？」


　ますます疑いの視線を強める志保。すると、


「あ！　お兄ちゃんいた！」


　大吾の背後から、思いもよらない声が聞こえてきた。


「か、佳奈美……？」


　失礼します、と小さく頭を下げてから教室に入り、こちらに向かってくる佳奈美。その後ろにはなぜか恵怜菜の姿もあった。


「ど、どうしたんだ急に？　それに、なんで恵怜菜まで？」


「はぁ……。佳奈美がお昼を食べる前にどうしても先せん輩ぱいに会いたいと言うものですから」


　なぜかちょっと怒おこったような顔をしている佳奈美の背後で、恵怜菜が困こん惑わくの表情を浮かべる。


　佳奈美は大吾の前に立つと、少し首を上向けてこちらを見上げた。


「お兄ちゃん、私に何か隠してるでしょ？」


「へ……？」


　いきなりの詰きつ問もんに、大吾は目を丸くする。


「とぼけてもダメ！　朝、ロッカーから何か取り出して背中に隠してたもん！」


「うっ……」


　鋭するどい指し摘てきに思わずうめき声を上げる。しまった。やはり見られていたか。


「……ロッカー？　どういうことかしら？」


　さらに志保から追い打ちがかかる。どことなく声こわ色いろが攻こう撃げき的になったのは気のせいだろうか。


（ど、どうする……？）


　前後から妹と幼おさな馴な染じみに挟はさまれ、逃にげ場はなし。かといって、この場をうまく切り抜ぬけられるだけの言い訳も思いつかない。ならば！


「おい、志保」


　くるりと振ふり返って志保の方を向く。


「？　何よ？」


「お前の肩かたに毛虫がのってるぞ」


　そう言って、大吾は志保の右肩付近を指さした。


「えっ!?　う、うそっ!?」


　反射的に飛び退のくような動作をしながら、志保が自身の右肩に視線を向ける。今だ！


　大吾は鞄の中から昼食の総菜パンが入ったコンビニ袋ぶくろを引き抜くと、志保の横をすり抜けて猛もう然ぜんと教室の出入り口に向け走った。


「って、何もいないじゃない！　あ、コラ！　待ちなさい！」


　騙だまされたことに気付いた志保が抗こう議ぎの声を上げるが、時既すでに遅おそし。大吾は瞬またたく間まに教室から姿を消していた。


「あぅ……逃げられちゃった……」


「ったく、何なのよ一体……ん？」


　とそこで、志保は大吾の机の下辺りにくしゃくしゃになった紙が落ちているのに気が付いた。先さき程ほどコンビニの袋ふくろを引き抜いた際に一いつ緒しよに鞄から出てきたらしい。


　何となしに拾い上げ、元通りに広げてみる。


「なぁっ──!?」


　そして、そこに記されていた文章に思わず絶句した。


「や、やっぱり！　ラブレターだ！」


　横から紙を覗のぞき込んだ佳奈美が咎とがめるような声で叫さけぶ。志保は頰ほおの辺りを引きつらせた。


「ラ、ラブレターなんて、そんはずないじゃない。だって、相手はあの大吾よ？」


「けど、この文字と文章でそれ以外考えられないよ！」


　佳奈美にそう言われ、志保は改めて手紙を見直す。確かに文字は女の子らしい丸文字だし、文章もそういう意図に読めなくもないが……。


「け、けど、よりにもよってあの大吾になんて……ねぇ？」


　同意を求めるように恵怜菜を見る。


「そ、そう言われましても。ですが、男性の好みは人それぞれですし……」


　話を振られた恵怜菜は困ったような顔のまま無難な答えを返した。


　まぁ、そもそも志保がそれを言っても何の説得力もないのだが、先輩想おもいの優やさしい後こう輩はいはそこにはツッコまなかった。


　三人の間にしばしの沈ちん黙もくが流れる。そして、


「……私、屋上に行く！」


　しばらくじっと手紙を見つめていた佳奈美が、意を決したようにそう言った。


「か、佳奈美ちゃん!?」


「だって、すっごく気になるんだもん！　志保姉ねえは気にならないの!?」


　まっすぐな目でそう問われ、志保は思わずたじろいだ。


「そ、それは……でも、別にあたしには関係のないことだし……」


「私には関係あるもん！　だ、だって、もしかしたら、しょ、将来のお義ね姉えちゃんになるかもしれないわけだし……！」


「お、おねっ……!?　だ、ダメよそんなの！　早すぎるわ！」


　佳奈美の言葉に、志保は目を剝むいて大吾の机を両手で叩たたいた。バン、という大きな音に、教室にいた他ほかの生徒達がぎょっとした顔をする。


「そうね！　行きましょう佳奈美ちゃん！　あたしには生徒会長として、副会長の素行を監かん視しする義務があるわ！」


「うん！　私も妹として、お兄ちゃんを監視する義務があるよ！」











[image: ]








　二人はぐっと拳こぶしを握にぎりしめて頷うなずき合うと、まるで事前に打ち合わせでもしていたかのように全く同時に走り出す。二人の姿はあっという間に教室の外に消えていった。


「……ちょっ、ちょっとお待ちなさい！　わたくしも行きますわ！」


　そんな二人の後を、一歩出で遅おくれた恵怜菜が慌あわてて追いかけるのだった。








　昼休みの喧けん噪そうを抜け、屋上へ続く階段を上がる。


　やや重い金属製の扉とびらを開けると、視界に抜けるような青空が飛び込んできた。


　五月さつき治じ学がく園えんの屋上は生徒一いつ般ぱんに開放されているのだが、昼休みは中庭に集まる生徒が多く、あまり使われていない。そのため、今屋上にいるのは彼女一人だけだった。


　短い三つ編みを風になびかせながら、由美はじっと空を見上げている。こちらが来たことには気付いていないようだ。


「おい、由美。来たぞ」


　仕方がないので背後から近付いて、肩に軽く手をかける。すると、


「ひゃあっ!?」


　由美は背中に氷でも入れられたかのような声を出し、すぐさま後ずさって大吾から二メートルほど距きよ離りを取った。


「…………」


「あ……せ、先輩。お待ちしていました」


　あっけに取られる大吾に対し、由美がおずおずと頭を下げる。


　いや、それはお待ちしていた人に対する反応じゃないと思うのだが。


「……なぁ、話とやらの前に一つ聞いてもいいか？」


「は、はい。何でしょうか？」


　小首を傾かしげる由美。


　正直、聞くのが少々怖こわいが、ここはやはり聞いておかねばなるまい。


「もしかしてお前……俺のことが嫌きらいなのか？」


「えっ!?　ど、どうしてですかっ!?」


　大吾が気まずそうに尋たずねると、由美は心底驚おどろいたような顔をした。


「いやお前、俺と会う時はいつも過か剰じよう反応っていうか……。初めて会った時は泣かれたし、ステージで話しかけた時も最初すげぇビビってたし、さっきだって……」


「あ……そ、その、違ちがうんです！」


　大吾の言葉を遮さえぎり、由美はぶんぶんと首を横に振った。


「えっと、そのこともこれからするお話に関係があるのですが……とにかく、わたしは先輩を嫌っているわけではありませんので！」


「そうか。ならいいんだけどよ……」


　強い口調で否定する由美に、大吾はほっと息をつく。


　もし由美に嫌われているようだと今後の作戦に大いに支障をきたすところだったが、とりあえずその心配はないようだ。


「そんで、手紙にあった話ってのは何なんだ？」


「あ、はい」


　大吾が本題に入るよう促うながすと、由美は一いつ瞬しゆん、何か迷うようなそぶりを見せた後、覚かく悟ごを決めるようにきゅっと口元を引き締しめた。


「その……実は、わたし──」








　一方その頃ころ。


「ここね」


　屋上の出入り口となる扉の前には、佳奈美、志保、そして恵怜菜の三人が集まっていた。


「ど、どんな人が来てるのかな……？」


　佳奈美が小さく唾つばを飲み込む。


「どんな子が来てても必ずあたしが守るわ。たとえ大吾を屋上から突つき落としてでも！」


「そ、それだけはやめてくださいませ……」


　洒落しやれにならない志保の発言に恵怜菜がツッコミを入れる。


　三人は視線を合わせて頷き合うと、鉄製の扉を少しだけ開き、こっそり屋上の様子を窺うかがった。そこには、


「ふぇぇ……!?　ゆ、由美ちゃん!?」


　何やら真しん剣けんな表情で話をしている大吾と由美の姿があった。


「な、なんで飯原さんが……!?」


「い、意外な方ですわね……」


　志保と恵怜菜も驚きのあまり固まってしまう。


「どどどどうしよう志保姉！　相手はアイドルさんだよ!?」


「お、落ち着いて佳奈美ちゃん。やっぱりラブレターじゃなかったのよきっと。アイドルの飯原さんが大吾のことなんて好きになるはずないじゃない」


　動どう揺ようする佳奈美に対し、自分を納なつ得とくさせるようにうんうんと頷きながら志保が答える。


「で、でも、この前あんなこともあったし……」


　先日の一件は、佳奈美のためだけでなく由美のためでもあった。そのことを考えると、由美が大吾を好きにならないという確証が持てない。


　なんとか会話の内容が聞き取れないかと、佳奈美が身を乗り出そうとすると、


「……ちょっと待って。『あんなこと』って何のことかしら……？」


　後ろから志保に肩を摑つかまれた。


「ふぇ……？　あ、だ、ダメ。それは志保姉に教えちゃダメって言われてるから……！」


「……へぇ。そうなの。それはそれは。後で大吾からバッキリ聞き出さないとね」


「あ、あぅ……」


　ついつい口を滑すべらせてしまった。この調子だと、後で長く厳しい追ごう及もんが待ち受けているだろう。ごめんねお兄ちゃん、と佳奈美は心の中で手を合わせて大吾に詫わびた。


「……そんなことよりお二人とも。先せん輩ぱいを見ていなくてよろしいんですの……？」


　恵怜菜に言われ、佳奈美ははっとして視線を屋上に戻もどす。大吾と由美は相変わらず何かを熱心に話しているようだった。


（うぅ……お兄ちゃん……）


　そんな二人を不安げな目で見つめながら、佳奈美は右手で制服の胸の辺りをぎゅっと握りしめた。








「……は？　男性恐きよう怖ふ症しよう？」


　意外な由美の告白に、大吾は思わずそう聞き返した。


「は、はい。実はわたし……少し男の人が苦手で……」


　由美が胸の前辺りで指を絡からませながら恥はずかしそうに言う。


「いや、でもお前、アイドルだろ……？」


「そ、そうなんですが……その、ステージではファンの人と距離が離はなれているので」


　まぁ、確かに普ふ段だんステージにいる時はそうだろうが……。


「けど、テレビで男と共演することとかあるだろ？」


「はい。でも、そういう時はスタッフの方が配はい慮りよして下さって、なるべく離れた席を用意してくれているので……」


　由美の説明に、大吾は「はぁ……」と気のない返事をする。


　彼女の出演している番組を細かくチェックしているわけではないので、説明の真しん偽ぎは不明だ。しかし、現役バリバリのアイドルであるＹＵＭＩが男性恐怖症というのは正直、にわかには信じがたい。


「あ、あの……男性恐怖症と言ってもそこまで大げさなものではないんです。大体二メートル……が、頑がん張ばれば一メートルくらいまでは近づけますし、三秒、いえ、五秒くらいなら触さわっていられますから！」


「…………」


　疑っているのが表情に出ていたのか由美が慌てたようにフォローするが……正直、何のフォローにもなっていなかった。普ふ通つうに考えて、それは相当重じゆう症しようではないだろうか。


「んで、仮にお前が本当に男性恐怖症だったとして、それを俺に話した理由は？」


「それなんですが……わたし、なんとしても男性恐怖症を克こく服ふくしたいんです。このままじゃいつまでたってもファンの方々と交流できませんし……。ただ、わたし中学校は女子校でしたし、この学園でもなかなかクラスに馴な染じめなくて、同年代の男性の知り合いが先輩しかいないんです。だから、色々と協力して頂ければと……」


「はぁ……なるほど」


　とりあえず由美の言いたいことは把は握あくした。男性恐怖症を克服するために同年代の男に協力を求めるのはそれほど不自然なことではないだろう。


　だが、大吾はまだ由美の言葉を信じ切れなかった。実際、こうして話していても特別、不自然な点は見当たらない。


　……少し試ためしてみるか。


「由美。ちょっとそこでじっとしていろ」


「え？　は、はい」


　右手を軽く挙げて制止するよう伝えると、由美は若じやつ干かん戸と惑まどいながらもおとなしく指示に従った。それを確かく認にんしてから、大吾は一歩足を踏ふみ出す。


「せ、先輩……？」


「大だい丈じよう夫ぶだ。じっとしてろ」


　ゆっくりと、一歩一歩由美に近付いていく。次し第だいに距離が縮まり、目測で一メートルほどの地点まで達した。


　その間、由美は不安そうな顔をしてはいたものの、特段取り乱したりするようなことはなかった。


（なんだ。意外と平気じゃないか）


　そう思い、大吾がさらに一歩踏み込んだ、その瞬間。


「っ……！　も、もう無理です！　限界です！」


　由美は悲鳴のような叫さけび声を上げると、無我夢中で後ずさりを始めた！


「お、おい！　そんなに慌てたら……!?」


「で、でも……あっ！」


　大吾がそう声をかけると、案の定、由美は足をもつれさせた。


　まずい。屋上の地面はコンクリート製だ。万が一頭を打つと、大けがになりかねない。


「くっ……！」


　大吾は地面を強く蹴けって、一気に由美との距離を詰つめる。そして、大きく両りよう腕うでを伸のばし、仰あお向むけに倒たおれる寸前でどうにか彼女を抱だきとめた。


「あぶねぇ……。おい、大丈夫か？」


　ギリギリ間に合ったことに安あん堵どの息をつきながら、大吾がそう尋ねる。


「あ、あの、えっと、先輩、あ、う、はわ……」


　顔を赤くしたり青くしたりしながら、要領の得ない答えを返す由美。


　どうも大丈夫じゃなさそうだ。とりあえず保健室に──





「ダメ～～～～～～～～～～～!!」





　運ぼうかと考えたその時、背後から耳をつんざくような叫び声が上がった。


　続いて、


「ま、待って！　ダメよ佳奈美ちゃ──きゃあっ！」


「ちょっと……そんないきなりバランスを──ひゃうっ！」


　聞き覚えのある二つの声と共に、入り口から三人の女の子が屋上になだれ込んできた。


「……何やってんだ……三人とも？」


　もつれ合うように倒れている佳奈美、志保、恵怜菜の三人に、大吾が啞あ然ぜんとして尋たずねる。


「あ、えっと、その……そう！　天気がいいから屋上でお弁当食べようと思って！」


　倒れたまま顔だけを上げた志保がしどろもどろになって言う。


「そうなのか……？　でも、弁当箱を持ってないように見えるんだが……」


「へ？　そ、それはその……きょ、教室に忘れて来ちゃって……あはは……」


「弁当を食べるのに弁当箱を忘れてきたのか……？」


　それはいくらなんでもドジっ娘こスキルが高すぎるのではないだろうか。


　大吾がそんなことを考えていると、


「お兄ちゃん！」


　もつれあった状態からいち早く脱だつした佳奈美が、なぜかひどく慌あわてた様子でこちらに走り寄ってきた。そして、ぎゅうっと腰こしの辺りにしがみつくと、


「だめだめだめだめだめだめ！　いくら由美ちゃんでも、お兄ちゃんだけはだめなの!!」


　精せい一いつ杯ぱい力を込こめて、ぐいぐい大吾の身体からだを自分の方に引き寄せ始めた。


「きゅ、急にどうしたんだ佳奈美……？」


　あまりに必死なその様子に戸惑う大吾。すると、


「せ、先輩……お願いします、離れて……」


　腕うでの中からか細い声が聞こえてきた。


　はっとしてそちらに顔を向けると、由美は目め尻じりに大おお粒つぶの涙なみだを浮うかべながら、顔を青くしてブルブル震ふるえていた。


「わ、悪い！」


　反射的にぱっと手を離すと、由美は空気を抜ぬかれた風船のようにへなへなとその場に座り込んだ。まだ震えがおさまらないのか、自分の肩かたを抱だくようにして身体を縮めている。


　その姿を見て、大吾の疑念も完全に晴れた。この状態が演技とはとても思えない。


「悪かった、まさかそこまで重症とは。本当にごめん」


　大吾が改めて謝罪すると、由美は「いえ、大丈夫ですから……」と小さく首を横に振ふる。


　すると、
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「お、お兄ちゃん！　由美ちゃんに何しようとしてたの!?」


　まだ腰にしがみついたまま、佳奈美が咎とがめるような視線を向けてきた。


「大吾！　あんた何したのよ!?」


「ことの次第によっては国家権力による介かい入にゆうも辞しませんわよ！」


　いつの間にやら近くに来ていた志保と恵怜菜まで責めるような目で大吾を見る。


「い、いや、違ちがうんだ。確かに俺が悪かったんだが……」


「恵怜菜さん。通報して」


「わかりましたわ」


「早ぇよ！　ウサイン・ボ○トもびっくりだよ！　せめて弁解くらいさせてくれ！」


「あんたは一言も話さなくていいわ。黙もく秘ひ権けんよ」


「黙秘権は弁解を聞かないって意味じゃねぇからな!?」


　問答無用の留置所直行コースに必死に抵てい抗こうする大吾。


　幸いにもその後、落ち着いた由美が事情を説明してくれたため、どうにか留置所行きだけは免まぬかれることが出来た。


「……事情はわかったわ。それで、どうするの？　協力してあげるの？」


　由美の説明を聞き終えた志保が大吾に尋ねる。


「う～ん……」


　もちろん、出来ることなら協力してあげたいとは思う。今のままではサイン会や握あく手しゆ会など夢のまた夢だ。


　だが、大吾の目的はあくまで佳奈美と由美が縁を結ぶことであって、由美の男性恐怖症を克服することではない。


　さらに極きよく端たんなことを言えば、由美が男性恐怖症のままでも佳奈美と縁を結ぶことに支障はない。申し訳ないが、ここは丁重にお断り──


（……いや、待てよ）


　そこまで考えて、大吾はひらめいた。


　もしかして、この状じよう況きようは使えるのではないか？


「なぁ由美。お前、今週末の予定空いてるか？」


「え？　そうですね……多分スケジュールは空けられると思いますけど……」


　いきなりの質問に少々面食らったような顔をしながら、由美が答える。


　よし。いける。これはいけるぞ。


「じゃあさ、今週末俺と遊びに行かないか？」


「えっ……!?」


　大吾の提案に、由美が驚きよう愕がくの表情を浮かべる。


「お、お兄ちゃん!?」


「なぁっ……!?」


「せ、先せん輩ぱい!?」


　なぜか他ほかの三人も驚愕していた。いや、俺は由美に言ったんだけど……。


「あ、遊びに……？　先輩とですか……？」


「ああ。俺は専門家じゃないから男性恐きよう怖ふ症しようの治し方はわからないが、男に慣れるのは必要なことだと思う。そう思わないか？」


「そ、それは……そう思いますけど……」


　大吾の言葉に頷うなずきつつも、どこか不安そうな由美。やはりいきなり男と遊びに行くことには抵抗があるのだろう。よしよし。計算通りだ。


「けどさ、いきなり男と二人ってのはハードル高いだろ？　だから、佳奈美を入れて三人で行こう」


「ふぇ？　わ、私も？」


　いきなり名前を呼ばれた佳奈美が思わず声を上げる。


「ああ。佳奈美が間に入ればそう緊きん張ちようもしないだろうし、安心できるだろ。どうだ？」


　ちらりと佳奈美に向けた視線を再び由美の方へと戻もどし、大吾がお伺うかがいを立てると、


「……そうですね。それならきっとわたしでも……」


　由美はこくりと頷き、その提案を承しよう諾だくしてくれた。


「よし、決まりだ。日曜の午後一時にとみうりランドの入場口の前に集合しよう」


「午後一時ですね。わかりました」


　にこっと笑え顔がおで答える由美。それを見て、大吾は心の中でガッツポーズを決めた。


　完かん璧ぺきに狙ねらい通り。あとは遊園地で具体的にどうするかだが──


「……そ、そういえば、あたしも日曜は暇ひまなのよね……」


　とその時。志保が突とつ然ぜん、明後日あさつての方向を向きながらそんなことを言った。


「へぇ、そうなのか」


「そ、そうなの。もうすっごく暇で暇で仕方がないのよね！」


　なぜかやたらと暇を強調する志保。別に予定なんて聞いてないのに……いきなりどうしたんだ？


「そ、そういえば、わたくしも日曜は予定が空いておりましたわ！」


　と、今度は恵怜菜が志保と反対方向を向きながらそんなことを言い始めた。


「そ、そうなのか？」


「ええ！　もう一日中何一つ予定が入っておりませんわ！」


　こちらもやたらと暇であることを強調する。なんだ。この二人は一体何が言いたいんだ。


　わけがわからず大吾が首を傾かしげていると、


「お兄ちゃん……ここは気を遣つかおうよ」


　佳奈美が袖そでをくいくいと引っ張って小声でそう言ってきた。


「気を遣う……？」


　必死に思考を働かせ、その言葉の意味を吟ぎん味みする。


　……ああ、そうか。そういうことか。言われてみれば、なぜこんな簡単なことに気が付かなかったのだろう。


「わかったよ。んじゃ、日曜は二人とも──」


「そ、そうね。大吾がそう言うなら──」


「し、仕方ありませんわね。先輩がそうおっしゃるのなら──」


「──ゆっくり休めよ！」


　悪意など微み塵じんも感じさせない爽さわやかな笑顔で、大吾はぐっと親指を立てた。


「「…………は？」」


　志保と恵怜菜の表情が凍こおりつく。


「お前ら、どうせ普ふ段だんから毎日真ま面じ目めに試験勉強してるんだろ？　休日くらい、勉強の手を休めてゆっくりしろよ。特に志保は普段、生徒会の仕事も大変なんだし、休める時にしっかり休まねぇとな」


　この二人は真面目なので、暇があってもなかなか休んだりしない。だからこそ、休める時はきちんと休むよう、周りの人間が注意してあげなければ。


　危ない危ない。佳奈美の言葉がなければ気付かないところだった。


　しかし、これで二人への気遣いもばっちり──と思っていたら、


「言われなくてもそうするわよ!!」


「余計なお世話ですわ!!」


　二人は大声でそう怒ど鳴なると、肩を怒いからせて屋上を去って行ってしまった。


「……え？　なんで？　なんで二人は怒おこったんだ？」


　その背中を呆ぼう然ぜんと見送った後、大吾が振り返って佳奈美と由美に尋ねる。


「……なんでだろうね」


「……どうしてでしょうね」


　そんな大吾に、二人は一度顔を見合わせてから、揃そろって盛せい大だいなため息をついたのだった。












　　第四章　観覧車とそれぞれの想おもい







　そんなこんなで、待ちに待った日曜日。大だい吾ごは可愛かわいらしい私服姿の佳か奈な美みを連れて目的のとみうりランドへ向かった。


　先日のライブに続いて今日も一いつ緒しよにお出かけなので、大吾のテンションは朝からノンストップ上じよう昇しよう中ちゆうである。


「いや～！　佳奈美と遊園地行くのも久しぶりだな！　今日は三人で目め一いつ杯ぱい楽しもうな！　いっそのことアトラクション全制せい覇はくらいやっちゃうか！」


　今にも踊おどり狂くるいそうな勢いで大吾が言う。


「う、うん。そうだね。……多分三人じゃないと思うけど」


「ん？　何か言ったか？」


「ううん。何でもないよ」


「…………？」


　どういうわけか苦く笑しようする佳奈美に首をひねりつつ、休日で混雑する街中を抜け、とみうりランドの入場口前に到とう着ちやくする。


「佳奈美さん！　早はや川かわ先輩！」


　すると、すぐに自分達を呼ぶ声があった。声のした方を向くと、そこにはツバの広い帽ぼう子しを深くかぶった由ゆ美みの姿が。今日はいつものビン底眼鏡をかけておらず、髪かみも下ろしているようだ。


「おう。悪かったな待たせちゃって」


　すぐにそちらに歩み寄る大吾と佳奈美。だが、


「……って、あれ？　お前ら、なんでここに？」


　白のワンピース姿の由美の背後には、なぜか私服姿の志し保ほと恵え怜れ菜なもいた。


「きゅ、休日だしたまには遊びに行こうと思って、たまたまここに遊びに来たの」


「わ、わたくしも一度遊園地というものを体験してみたいと思いまして、偶ぐう然ぜんここに来ましたのよ」


　どうやら二人とも試験勉強の息いき抜ぬきに遊びに来たらしい。普段から頑がん張ばりすぎる傾けい向こうがある二人なので、結構なことだ。


「そりゃまた奇き遇ぐうだな。俺達もちょうど今から……ってどうした二人とも？」


　大吾が思わぬ偶然に驚おどろいていると、なぜか佳奈美と由美がこちらにジト目を向けてきていた。


「お兄ちゃん……実はわざとやってるのかな？」


「だとしたら、結構ひどいですよね……」


　どことなく非難めいた二人の言葉に、大吾は思わずたじろく。


　よくわからないが、そんな風に言われるとなんだか悪いことをした気分になってしまう。別に何もしていないのに。


「ま、まぁ、せっかくここで会えたわけだし、一緒に行くか。二人ともいいか？」


　さすがに志保と恵怜菜だけ勝手に遊んでいろと言うわけにもいかず、大吾が佳奈美と由美に尋たずねる。


「うん。もちろんだよ」


「はい。当然ですね」


　すると、二人はまるでこうなることを予期していたかのように快く承知してくれた。


「し、仕方ないわね。そういうことなら一緒に行ってあげる！」


「そ、そこまで言われては行くしかありませんわね！」


「なんでそんなに偉えらそうなんだよお前ら……」


　そんなわけで、想定外（但ただし大吾に限る）のメンバー二人を加え、五人はチケットを購こう入にゆうして入場口へと向かった。


「さて、まず最初に何をしようか？」


　無事にランドの中に入ってすぐ、大吾が佳奈美に尋ねる。


「ふぇ？　私？」


「ちょっと、なんで佳奈美ちゃんにだけ聞くのよ？」


　と、そこですかさず志保が口を挟はさんできた。


「心配するな。全員の意見を聞いて多数決で決める。最初に佳奈美に聞いただけだ」


「あっそ。じゃあいいけど……」


「ただし佳奈美の意見だけ一〇票分だ」


「それじゃ多数決の意味ないでしょ～!?」


　いっそ清すが々すがしいほど個人的趣しゆ向こうで決められたルールであった。


「あのな……お前ら後から来たんだから、せめてアトラクションくらいこっちで選ばせてくれよ」


　文句を言う志保に大吾がジト目を向ける。


「うっ……。わ、わかったわよ」


　一応形式的には飛び入り参加という立場上強く言えず、おとなしく引き下がる。


「わたくしはそれで構いませんわ。そんなことより、早く行きましょう！」


　一方の恵怜菜は特に不満を述べることもなくすぐに同意した。初めて見る遊園地に興奮しているのか、目が子供みたいにキラキラしている。はしゃぎすぎて途と中ちゆうでへばらなければいいのだが……。


「あ、レナちゃん遊園地初めてなんだよね。一緒に楽しもうね、えへへ……」


「ええ。もちろんそのつもりですわ！」


　そんな恵怜菜にニコニコしながら話しかける佳奈美。


　久々に友達と遊びに来ている状じよう況きようが嬉うれしいのか、すっかりご機き嫌げんだった。


「由美ちゃんは遊園地よく来るの？」


「いえ、撮さつ影えいで何度か来ていますけど、個人的に遊びに来たのは小学生の時の遠足以来だと思います」


「そっかぁ。じゃあ、今日は一杯遊ぼうね！」


「はい。そうですね」


　恵怜菜と由美の間に挟まれて、佳奈美はとても楽しそうだった。この顔を見れただけでも、ここに来た甲か斐いがあったというものだ。


　ふと隣となりを見ると、志保もそんな佳奈美の様子を微ほほ笑えましく見つめていた。多分、彼女も今、自分と同じ気持ちだろう。二人は顔を見合わせ、互たがいに微び笑しようを交かわした。


「んじゃ、そろそろ行くか。今日は混雑してるから、全員はぐれないようにな」


　気を取り直し、大吾が全員に注意を促うながす。


「言われなくてもわかってるわよ」


「は～い」


「気を付けます」


　すぐに三人から返事が返ってきた。よし、それじゃあまずは──


「……いや、ちょっと待て。なんか返事が足りなくねぇか？」


　ぴたりと足を止めて振ふり返る。


「え？」


「あ、そういえば……」


「ああっ！　レナちゃんがいない！　さっきまで隣にいたのに！」


　佳奈美の言う通り、いつの間にか佳奈美の隣から恵怜菜の姿が消えていた。周囲を見回してみるが、それらしき姿はない。


「……ねぇ、もしかしてこれ……」


「はい。これは……」


「うん。これって……」


　三人が半笑いで顔を見合わせる。そんな中、大吾は一人頭を抱かかえ、


「あのお嬢じよう様さま……入場五分で迷子になるんじゃねぇぇえええ!!」


　よく晴れた青空に向かって、魂たましいの絶叫ツツコミを入れたのだった。








　その後、手分けして園内を探したところ、三十分ほどで恵怜菜は発見された。着ぐるみのマスコットが珍めずらしく、ついつい追いかけてしまったらしい。


「お前な……追いかけるなら追いかけるで一声かけていけよ！　皆みんな探したんだぞ！」


「面目ないですわ……」


　大吾が厳しめに叱しつ責せきすると、恵怜菜はしゅんとうなだれた。


「まぁまぁ、先せん輩ぱい。そう怒らないで……」


「そうだよ。レナちゃん遊園地は初めてなんだから、あんまり怒っちゃかわいそうだよ」


　落ち込んでいる恵怜菜を由美と佳奈美が擁よう護ごする。まぁ、恵怜菜もきちんと反省しているようだし、これ以上言わなくてもいいだろう。


「わかったよ。じゃあ、仕切り直して最初のアトラクションを決めよう。といっても、結構走り回っちゃったから最初はなるべくゆっくり出来るようなものを……」


「なら、アレはどうですか？」


　すると、由美がとあるアトラクションを指さした。


「む……お化け屋や敷しきか」


　遊園地においては定番中の定番であり、大人から子供までそれなりに楽しめる。ゆっくり歩くだけで体力も使わないし、確かに無難な選せん択たくではあるのだが……。


「うぅ……」


　ちらりと佳奈美の様子を窺うかがうと、佳奈美は予想通り少し怯おびえているようだった。彼女は昔から幽ゆう霊れいや怪かい談だんは苦手なのだ。


　無理に連れて行くのも可哀かわい想そうだし、ここは別のアトラクションを──


（……いや、待てよ）


　ここではたと思い直す。幽霊が苦手ということは、つまり、もし一緒に入ったら……。


「……うん。いいなお化け屋敷。行くか」


「ふぇぇ!?　お兄ちゃん!?」


　佳奈美が泣きそうな声を上げる。う……そんな声を聞かされるとちょっと罪悪感が……。


「面おも白しろそうですわね。行ってみたいですわ」


「大だい丈じよう夫ぶですよ佳奈美さん。そんなに怖こわくないですから」


「う、うぅ……わ、わかった。頑張る」


　しかし、恵怜菜が賛同し、由美がフォローすると、佳奈美はなんとかＯＫしてくれた。


　いぃぃいいよっしゃぁ！


「志保もいいよな？」


　一応、志保にも了りよう承しようを求める。


「へ？　い、いや、別にいいけど、でも、他ほかのアトラクションもたくさんあるんだし別にこれでなくても──」


「よし、志保もＯＫだな。さぁ、行くぞ！」


「あ、ちょっと、人の話を、ねぇ……！」


　無事に志保の了りよう解かいも得て、大吾は先頭を切ってお化け屋敷へ歩を進める。志保が背後で何か言っていたような気がしたが、テンションの上がりきった大吾は気にも留めなかった。


「うぅぅ……暗いよぉ……」


　お化け屋敷の薄うす暗ぐらさに、恐きよう怖ふで佳奈美の声が震ふるえる。


　内装は日本の荒こう廃はいした墓地をイメージして作られており、なかなか手が込こんでいる。時折聞こえてくる風の音や木々の揺ゆれる音もかなりリアルで、本当に夜中の墓地を歩いているような気分だった。


「よ、よく出来ておりますわね……」


　そう言う恵怜菜の声も若じやつ干かん上うわ擦ずっている。彼女も多少なりとも恐怖を感じているようだ。


　だが、その一方で、


「本当ですね。思っていたよりずっと良く出来ています」


　ただ一人、由美だけは涼すずしい顔をしていた。


「なぁ……お前、ちょっとは怖いなとか思わないのか？」


「え？　そうですね、このくらいでは。番組の企き画かくで心しん霊れいスポットなんかも行きますし」


　平然とそう言ってのける由美に、大吾は「ああそう……」と口の端はしを引きつらせる。


　男の自分でさえも少し怖いというのに……やはりアイドルだけあって肝きもが据すわっているということだろうか。


「でも、皆みなさんも十分度胸はあると思いますよ。先さき程ほど見かけた女性の幽霊なんてかなり精せい巧こうに作られていましたけど、誰だれも悲鳴を上げませんでしたし」


「女性の……幽霊……？」


「はい。さっき横を通りましたよね。白しろ装しよう束ぞくを着た髪かみの長い女性の幽霊」


「……そ、そうだった……かな……」


　背中に大量の冷ひや汗あせをかきながらどうにか返答する。


　正直、そんな幽霊を見た覚えがないのだが……これ以上追つい及きゆうするのはやめておこう。なんだか危険な香かおりがする。


　そんな風に人気アイドルに新たな疑ぎ惑わくを芽生えさせつつ、歩みを進める一行。


　ちなみに、志保はお化け屋敷に入ってからなぜかずっと黙だまりこくっていた。


「ふぇぇ……怖いよぉ、お兄ちゃん……」


　佳奈美が両目をバッテンにして、ぎゅっと大吾の右みぎ腕うでに抱だきついてくる。ふにゅっと柔やわらかい感かん触しよくが腕から脳のう髄ずいへ突つき抜ぬけた。


　……いいね！　お化け屋敷！


　抱きつかれている今の状況もさることながら、この頼たよられている感じが堪たまらない。


　なんだか本来の目的を見失っているような気がしないでもないが、せっかく一いつ緒しよに来たんだからこのくらいの役得があっても罰ばちは当たらないはずだ。


「大丈夫だぞ佳奈美。俺が命にかえても守ってやるからな！」


「さ、さすがに命をかけるような状況にはならないと思いますけど……」


　大げさすぎる大吾の言葉に、由美が呆あきれ半分の苦笑いを浮うかべる。


　と、その瞬しゆん間かん！


「ふぇぇえええっ!?」


　突とつ如じよ、真横にあった墓石が割れ、中から緑色に変色した人の手のようなものが飛び出してきた。佳奈美が悲鳴を上げながらますます力を込こめて抱きついてくる。


「ひっ────!?」


　これまで悲鳴を上げなかった恵怜菜もさすがに驚おどろいたらしく、小さな悲鳴を漏もらす。由美だけは相変わらず平然としていた。


　確かに今のは驚いた。俺も一瞬、悲鳴を上げそうに──


「きゃあああああああああああああああ!!」


「ごふっ！」


　と思ったその時、いきなり背後から大きな悲鳴と共に強きよう烈れつな衝しよう撃げきが！


「じ、じぼ……？」


「やだやだやだ！　もう、何なのあれ！　やめてよ本当に！」


　背中からぎゅううううっと抱きついてくる志保。


　いや、やめて欲しいのはこっちなんだが……息できない……。


「じ、じぼぼぢづげ……いぎでぎばい……」


「だから嫌いやだって言ったのに！　なんで入るのよ！　バカバカバカバカバカ！」


　志保が珍しく駄だ々だっ子のように首を左右に振る。


　そういえば志保は昔、結構恐こわがりだったが……まさかまだ直っていなかったとは。


「し、志保、悪かった。けど、背中はやめてくれ。左腕ならいいから……」


　なんとか身体からだをずらして肺の圧あつ迫ぱくから逃のがれつつ、そう懇こん願がんする。


「うぅ……わ、わかった……」


　すると、志保はおとなしく背中から離はなれ、大吾の左側に移動した。そして、何の躊ちゆう躇ちよもなく腕を絡からめてくる。余程怖いのだろう。


　こりゃ悪いことしたな、と大吾が反省しようとしたその瞬間。


　むにゅう、と魅み惑わく的な感触が左腕にダイレクトに伝わってきた。


（うっ……！）


　これって……やっぱりあの感触だよな。さすがにこのまま歩くのは色々とあれだし、ここは遠回しに注意しなければ。


「な、なぁ志保。もうちょっと腕をゆるめぇぇへええへえ!?」


　緩ゆるめてくれ、と言おうとした大吾がいきなり奇き声せいを発する。その原因は、


　──ミシミシミシ……


　左腕にほとばしる激痛に、全身から嫌な汗が噴ふき出す。
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　いやいやいや、どう考えても力入れすぎなんですが！


「た、頼たのむ志保……もう少し力緩めて……」


「う、うるさい。いいでしょこのくらい！」


　怒おこったような声でそう答える志保。


　よくない！　お前にとって俺の腕一本は『このくらい』程度の認にん識しきなんですか!?


　なんて恐おそろしい幼おさな馴な染じみ……！


「志保、マジでお願い……って、痛っ！」


　と、ここでなぜか反対の右腕からもつねられたような鈍にぶい痛みが。


　反射的にそちらを向くと、そこにはちょっと拗すねたような顔の佳奈美がいた。


「志保姉ねえの方ばっかり……ふんだ」


「か、佳奈美……？」


　呼びかけてみてもぷいっと向こうを向いてしまう。どういうわけかご立腹のようだ。


　その理由も気になるのだが、しかし今はそれよりも……。


「頼む、力を緩めてくれ志保……何かあっても絶対守ってやるから……」


　左腕をへし折られる前になんとかしなければと、懸けん命めいに説得を続ける。すると、


「ほ、本当……？」


　涙なみだ目めの志保が上うわ目め遣づかいでそう尋たずねてきた。


「も、もちろんだ。約束する」


　何度も頷うなずきながら必死に答える。


「……ん。わかった……」


　と、ようやくここで志保が腕の力を緩めてくれた。よかった。これで助──


　バンッ！


「きゃあぁぁぁああああ!!」


「ぎゃあぁぁぁああああ!!」


　かったと思ったのも束つかの間、いきなり頭上から飛び出してきた骸がい骨こつの上半身を見て、志保は再び大吾の左腕をへし折らんばかりに力を込めた。


　一度油断させておいてトドメを刺さしに来るとは……なんという策士！


　断だん末まつ魔まの悲鳴を上げながら、大吾は改めて幼馴染みの恐ろしさを実感するのだった。








「まさかお化け屋や敷しきで命の危険にさらされるとはな……」


　お化け屋敷を出た大吾が疲つかれ切った顔で言う。ちなみに、左腕はなんとか無事だった。


「お、大げさよ。軽く摑つかんでただけじゃない」


「軽く……!?」


　あれで!?　本気を出したら俺の腕は一体どうなっていたんだ!?


「それで、次はどれに乗りますのっ？」


　ウキウキした声で尋ねる恵怜菜。こいつは楽しんでるなぁ……。


「いや、まだ決めてねぇけど……」


「ならば、あれに致いたしましょう！」


　そう言って、恵怜菜が指さしたのは、


「…………げ」


　この遊園地最大の目玉の一つであるジェットコースター、ブラックキャニオン。


　……どうしよう。お化け屋敷ですら危あやうく五体満足でいられなくなるところだったのに。もう死亡フラグしか見えないんだが。


「先程からずっと気になっておりましたの！　さぁ、行きますわよ！」


「ちょ、ちょっと待て！」


　今にも走りださんばかりの恵怜菜の肩かたを摑んで引き留める。


「なんですの？」


「い、いや、あれも結構怖こわくてな？　ほら、また志保が怖がるといけないし……」


　なんとか死亡フラグを回かい避ひすべく、助けを求めるように志保を見る。が、


「え？　あたしジェットコースターは平気だけど？」


「……あ、そうですか」


　きょとんとした顔であっさりそう返された。


　なんという鈍どん感かんさ！　ちょっとは空気を読んでくれ！


「問題ないようですわね。では……」


「待つんだ！　ほら、あれ結構ならんでるから乗るまで時間がかかるだろ？　時間がもったいないから、ここはすいているものを……な？」


　再度恵怜菜を引き留め、必死の抵てい抗こうを見せる大吾。すると、


「……そうですか。なら、仕方がありませんわね」


　恵怜菜は一つため息をついてそう言った。どうやら諦あきらめてくれるようだ。


　よかった……これでどうにか死亡フラグは免まぬかれ──


「って、何してるんだ恵怜菜？」


　いきなり携けい帯たい電でん話わを取り出した恵怜菜に大吾が尋ねる。


「この遊園地を買い取りますわ。そうすればならぶ必要も……」


「待てぇぇぇぇえええい!!」


　全力で恵怜菜を取り押さえにかかる。


「い、いきなり何をなさいますの!?」


「それは俺の台詞せりふだ！　わかった乗るよ！　乗るからそれだけはやめてくれ！」


　もし今、『遊園地を買い取ったから来場者は全員出て行け』などと言ったら暴動になりかねない。先日のような騒さわぎはもうこりごりだった。


　ていうか、もしかしてわかってて脅きよう迫はくしてるのか!?　後こう輩はいに脅おどされてますか俺!?


「よくわかりませんが……結局、あれに乗ることに異存はないということですわね。そうと決まれば、早さつ速そく行きますわよ！」


「そ、そんなに急せかすな。こっちにも心の準備が……」


「あ、ちょ、ちょっと……あたしも行くわよ！」


　恵怜菜に引き摺ずられるようにしてブラックキャニオンに向かう大吾を、志保が慌あわてて追いかける。佳奈美もすぐに後を追おうとして、


「あれ？　由美ちゃん？」


　由美が一人追ってこないことに気が付いた。


「ごめんなさい。ジェットコースターは帽ぼう子しを取らないといけないので……」


「あ、そっか……」


　申し訳なさそうな由美を見て、佳奈美がはっとする。確かに、帽子をかぶったまま乗ることは出来ないだろう。


「……じゃあ、私もここで一いつ緒しよに待つね」


「え？　そんな、いいですよ。大だい丈じよう夫ぶですから」


「ううん。私もちょっと疲れちゃったから休きゆう憩けいしたいと思ってたんだ。何か飲み物買ってくるね」


「あ、それなら私も……」


「いいのいいの。売店で万が一正体ばれちゃったら大変だもん」


「……わかりました。お願いします」


　うん、と答えてから、佳奈美は小走りで近くの売店に向かう。


　紙コップの清せい涼りよう飲料水を二つ購こう入にゆうして戻もどると、由美は近くにあったベンチに座って熱心に何かを読んでいるようだった。


「由美ちゃん、何読んでるの？」


　由美の隣となりに腰こし掛かけながら佳奈美が尋ねる。


「あ、おかえりなさい。えっと、ファンレターを……」


　佳奈美から紙コップを受け取ってから、由美は読んでいたファンレターを丁てい寧ねいにポシェットの中にしまった。


「そうなんだ。由美ちゃん、学園でも時々読んでるよね。やっぱり、たくさん来るの？」


　佳奈美の問いに、由美は「そうですね」と控ひかえめに笑う。


「それ全部読むの？　大変じゃない？」


「まぁ、楽だと言えば噓うそになりますけど……。でも、ファンの皆みなさんが時間をかけてわたしのために書いてくれたものですから、どんなに時間がかかっても読まないわけにはいきません。温かい言葉も、厳しい言葉も、その一つ一つがわたしにとって宝物ですから」


「由美ちゃん……」


　飾かざり気けのない由美のまっすぐな言葉に、佳奈美はしばし声を失った。


　ＹＵＭＩの元に送られてくるファンレターの数は、百や二百ではないはずだ。それを全部読み終えるのに、どれほどの時間がかかるのだろう。しかも、彼女はそれを仕事や学業の合間を縫ぬってしなければならない。たとえ仮に読んでいなくても、ファンの前で読みましたと言えば誰だれにも確かめようのないことなのに……。


「……えへへ」


「ど、どうしたんですか急に？」


　突とつ然ぜんニコニコし始めた佳奈美に、由美がやや戸と惑まどった表情を浮うかべる。


「ううん。私、ＹＵＭＩのファンで本当によかったなぁと思って」


「そ、そんな。……でも、それを言うなら」


　そこで、由美もニッコリと微ほほ笑えみ返した。


「わたしも……この学園で佳奈美さんと会えて、本当によかったです」


「そ、そうかな？　えへ、えへへ……」


「はい。ふふっ……」


　なんとなくお互たがい恥はずかしくなり、二人は顔を見合わせてくすくすと笑い合った。








「……生きてる。俺は今、生きてるぞぉぉおお!!」


「なに感動してんのよ……」


　涙を流しながら生の喜びを嚙かみ締しめる大吾に、志保が冷ひや汗あせまじりでツッコミを入れる。


　正直、死の恐きよう怖ふに怯おびえて何も覚えていなかったが、とにかく無事に乗り切った。


　いやまぁ、そもそも遊園地で死の恐怖を感じること自体おかしいはずなのだが。


「お兄ちゃんお帰りなさい。……大丈夫だった？」


「ああ……こうしてもう一度佳奈美の顔が見れて俺は嬉うれしいよ……」


「い、いくらなんでも大げさだよ……」


　しみじみとそう言う大吾に、佳奈美は困ったように肩をすくめた。


「ごめんね二人とも。結構時間かかっちゃって」


　志保がすまなそうな顔で佳奈美と由美に詫わびる。


「大丈夫だよ。その間に由美ちゃんと一いつ杯ぱいお話ししたし。ね？」


「はい。楽しかったです」


　笑顔で頷うなずき合う佳奈美と由美。どうやら大吾のいない間に色々と話が出来たようだ。


　別に狙ねらってやったわけではないが、結果オーライというやつだろう。


「恵怜菜さんも楽しめましたか？」


「ええ。なかなか迫はく力りよくがありましたわ！　次は別の種類にも……」


「いやいや、ジェットコースターばかりじゃ飽あきるだろ！　せっかくだから色々なアトラクションを試ためしてみないとな！」


　恵怜菜がさらに危険な提案をしそうだったので、大吾はすかさず割り込んだ。


　もしジェットコースター巡めぐりなんてことになったら、命がいくつあっても足りない。


「……確かにそうですわね。では、色々と回りましょう！」


　そんなわけで、なぜか恵怜菜に仕切られつつ、五人はメリーゴーランドやゴーカートといった定番ものから、バンジージャンプ（大吾は嫌いやがった）、アスレチックなど少し変わったアトラクションまで次々とこなしていった。そして、


「もうそろそろ暗くなるわね。あまり遅おそくなるのもよくないし、次で最後にしましょうか」


　一通りアトラクションを回ったところで、志保が腕うで時計を確かく認にんしながら言う。


　時刻を確認してみると、ちょうど五時を少し過ぎたところだった。


「あ、じゃあ、最後はアレにしようよ！」


　それを聞いた佳奈美が全員に提案をする。それは、


「観覧車か……。まぁ、シメとしては定番だな」


「いいんじゃない？　今なら夜景も見られるかもしれないし」


　志保の言葉に恵怜菜と由美も頷く。誰も異存はないようだ。


「そうだな。んじゃ、組み合わせは……」
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「でいいな？」


「「ちょっと（お）待ちなさい！」」


　大吾がそう提案すると、途と端たんに志保と恵怜菜が激しいツッコミを入れてきた。


「なんだよ？」


「なんだよじゃないわよ！　こ、これじゃその……色々と不公平でしょ！」


「そ、そうですわ！　これは公平ではありませんわ！」


　口々に不満を述べる二人。


「むぅ……。まぁ、言われてみれば確かにそうか」


「そ、そうでしょ!?」


「ああ。わかったよ。そんじゃ、お前ら二人は二周していいから」


「「…………は？」」


「だから、お前ら二人が一回しか乗れないのは不公平ってことだろ？　これで完かん璧ぺき──」


「……もういいわ。組み合わせは女性陣じんで決めるから、あんたは黙だまってなさい」


「え？　いや、でも……」


「だ・ま・り・な・さ・い」


「……わかりました」


　すごい剣けん幕まくの志保に押され、大吾は渋しぶ々しぶ引き下がる。


　女性陣四人は少し離はなれた場所に移動すると、ヒソヒソと相談を始めた。その結果、
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「……なぜそうなる」


　志保から告げられた組み合わせに、大吾は呆ぼう然ぜんとそう呟つぶやいた。


「さ、行くわよ」


「待て待て！　おかしいだろこれ！　どう考えてもさっきより不公平……！」


「うるさい！　いいから来るの！」


「いててっ……わ、わかったよ。行くから引っ張らないでくれ！」


　こうして、大吾は四回連続で同じ観覧車に乗ることになったのだった。








「う～ん……まだ夜景にはちょっと早かったかもね。もう少し陽ひが落ちないと」


「そうみたいだな」


　観覧車の窓から外の景色を眺ながめる志保に、大吾が素っ気ない返事を返す。志保はむっとして大吾を見た。


「なによ。あたしと乗るのがそんなに不満？」


「へ？　いや、そういうわけじゃねぇよ。けど、今日は佳奈美と由美を仲良くするためにここに来たんだ。この組み合わせじゃ、なんか本ほん末まつ転てん倒とうっていうか……」


　志保の言葉をすぐに否定しながらも、腕組みをして難しい顔をする大吾。


　それを見た志保は、


「……あんたって、本当にいつも佳奈美ちゃんのことばっかりよね」


　地面にぽとりと落ちてしまいそうな弱々しい声でそう呟いた。


「はぁ？　どうした急に。いつものことだろ？」


　不思議に思って尋たずね返すが、志保からは「そうだけど……」と元気のない声が返ってくるばかり。なぜか表情も暗かった。


「どうしたんだよ。らしくもない」


「……ねぇ、わかってるの？」


　志保は顔を俯うつむけたまま、少し堅かたい声で言う。


「佳奈美ちゃんは……あんたの妹なのよ。大事な家族だけど、でも、決してそれ以上にはなれない。どんなに望んだって、絶対……」


　そこで、志保は懸けん命めいにその先の言葉をのみ込んだ。


　何言ってるんだろう、あたし。そんなこと関係ないじゃない。


　佳奈美ちゃんが妹であろうがなかろうが、自分が一番に想おもわれていれば何の問題もない。


　いや、わかってる。自信がないんだ。だから、こうやって排はい除じよしようとしている。


　卑ひ怯きよう。汚きたない。醜みにくい。最低……！


　あらゆる罵ば詈り雑ぞう言ごんが胸の奥底から沸わき上がり、その重圧に心が押しつぶされそうになった、その時。


「……そうだな」


　ぽつりと大吾の口からこぼれた言葉に、志保ははっとして顔を上げた。


「お前の言う通りだ。俺は出来ることなら佳奈美とずっと一いつ緒しよにいたいと思う。でも、現実にはそうはいかないかもしれないな。いつか、佳奈美が俺の傍そばから離れる、そんな日が来るのかもしれない」


「ま、待って。あたし、そんなつもりじゃ……」


「でもな。だからこそなんだ」


　志保の声を遮さえぎって、大吾は続けた。


「いつかそういう日が来てもいいように、俺は今、出来る全すべてのことを佳奈美にしてあげたい。たとえ離れることになっても一つも後こう悔かいがないように。だからさ、お前には色々と迷めい惑わくかけると思うけど、もう少しだけ付き合ってくれないか？」


「大吾……」


　志保が大吾を正面から見つめる。すると、大吾は少し目を泳がせながら頰ほおをかき、


「あー……それとさ。その……いつもありがとな」


「え……？」


「この間の時もそうだったけど、お前はいつも俺に大切なことを気付かせてくれる。お前と出会えて、今こうして一緒にいられることを俺はとても幸運だと思っているし、いつも感謝してるよ」


「…………」


　予想外の言葉に志保がぽーっとしていると、大吾は照れくさそうに笑った。


「お前とは長い付き合いだから……こんなこと、言わなくても伝わってるとついつい甘えちまう。けど、いい機会だし……やっぱ、たまには言葉にしないとな」


　そう言った大吾の笑顔はとても眩まぶしくて、眩しすぎて、志保はそれを直視できなかった。


　彼はただ、純じゆん粋すいに妹の幸せを考えているだけなのに。それなのに、自分は……。


「……ごめん、大吾」


「は……？　何が？」


　突とつ然ぜんの謝罪に首を傾かしげる大吾。それを見て、志保は思わず口の端はしに小さく笑みを浮うかべた。


　その鈍どん感かんさにイライラさせられることも多いけど、それでも憎にくめないのは。


　こうして、救われることもあるからなのかな……。


「……なんでもない。ありがと、大吾」


「……だから、何が？」


　謝罪したと思ったら今度はお礼を言う志保に、大吾はますます首を傾げる。


（……まぁ、でも）


　さっきまで暗い顔をしていた幼おさな馴な染じみが、少しだけ笑ってくれたから。


　今は、それだけで十分な気がした。








　一周目が終わって志保が降り、今度は恵怜菜の番となった。


「これが観覧車……なるほど。この速度ならゆっくりと景色が楽しめますわね」


　ほとんど窓に張り付くような格好で、恵怜菜が外の風景を眺める。


「お前は本当に楽しんでるなぁ……」


　子供のように夢中になっているその姿に、大吾はついつい苦く笑しようした。


「こ、子供っぽくて悪かったですわね」


「何言ってんだ。せっかくこうして一緒にいるんだから、ぶすっとつまんなそうな顔されるより、全力で楽しんでくれてた方がいいに決まってるじゃねぇか」


「……そ、そうですの。それなら構いませんが……」


　恵怜菜がすごすごと席に戻もどり、姿勢を正す。


「で、どうだった？　初めての遊園地は」


「色々と興味深かったですわ。まだ試していないアトラクションもありますし、それらも全て試してみたいですわ」


「そうだな。また皆みんなで来るか」


　まだまだ遊び足りなそうな恵怜菜に、再び苦笑する大吾。すると、


「……本当に、佳奈美や先せん輩ぱい、皆みなさんに感謝しなければなりませんわ」


　恵怜菜がもう一度窓の外に視線を向け、少し遠い目をして言った。


「先輩達といると、わたくしはこれまで本当に狭せまい世界のことしか知らなかったのだと思い知らされますわ。もし、佳奈美や先輩と出会わなければ、こんな世界を知ることもなかったのでしょうね」


　眼下の景色を見つめながら、ふっと自じ嘲ちよう気味のため息を漏もらす。


　少しずつ慣れてきたとはいえ、恵怜菜もまだまだ世間知らずの領域を出ていない。恐おそらく、そのことを気にしているのだろうが……。


「そう悲観することもないんじゃないか？」


　恵怜菜が「え？」と大吾の方を向く。


「誰だれだって似たようなもんだ。逆に言えば、俺や佳奈美はお前がこれまで生きてきたような世界を知らない。皆、それぞれ自分の世界を持ってるってだけだ。でも、普ふ通つうの人間はそれで満足する。わざわざ外の世界に出ていこうなんて思わない。それをするには、相応の勇気と努力が必要だからな。でも、お前はそれをやった。これだけでも十分すごいことだと俺は思うよ」


「……先輩」


「まだ学園生活は三年残ってるんだ。ゆっくりやっていけばいいじゃねぇか。佳奈美も俺も、それに志保や由美だって助けてやれるしな」


　力を抜ぬけとでも言うように、肩かたをすくめてみせる大吾。それを見た恵怜菜は、


「……まぁ、他ほかの方々はともかく、先輩には迷惑しかかけられないような気が致いたしますけども」


「……お前なぁ……」


「ふふっ……まぁ、少しくらいは期待しておきますわ」


　渋しぶい顔をする大吾を見て、ちょっぴり嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。








「ゆ、夕日が綺き麗れいですね……って、せ、先輩はもう三度目ですから、今さらですよね」


　恵怜菜と入れ替かわって向かい側に座った由美が言う。


「いや、それは別にいいんだけどな……。で、どうだ。少しは男に慣れたか？」


「……え、ええっと……ほ、ほんの少し……」


「……まぁ、一日で慣れるくらいなら苦労しないよな」


　若じやつ干かん表情がこわばっている由美を見て、大吾はため息をつく。皆で一緒にいる時は一定の距きよ離りこそ取っていたものの、結構自然に会話が出来ていたのだが、観覧車に乗ってからは声が上うわ擦ずり、ガチガチに緊きん張ちようしているのが傍はた目めにもわかる。やはりこの狭い空間で男と二人きりはまだ難しいようだ。


「……気を紛まぎらわすために景色でも見てた方がいいんじゃないか？　そんなに緊張したままじゃ、一周する間に疲つかれ切っちまうぞ」


「そ、そんな……。で、でも、せっかくですから景色は楽しんだ方がいいですよね！」


　大吾の気き遣づかいに慌あわてたように帽ぼう子しを取り、膝ひざの上に置く由美。今日はずっと帽子を深くかぶっていたので、初めてきちんと顔を見ることが出来た。


「大だい丈じよう夫ぶか？　帽子取っちまって」


「か、かぶったままだと景色がよく見えないので。それに、この高さまで来れば見ている人もいないと思いますし」


　質問に答えている間も、目線があちこちを彷徨さまよっている。気分が落ち着かない証しよう拠こだ。


「てか、よくそんなんで俺をその……す、スカートの中に隠かくそうなんて思ったな」


　そう言うと同時に一いつ瞬しゆん、あの時の光景が脳のう裏りをよぎり、大吾は慌てて由美から視線を逸そらした。


「あ、あの時は緊きん急きゆう事態でしたから。それにあの状態なら顔も見えませんし……死ぬほど恥はずかしかったですけど……」


　言葉の後半にかけて、由美の顔が真っ赤に染まっていく。彼女もあの時のことを思い出しているのかもしれない。


　まぁ、確かにあれは男性恐怖症に関係なく恥ずかしいだろう。


「いや、本当に悪かったよ。あんなことになるとは思ってなくてな。しかし、あの状態でも完かん璧ぺきに歌いきるんだから、さすがはプロってとこか」


「そんな……。あの時わたしが歌いきれたのは、ファンの皆さんが見ていてくれたおかげです」


　大吾の称しよう賛さんに、由美は小さく首を横に振ふった。


「わたしは、そんなに大した人間じゃありません。本番前はいつも怖こわくて震ふるえています。今日こそ、今度こそ失敗するんじゃないかって。でも、ファンの皆さんの前に立って声せい援えんをもらうと、すごく力が湧いてきて、それでなんとか頑がん張ばれるんです。その支えがなかったら、アイドルなんてとても続けられなかったと思います。元々、わたしが自分からはじめたわけではありませんし……」


「ああ。そういや、友達が勝手に応おう募ぼしたんだっけ？　佳奈美から聞いた」


「はい、そうなんです」


「んじゃ、その友達も喜んでるだろ。自分が推すい薦せんした人がこんな有名になっちまってさ」


　大吾が何気ない調子でそう問いかけると、


「……そう、だったらよかったんですけどね」


　由美はふっと、どこか寂さみしげに笑った。


「違ちがうのか？」


「……そのオーディション、わたしだけでなくてその友達や、他の友達も応募してたんです。別に本気ではなく、ただの遊び半分でした。でも、結局わたしだけが合格してしまって……」


　なんとなくその先の展開が読めてしまい、大吾は口をつぐんだ。


「わたし、通っていた女子校でもそれほど目立つ方ではなかったですから。けど、アイドルになって、少しずつ有名になるうちに学校にもあまり行けなくなって……気が付いたら、周りに誰もいなくなっていました」


「由美……」


「だからわたし、高校に行くかどうかも正直、迷っていたんです。行ってもあまり通えないかもしれないし、きっと友達も出来ないんだろうなって……そう思ってましたから」


　そこで、由美は俯うつむけがちだった顔を上げて大吾を見た。


「先輩、覚えていますか？　入試の日。先輩もお手伝いされてましたよね？」


「え？　あ、ああ……」


　確かに、大吾は昨年度の入試の監かん督とく官かんに自ら志願した。


　それもこれも当日、佳奈美を一番近くで応おう援えんしようと考えたからだったのだが……志保の手によって佳奈美の受験する教室から一番離はなれた教室に配置されてしまった。あの恨うらみは一生忘れない。


「あの日、わたしは受験票を忘れてしまって……。取りに行く時間はないし、持って来てくれる人もいないし……もう諦あきらめかけてました。ああ、やっぱり自分は高校には行かない運命なんだな、なんて一人勝手に悲観したりして。でも、そんな時に先輩が声をかけてくれたんです」


「へ？　俺が？」


「はい。わたしが昇しよう降こう口ぐちの前でオロオロしていたら、『どうしたんだ』って声をかけてくれて……受験票を忘れたと言ったら、すぐに事務室に電話をかけて交こう渉しようしてくれました」


「あー……そういえば、そんなこともあったような」


　あの時は佳奈美の合否のことで頭が一いつ杯ぱいだったのであまりよく覚えていないのだが、言われてみればそんなことをしたような気がする。


「先輩、かなり無理矢理交渉をしたみたいで……。あまりに申し訳なくて、もういいですって言ったんです。そしたら先輩、『うちに入るために頑張って勉強したんだろ。その努力が俺の電話一本で報むくわれるなら安いもんだ』って言ってくれて……わたし、すごく嬉しかったです。見ず知らずの受験生一人のために、そんなことを言ってくれるなんて」


　こわばっていた由美の表情が、初めて楽しげにほころぶ。


「だから、入学式で先輩を見た時はびっくりしました。その後の行動にはもっとびっくりしましたけど」


「……いや、まぁ、それは……はは……」


「でも、入学式での騒そう動どうを見て思ったんです。この学校、楽しそうだなって。しかも、隣となりの席は先輩の妹の佳奈美さんで……大げさかもしれませんけど、なんだか運命みたいなものを感じました。わたし、この学校に入ってよかったって……そう思ったんです」


　そう言うと、由美はそこにある自分の気持ちを確かめるように、そっと片手を胸の辺りに置いた。


「だから先輩。どうかこれからも……もちろん、佳奈美さんや恵怜菜さん、水みな瀬せ先輩も含ふくめて……どうぞよろしくお願いします」


　窓から差し込むオレンジ色の夕日に照らされながら、淡あわく微笑む由美。そこにいるのは国民的人気アイドルではなく、ただ、少し寂さびしがり屋で臆おく病びような、一人の後こう輩はいだった。


　ならば、答えは簡単だ。


「……ああ。こっちこそな」


　アイドルかどうかなんて関係ない。彼女なら、きっとなってくれるだろう。


　誰よりも大切な妹の、かけがえのない友人に。








「いや～、ようやくこの時間がきたな。俺は今日一日この時間のためだけに生きていたと言っても過言ではないぞ！」


「そ、そうなんだ……」


　佳奈美の番になった途と端たん、すぐさま席を移動して隣に腰こし掛かけた大吾に、佳奈美は嬉しさ半分呆あきれ半分の曖あい昧まいな笑みを浮うかべた。


「そうだぞ！　ここから見える夜景も、佳奈美と一いつ緒しよに見るとかの有名な一億円の夜景にも勝まさる美しさだな！　む、今の円相場からいくと一億円もしないか……？」
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「べ、別に円に変へん換かんする必要はないんじゃないかな……？」


「そうか？　まぁ、なんでもいいや！　こうして佳奈美と一緒にいられたら俺はそれだけで十分だからな！」


「……うん。そうだね」


　佳奈美は静かに両目を閉じて、そっと頭を大吾の肩にのせた。


「私もこうしてお兄ちゃんといられて、すごく幸せだよ……」


「か、佳奈美……」


　混じりっけなしのストレートなその言葉に、思わず感極きわまってジーンときてしまう。


　なんて、なんてかわいいことを言ってくれるんだ！　お兄ちゃんは嬉しいぞぉぉおお!!


　だらしなく緩ゆるみきった顔でしばらく幸せを満まん喫きつする大吾。と、


「ねぇ、お兄ちゃん。ちょっと聞いていい？」


　頭を肩にのせたまま、佳奈美が口を開いた。


「ん？　なんだ？」


「他の皆みんなとはどんな話をしたの？」


「どんなって……まぁ、普ふ通つうに世間話をしただけだけど」


「本当に？」


　なぜか念を押すように確かく認にんしてくる佳奈美。


「ああ、本当だよ。どうしてそんなことを聞くんだ？」


「だって……出てきた時の皆の顔がなんだか嬉しそうなんだもん……」


「え？　なに？」


「なんでもない。お兄ちゃんがそう言うならそういうことにしておいてあげる」


　そう答える佳奈美の声に少しばかり不ふ機き嫌げんの色が滲にじんでいる気がして、大吾は頭上にいくつもの疑ぎ問もん符ふを浮かべた。


　なんとなく会話が途と絶だえ、観覧車の中に沈ちん黙もくが降りる。


　なんだろうこの空気。せっかく佳奈美と二人きりだというのに、妙みように落ち着かない。


「そ、そういえば由美と色々話が出来たんだよな？　どうだった？」


　どうにか場の雰ふん囲い気きを変えようと、当たり障さわりのない話題を振る。


「うん。お仕事のこととかも色々聞けて楽しかったよ」


「そうか。そいつはよかった」


　最後に観覧車に一緒に乗せることは出来なかったが、佳奈美の表情を見る限り、由美とはさらに仲良くなれたようだ。今日の目的は果たせたと考えていいだろう。


「話を聞けば聞くほど、由美ちゃんってすごいなぁと思ったよ」


「そりゃ、あれだけ人気のあるアイドルだからすごいに決まってるよな」


「そうだね。でも、他ほかの皆もすごいよ。志保姉ねえは生徒会長だし、レナちゃんは学年トップのお嬢じよう様さまだし……」


「んー……まぁ、言われてみれば色々と濃こい面子メンツではあるな」


　確かに、誰だれもかれも一ひと筋すじ縄なわではいかない者ばかりだ。だからこそ余計に苦労させられているわけなのだが。


「……私、敵かなわないな」


　と、そこで、佳奈美が突とつ然ぜんぽつりとそう呟つぶやいた。


「皆、それぞれすごいものを持ってるのに……私だけ何もない。このままじゃ、敵わないよ……」


「佳奈美……」


　どこか思い詰つめたような佳奈美の横顔に、胸の奥底がチリチリ痛む。


　どうして佳奈美がそこまで思い悩なやんでいるのか、明確な理由はわからなかった。だが、この前のような情けない失態は繰くり返せない。


　バラバラでもいい。ぐちゃぐちゃでも構わない。


　今、自分に伝えられることを、言葉にして伝えなければ。


「いいじゃないか。すごいものなんてなくたって」


　言いたいことをうまく理解できないまま、それでも感覚的に言葉を引き出す。


「そんなものがなくたって、佳奈美は佳奈美なんだからさ」


「……人には人の良さがあるってこと？」


「う～ん……そうとも言えるか？」


「はっきりしないなぁ……」


　佳奈美が不満そうに小さく頰ほおを膨ふくらませる。


「えっと、例えばさ。もし、明日あしたから由美がアイドルじゃなくなったとするだろ？　そしたら、佳奈美はもう由美と友達でいたいと思わなくなるか？」


「そ、そんなことないよ！」


「じゃあ、志保が生徒会長でなくなったら？　恵怜菜がお嬢様でなかったら？」


「同じに決まってるよ！」


「うん。つまりさ、そういうことなんじゃないか？」


　ふと顔を上げた佳奈美と、正面から見つめ合う。


「アイドルとか生徒会長とかお嬢様とか……それは一いつ般ぱん的にはすごいことなのかもしれない。でも、どれも佳奈美にとっては大したことじゃない。それと同じでさ、もし、仮に佳奈美にすごいものがないのだとしても、それは皆にとって大したことじゃないんだと思う。大事なのは、今、佳奈美が大切に想おもっている人達が、同じように今の佳奈美のことを大切に想ってくれていること。多分、それだけなんじゃないか？」


　ようするに、そういうこと。変わる勇気も必要だが、かといって周囲に合わせて無理に背せ伸のびをする必要はない。周囲に惑まどわされず、ゆっくり自分のペースで歩いて行くことだって、自分を変えるのと同じくらい大変なことなんだろうと思う。


「今の私を……大切に……」


　言葉の意味を吟ぎん味みするように、佳奈美が大吾の言ったことを反はん芻すうする。


　そして、少し間を置いた後、


「……じゃあ、お兄ちゃんは？」


　これ以上ないほど真しん剣けんな顔つきで、そう尋たずねた。


「お兄ちゃんも、今の私を大切に想ってる？」


「え？　あ、ああ。もちろんだ。他の皆だって……」


　いつもと雰囲気の違ちがう佳奈美にやや気け圧おされつつも、大吾は答える。が、


「皆はいいよ」


　珍めずらしく強い口調で、佳奈美は大吾の言葉を遮さえぎった。


「今は……お兄ちゃんの気持ちが聞きたい」


　ほんの数十センチ先にある、佳奈美の潤うるんだ瞳ひとみ。そこに宿る強い何かが、大吾に視線を外すことを決して許さない。


　周囲の雑音も、今座っているはずの観覧車の席の感覚も、何もかもがなくなって。


　じっと見つめてくる佳奈美の瞳だけに、ありとあらゆる神経が奪うばわれる。


　その瞳に吸い寄せられるようにして、二人の顔が徐じよ々じよに近付いて──





「……何をしているのかしら……？」





　突とつ如じよ割り込んできた第三者の声に、一気に現実に引き戻もどされた。


　声のした方に慌あわてて顔を向ける。そこには……とても直視できない形相の般し若ほがいた。いつの間にか一周回り終わっていたらしい。


「あ、い、いや、違うんだ。これは……」


「一体何が違うのかしら……？　ああああんたって奴やつは……ほんの、ほんのちょ────っとだけ見直してあげてもいいかなと思ってたのに……それを、それを……！」


　ギリギリと拳こぶしを握にぎりしめる志保。その背後にはメラメラと燃え上がる地じ獄ごくの業火が見えた──ような気がした。


「違う！　誤解だ！　これは単にゴミに目が入っていたから取ろうとしただけで……！」


「どんな猟りよう奇き的な犯罪現場だぁぁぁぁあああああ!!」


「ぶぼらぁっ!?」


　瞬しゆん間かん、志保の右拳が大吾の頰に突つき刺ささる。


　大吾は一度窓に叩たたきつけられてから、ずるずると観覧車の床ゆかに沈しずんだ。


「し、志保……頼たのむ……許して……」


「却きやつ下か！　今日という今日は許さないわ！　あんたのその病気シスコンが治るまで永遠治療なぐり続けてあげる！」


「志保姉ダメだよ！　危ないよ！」


「お、お客さん、落ち着いて下さい！」


　逆上のあまりさらに馬乗りになって大吾をボコろうとする志保を、佳奈美と係員が大おお慌あわてで止めに入る。


　こうして、大吾は幾いく度どとなく命の危険にさらされながらも楽しい（？）休日を過ごしたのだった。












　　第五章　不幸の運ぶ幸せ







　大だい吾ご達が遊園地へ行ってから数日後。


　その日、大吾は前日に志し保ほから連れん絡らくを受け、生徒会の朝の業務に駆かり出されていた。


「お前、テスト前くらい仕事するのやめたら……？」


「逆よ逆。もうすぐテストだから焦あせってやってるんじゃない。一週間前から原則部活動禁止になるんだから。生徒会だって例外じゃないわ」


　手元に視線を落としたまま答える志保に、内心ため息を漏もらす。大吾としては、そもそもテスト前に全すべての業務をやり終えておく必要はないのではないかという趣しゆ旨しの言葉だったのだが、志保の中ではそれは当然の前提になっているらしい。


　生き真ま面じ目めなのは彼女の長所だろうが、もう少し肩かたの力を抜ぬくことも覚えるべきだと思う。今後は副会長としてその辺りのことにも気を配るとしよう。


「そういや、今日は松まつ原ばらは来ないのか？」


「特に連絡は受けてないけど……そういえば遅おそいわね」


　そこで、志保が初めて顔を上げた。


「遅ち刻こくか？　珍しいな」


「別に琴こと音ねの参加は強制じゃないから遅刻じゃないわよ。まぁでも、来ないなら来ないで連絡はくれると思うんだけど……」


「お前に負けず劣おとらず真面目だもんなぁ……。もし松原が立候補してたら、どっちが会長になっていたか」


「確かにね。実際、琴音を支持してた役員も結構多かったし……」


　昨年行われた生徒会長選挙において志保は他の候補者に圧あつ倒とう的てきな差をつけて当選したが、その最大の原因は、一番の対たい抗こう馬ばと目されていた琴音が立候補しなかったことにある。


　彼女を会長に推おす者は決して少なくなかったが、結局、琴音は終始立候補する素そ振ぶりすら見せず、あっさりと会計におさまった。


「選挙の告示前は東西最強会長対決とか言って結構盛り上がってたけどな。東の水みな瀬せ、西の松原といえばここらの中学じゃ有名だったし」


「やめてよその呼び名。なんか番長みたいじゃない」


「いやまぁ、松原はともかくお前に関してはそう間違いでも──」


　ベギバギッ


「あら、折れちゃった。やっぱりシャーペンはダメね。鉛えん筆ぴつじゃないとすぐ折れるわ」


「……いや、あの、確かに芯しんは折れやすいけど、シャーペン自体はそうそう折れないと思うんですが……」


　真っ二つに折れたシャーペンを無表情でゴミ箱に投げ捨てる志保。ゴミ箱に消えていくそれを自分の姿と重ね合わせ、大吾は一人戦せん慄りつした。


「さて、昔話はこれくらいにしましょ。そろそろ仕事の続きを──」


　そう言って、志保が手を叩こうとしたその時、


「二人とも、いる？」


　がちゃりと生徒会室の扉とびらが開き、琴音が中に入ってきた。


「おう松原。遅かったな」


「おはよう琴音。今日は珍しくゆっくりなのね」


　大吾と志保が軽く挨あい拶さつする。と、


「おはよう。その調子じゃ、二人ともまだ知らないみたいね」


　いつも冷静でおおらかな琴音が、珍しく深刻な顔をしていた。


「何？　どうかしたの？」


「ええ。二人ともこれを見て」


　琴音が鞄かばんからやや薄うすめの週刊誌を取り出す。大半がゴシップ記事の、一般的には教育上あまりよろしくないと言われるような類たぐいのものだ。


「琴音、こんなの読んでるの？　やめた方がいいと思うけど……」


「普ふ段だんは読んでないわ。けど、今回は別よ。これを見て」


　週刊誌を机に置いて開き、全員に見えるようにする。そこに書かれていたのは、


「『超ちよう有名アイドルＹ休日のお忍しのびデート』……なんだこれ？」


「ちょっと待って。この写真って……」


　志保が記事の中にある写真を指さす。それを見て、大吾ははっとした。


「これ、この前の遊園地の時のか……！」


　その写真は、大吾と由ゆ美みが二人で観覧車に乗った時のものだった。丁度背中側から撮さつ影えいされたようで大吾の顔は写っていなかったが、後ろ姿だけでも男だということは十分認にん識しきできる。


「てか松原。お前由美のこと知って……」


「志保から聞いてる。今日は朝のワイドショーもこの話題で持ちきりよ。すごい早さで広まっているわ」


「まずいわね……」


　志保が口元に手を当てて眉まゆ根ねを寄せる。


「そんなにまずいのか？」


「ええ。こういうスキャンダルはアイドルにとって致ち命めい的てきなダメージになりかねないわ」


「そうね。正式に交際をファンに報告するというならまだしも、隠かくれて交際しているというのはファンを裏切るに等しい行こう為いと受け取られかねない。一番まずい形ね」


　志保の懸け念ねんに、琴音もすぐに同意を示す。アイドルにまるで興味がない大吾にはいまいちピンと来ないが、どうも事態はかなり深刻らしい。


「けど、こんなもの完全な誤解だろ？　きちんと説明すれば大だい丈じよう夫ぶじゃないか？」


「それでファンが納なつ得とくしてくれればいいけど……」


　志保のその言葉を最後に、三人は口をつぐむ。


　結局、どうするべきか結論が出ないまま、その場は一時解散となった。








　その日の昼休みになってすぐ、大吾は一年Ｄ組の教室に向かった。来ているかどうかわからないが、いるなら本人に直接状じよう況きようを確認しておきたい。


　早足に廊ろう下かを進んでいると、自然と例の記事の話題が耳に飛び込んでくる。二年Ｄ組の教室でも同じだった。まさか、これほど大おお事ごとになっているとは……。


　教室の前に着き、出入り口から中を覗のぞき込む。と、


「あ、お兄ちゃん！」


　すぐにこちらの姿を認めた佳か奈な美みがやって来た。


「私も今行こうと思ってたところだよ！　このままじゃ由美ちゃんが……どうしようお兄ちゃん!?」


「落ち着け佳奈美。由美は来てるのか？」


　切せつ羽ぱ詰つまった様子の佳奈美を宥なだめながら、大吾は教室内を見み渡わたす。


「ううん。今日は朝から来てないよ」


「やはりそうか。くそっ……」


　本人がいないのでは、詳くわしい状況が把は握あくできない。何か手を打つにしても、マスコミ経由の情報では不足だ。大吾が悔くやしさに思わず歯がみすると、


「む……？」


　ズボンのポケットから細かな振しん動どうを感じた。この振動は手鏡ではなく携けい帯たい電でん話わの着信だろう。


　すぐに取り出して相手を確認する。画面に表示された名前は、


「飯いい原はら……!?」


「えっ!?　由美ちゃんから!?」


　佳奈美が驚おどろきの声を上げる。大吾はすぐに通話ボタンを押そうとして、ギリギリのところで思い留とどまった。


　ここは人が多すぎる。用件は不明だが、少なくとも誰だれに聞かれるかわからないような状況で話してよいものではないはずだ。


「ここじゃダメだ。移動しよう」


　二人は静かに教室を出ると、素す早ばやく同じ階の空き教室まで移動する。そして、周囲に人気のないことを確認してから通話ボタンを押した。


『あ、先せん輩ぱいこんにちは。今大丈夫ですか？』


　携帯電話を耳に当てると、すぐに由美の声が聞こえてきた。


「ああ、いいぞ。例の週刊誌の記事のことか？」


『はい、そうです。先輩には本当にご迷めい惑わくをかけてしまって、なんてお詫わびしたらよいか……』


「いや、俺は平気だ。相手が俺だと判明しているわけでもないみたいだからな。それより、お前の方は平気なのか？」


『はい。事務所やスポンサーの方々にはきちんと説明して納得して頂けました。ファンの皆みなさんにはこれから説明とお詫びをするつもりです』


　よどみなく明るい声で答える由美。恐おそらく心配をかけまいとしているのだろうが、そんな明るい声ではかえって不自然だ。無理をしているのがありありと伝わってくる。


「すまん……。俺の提案のせいでこんなことになっちまって……」


『い、いえ、そんな。先輩の責任じゃありませんから』


　責任を感じた大吾が詫びると、由美は慌あわてたような声を出した。


『これはわたしの責任です。アイドルである以上、どこで誰に見られているかわからないのに、皆さんと遊ぶのが楽しくてつい油断して……。マネージャーや事務所にもすごい怒おこられちゃいました。アイドル失格だって』


「いや、しかし……」


　あくまで自分の責任と言う由美に、大吾は密かに拳こぶしを握にぎりしめる。


　違ちがう。確かに由美にも油断はあっただろうが、一番の責任はやはり自分にある。彼女の立場を考えれば、もっと人の少ない場所を選ぶべきだったのだ。遊園地なんて人の多い場所に行けば、誰かに正体がバレてしまうことだって十分予測できたのに。


「お兄ちゃん、私にもお話しさせて」


　すると、そこで佳奈美が大吾の携帯電話の方に手を伸のばしながらそう申し出た。


　電話をしている大吾の様子を見て不安になったのかもしれない。


「ああ、わかった。由美、ちょっと佳奈美に代わるぞ」


　一言断ってから、佳奈美に携帯電話を渡わたす。


「由美ちゃん……大丈夫？」


　携帯電話を受け取った佳奈美は、開口一番そう尋たずねた。


『大丈夫です。ごめんなさい、心配かけてしまって……』


「そ、そんなこといいよ。それより、今日はこの後学園来るの？」


『……すみません、今日はちょっと無理そうです。一日外に出るなと言われているので』


「……そっか」


　予想通りの答えとはいえ、佳奈美の気分は沈しずんだ。やはり、相当良くない状況なのだ。


　それが具体的にどの程度のものなのか、一いつ介かいの高校生に過ぎない自分にはわからない。


　多分、ただの高校生一人がどんなに頑がん張ばっても解決できるような状況ではないのだろう。


　それはわかっている。わかっているけど、


「ねぇ、私にも何か出来ることない？　どんな小さなことでもいいから」


　それでも、自分にも何か出来ることがあるのではないか。いや、何かあって欲しい。


　佳奈美がほとんど祈いのるような気持ちでそう問うと、


『……なら、一つだけお願いしてもいいですか？』


　一いつ瞬しゆん迷うような間があった後、由美は思い切ったように言った。


『実は今日の一七時から、生なま中ちゆう継けいのテレビ番組に出演する予定になっているんです。そこでファンの皆さんに説明と謝罪をするつもりです。公開収録なので、ファンの方々もいらしていると思いますし。でも、一人じゃやっぱり心細くて……だから、お二人に収録を見に来て欲しいんです。お願いできますか？』


「もちろんだよ！　お兄ちゃんも連れて必ず行くね！」


　そのくらいのことでいいならお安いご用だ。佳奈美は迷わず即そく答とうした。


『ありがとうございます。それでは、また後ほどスタジオで』


「うん。また後でね」


　別れの挨拶をして通話を終える。佳奈美は一つため息をついてから携帯電話を閉じると、それを大吾に手て渡わたした。


「ありがとうお兄ちゃん。それでこの後ね──」


「ああ。大丈夫だ、聞こえてた。もちろん俺も行く」


　携帯電話を受け取りながらそう答える。今回の件では大吾にも多大な責任がある以上、行かないわけにはいかない。


「……ねぇ、お兄ちゃん。由美ちゃん、本当に大丈夫かな？」


　佳奈美が不安そうに大吾を見上げる。


「今は色々考えても仕方ない。もうすぐ昼休みも終わるし、佳奈美は一度教室に戻もどるんだ。放課後に昇しよう降こう口ぐちで待ち合わせよう」


「……うん。わかった」


　安心させるように頭を撫なでながら大吾が言うと、佳奈美は一つ頷うなずいて教室を後にする。


　一人残された大吾は、懐ふところから手鏡を取り出してそれを開いた。


「ミコト。ちょっと出てきてくれ」


　鏡に向かって呼びかける。ほどなくして、いつも通りミコトが姿を現した。


「急な呼び出しじゃな。何かあったのかの？」


「ああ。あまり時間もないから、手短に説明するぞ」


　空気を読んでくれたミコトに感謝しつつ、大吾は手短に現状を説明する。


「ふむ。つまり、お主と由美が逢あい引びきをしていると勘かん違ちがいしたふぁんという者達が怒っておるというわけじゃな。して、どうするつもりじゃ？」


「……出来れば使いたくはないが、一応、策はある。ただ、それにはお前の協力が必要になるかもしれない。頼たのめるか？」


「無論じゃ。して、我は何をすればよい？」


「その前に一つ聞きたいんだが、お前は以前、簡単な神通力が使えると言っていたな。それはどんなことが出来るんだ？　たとえば、手から火を出したり雨を降らせたり出来るものなのか？」


　大吾の問いに、ミコトは首を横に振ふった。


「天変地異を司つかさどるような上位の神であればそれも可能やもしれぬが、我は縁えん結むすびの神じゃからの。それは無理じゃ。せいぜい遠くの物を少し動かしたり、小さな風を起こしたりするくらいじゃな」


「なるほど。なら、こういうことは出来るか？」


　大吾がミコトにヒソヒソと耳打ちする。


「うむ、そのくらいのことなら出来ると思うが……。しかし、それでふぁんという者達の怒いかりを静めることが出来るのかの？」


　不思議そうな顔をするミコト。大吾は苦笑いで肩かたをすくめて見せた。


「わからん。一か八かだ。まぁ、出来ればこの策を使わずに済むことを願うけどな」








　そして放課後。昇降口で落ち合った大吾と佳奈美は、電車を乗り継ついで公開収録が行われるというスタジオに到とう着ちやくした。


　生中継の映像はスタジオの前にある大型スクリーンにも映し出されるらしく、報ほう道どう陣じん以外にも多くの野次馬が集まっている。その人混みをかき分けるようにして、二人はなんとか受付らしき場所まで辿たどり着いた。


「すごい人だったね……」


　スタジオ内に入ってすぐ、佳奈美がため息混じりの声で言う。マネージャーから話が伝わっていたのか、大吾と佳奈美が受付で名前を告げるとすぐに中に入れてくれた。


「ああ。予想以上に大変なことになってるな……」


　スタジオ前に集まった多くの野次馬を思い出し、大吾も辟へき易えきとする。


　あそこにいた者達が全員、由美に反感を抱いだいているとは思わない。むしろ、大半は単なる野次馬根こん性じようだろう。だが、それを差し引いてもこの騒さわぎの大きさは予想以上だ。


　これもＹＵＭＩの知名度の高さがゆえか、あるいは……。


「……ねぇ、お兄ちゃん」


　人混みではぐれないよう繫つないでいた佳奈美の手に、僅わずかに力がこもる。


「やっぱり、これも私の──」


「やめろ！」


　ほとんど反射的に発せられた大吾の怒ど鳴なり声に、佳奈美がびくりと震ふるえた。


「……うん。ごめんね」


「いや……こっちこそ、大きな声を出してごめんな」


　すまなそうな顔をする佳奈美に、大吾も声のトーンを落として謝罪する。


　大吾が思わず怒鳴ってしまったのは、佳奈美のネガティブな思考に怒りを感じたからではなかった。


　一瞬でも同じ考えが頭をよぎった──そんな自分が、たまらなく許せなかったのだ。


「……行こう。もたもたしていると席が埋うまるかもしれない」


「うん。そうだね」


　お互たがいの意思を確かく認にんするようにしっかりと手を繫ぎ直し、二人は席を探すためにゆっくりと歩き出した。


　幸い後方の席が空いていたので、客席最後列の中央付近に腰こし掛かける。


　見物客の中には、例の週刊誌を持っている者がちらほら見受けられた。やはり、ＹＵＭＩのファン達も来ているようだ。彼らが由美の説明に納なつ得とくしてくれればいいのだが……。


　嫌いやな緊きん張ちよう感かんや焦しよう燥そう感かんを抱かかえたまま、じっと開始時間を待つ。


　そして、いよいよ公開収録が始まった。


「それでは、本日のゲストに登場して頂きましょう！　ＹＵＭＩさんです！」


　男性司会者が定番の冒ぼう頭とう挨あい拶さつを済ませた後に、ゲストを紹しよう介かいする。その紹介に合わせて入場したＹＵＭＩは、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしてから所定の席に座った。いつもテレビで見るのに比べて、心なしか服装が大人しめなような気がする。謝罪するのに派手な服ではということだろうか。


「いや～、近くで見るとまた可愛かわいいね。この前出したアルバム、またランキング一位独どく占せんらしいじゃない。おめでとう」


「あ、ありがとうございます」


　司会者の祝福の言葉に、ＹＵＭＩが恐きよう縮しゆくして頭を下げる。ちなみに、近くで見ると、と言うわりにはあまり近くで見ていないし、席もやや離はなれている。男性恐きよう怖ふ症しように対する配慮だろう。


「さて、それじゃ早さつ速そくだけど……」


　その後も司会者があれこれと巧たくみに話題を振り、大きな問題もなくなごやかなムードで収録は進んだ。


　そして、残り時間も少なくなってきたところで、


「そういえば、今朝何かの週刊誌で記事が出てたけどさ。あれって実のところどうなの？」


　司会者が、ついに核かく心しんに触ふれた。


　ある程度落ち着いた雰ふん囲い気きを作ってからのこの質問。恐おそらく打ち合わせ通りだろう。


「あ、はい。実は今日はそのことでお話が──」


　その質問を受けて、少し緊張したように居住まいを正すＹＵＭＩ。


　そして、いよいよ説明を始めようと口を開きかけたその瞬間、





『引っ込め～！　この裏切り者～！』





　客席のどこからか、そんなヤジが飛んだ。続けて、


『そうだ！　引っ込め～！』


『どの面つら下げてここに来れたんだよ！』


　さらに別のヤジ。瞬またたく間まにスタジオの空気が悪化した。


「あ、あの、違うんです。これは……」


『何が違うんだよ！』


『思いっきり写真に写ってるじゃねぇか！』


『証しよう拠こあんだよ証拠～！』


　ＹＵＭＩが説明しようとする間にも、容よう赦しやないヤジが飛ぶ。それでも、彼女は懸けん命めいに説明を続けた。


「この写真は数人の友人達と遊びに行った時のもので、この写真の男性とも特別な関係は何も──」


『信じられるか～！』


『大体、男と遊びに行ったのは認めてんじゃねぇか！』


『裏切り者～！』


　だが、必死の説明も虚むなしく、ヤジはひどくなる一方だった。


『そんなに男と遊びたいなら、アイドルなんてやめちまえ！』


『そうだ！　やめろ！』


　その声に端たんを発し、たちまち客席で『やめろ』の大合唱が始まる。


　司会者やスタッフが大声で何かを呼びかけていたが、その声は『やめろ』コールにかき消され、何の意味も為なさなかった。もはや、誰だれにも収拾のつけようがない。


　ＹＵＭＩは、怒りもせず、泣きもしなかった。


　ただ、唇くちびるを嚙かみ締しめて下を向き、小さく肩を震わせてじっと声の暴力に耐たえていた。


（……なんなんだ、これは……）


　大吾は痛いほどにきつく両の拳こぶしを握にぎりしめる。


　なぜ。どうして彼女がこんな仕打ちを受けなければならないんだ。


　あんなに心からファンを大切に想おもっている彼女が、こんな形でその想いを踏ふみにじられるなんて。こんなことが許されていいのか。


　身勝手なファンにも、軽率な提案をした自分にも、腹が立って仕方がない。怒りでどうにかなってしまいそうだった。


　どうにかしなければ。


　このままでは縁えんどころの話ではない。もし万が一、このことでＹＵＭＩがアイドルをやめたりしたら、佳奈美は一生責任を感じるだろう。


　だが、どうする。一体どうしたら──！





「バカ～～～～～～～～～～～～～～～～～～!!」





　その時だった。











[image: ]








『やめろ』コールに騒そう然ぜんとするスタジオに、甲かん高だかい怒ど声せいが響ひびき渡わたったのは。


「佳奈美……!?」


　声の主は、すぐ隣となりにいた。


　客席でただ一人立ち上がった佳奈美は、鬼おにの形相で振り返った見物人達を睨にらみ付けた。


「皆みんな勝手だよ！　どうして由美ちゃんの話をちっとも聞こうとしないの!?　ただ一方的に悪者だって決めつけて悪口言って……そんなの本当のファンのすることじゃないよ！」


　普ふ段だんは絶対に聞けない怒りのこもった口調で、佳奈美がファン達を糾きゆう弾だんする。


　だが、その程度ではスタジオに蔓まん延えんした悪しき空気を変えることは出来なかった。


『何言ってんだ！　悪いのは向こうだろうが！』


『そうだ！　先に裏切ったのはＹＵＭＩの方だ！』


「違うよ！　由美ちゃんは裏切ってなんかない！　ファンレターだって一つずつ丁寧に読んで、いつもファンの人達に感謝してるもん！」


『勝手なこと言いやがって！　お前に何がわかんだよ！』


「わかるよ！　だって、だって……」


　佳奈美は大きく息を吸い込むと、ありったけの声で叫さけんだ。


「由美ちゃんは、私の大切な友達だもん!!」


　その言葉に、またもや怒ど号ごうが飛ぶ。だが、それはもはや大吾の耳には入ってこなかった。


　佳奈美は泣いていた。次から次へと透とう明めいな雫しずくが目め尻じりから溢あふれて、頰ほおを伝う。


　その涙なみだはここにいるファンへの怒いかりからか。はたまた、何も出来ない自分に対する悔くやしさからか。それはわからない。


　ただ一つわかるのは、その涙が由美のためのものだということだけだ。


　孤こ独どくな中学生活を経へて、いつからか友達を作ることに消極的になっていた佳奈美。


　その佳奈美が、今、自ら友達を名乗り、その友達のために泣いているのだ。


　たちまち佳奈美に対する『帰れ』コールが始まる。だが、佳奈美は一歩も引かなかった。


　目元を真っ赤にして、ボロボロと大おお粒つぶの涙をこぼしながら、それでも気き丈じようにファン達を睨み付けている。


（ああ……そうだ）


　昔から妹はそうだった。自分の気持ちを決して曲げない、そういう女の子だった。


　彼女は強い。


　だがその強さも、最近は少しだけ陰かげりを見せていた。それを、恵え怜れ菜なが取り戻もどしてくれたのだ。


　暴力的なまでの声の嵐あらしにも屈くつせず、敢かん然ぜんと立ち向かう佳奈美。


　その姿はあまりに眩まぶしく、そして、美しかった。


　もう、迷いも躊ちゆう躇ちよもない。どんなことだってやってやる。


　今ここで妹のために立ち上がれないような男を、兄と呼べるか！


（ミコト、頼たのむ！）


　スタジオの後方で待機していたミコトに視線を送る。ミコトは頷うなずき返すとすぐに人差し指だけを立てて両手を組み、目を閉じてぶつぶつと何かを呟つぶやき始めた。


　数秒も経たたないうちに彼女の身体からだから淡あわい白光が放たれ、徐じよ々じよに全身を包み込んでいく。


　そして、ミコトが目を見開いたその瞬間、大吾はそれを上空に放ほうり投げた。


　──バサバサバサッ


　まるで鳥の群れが一いつ斉せいに羽ばたいたかのような音をたて、何百枚もの紙がスタジオ上空を舞まう。ミコトの操あやつる風により紙かみ吹雪ふぶきのごとく散らされたそれは、スタジオの隅すみ々ずみにまで行き渡った。


『なんだこれ……？』


『例の週刊誌の写真のコピー……か？』


　突とつ然ぜんの出来事にあっけにとられて静まっていたファン達が、地面に落ちた紙を拾い上げて呟く。それを確認してから、大吾は立ち上がった。


「聞け！」


　全員の注目を集めるよう、大声を張り上げる。


「今、お前達が問題にしているその写真の男……それは俺だ！」


　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。


　そして、ファンだけでなく、出演者やスタッフも含ふくめて、スタジオはたちまち騒然となった。


『おいおい、マジかよ？』


『これも打ち合わせ通りの演出じゃねぇの？』


『いやでも、確かに写真の男と髪かみ型がたや体格は似てる気が……』


　ファン達がばらまかれた写真のコピーと大吾を交こう互ごに見比べる。


　ふと視線をずらすと、由美が信じられないという目でこちらを見ていた。無理もない。今のままではより一層、この場を混乱させただけだ。


　だが、違う。本番はここからだ！


「ファンであるお前達の怒りもわかる。だが言っておく。俺とＹＵＭＩは同じ高校に通う先せん輩ぱい後こう輩はいであって、それ以上でもそれ以下でもない」


　大吾が改めて由美と特別な関係にないことを説明する。が、


『ふざけんじゃねぇぞ！』


『そんなもん信じられるか！』


　当然、ファンは誰だれ一人納なつ得とくしなかった。ここまでは予想通り。


　さぁ、もう後には引けない。覚かく悟ごを決めろ、早はや川かわ大吾！


「お前達の言うことはもっともだ。しかし、重ねて言うが、俺とＹＵＭＩが恋こい人びと同士ということはあり得ない。なぜなら！」


　隣にいた佳奈美の肩かたに手をかけ、有う無むを言わさず引き寄せる。


　そして、佳奈美が「ふぇ？」と戸と惑まどう中、





「なぜなら俺には……こんなに可愛い彼女がいるからだ!!」





　これ以上ないほどのドヤ顔で、そう宣言した。


『…………………………』


　唐とう突とつな恋人宣言に、スタジオが再び静まりかえる。由美の目は完全に点になっていた。


「……えぇぇええ!?　お、おに──」


　お兄ちゃん、と言いかけた佳奈美の口を慌あわてて塞ふさぐ。


　わかってる。無茶苦茶なことを言っているのは百も承知だ。


　でも、これも由美の──ひいては佳奈美のためなんだ！


「言っておくが、俺の彼女に対する愛は半はん端ぱじゃないぞ。まず、毎朝必ず起こしに行くのは当たり前。次に朝食の用意をし、学校まで送っていく。もちろんきちんと成長できるよう栄養価を計算した献こん立だてだし、万が一にも事故に遭あわないよう、毎週学校までのルートをチェックし、最も安全な道を選んでいる。学校では問題が起きていないかクラスメイトに聞き込み調査をし、さらに日々の成長を記録するため、体育の授業はかかさずデジカメで録画している。他ほかにも──」


　そんなこんなで。


　大吾はそれから五分以上にもわたり、延々と日ひ頃ごろの（変態的）行動を語り続けた。


『た、確かにすげぇ……』


『いや、すげぇっていうか、うぜぇ……』


『つうか、後半の方はほとんど犯罪じゃないか？』


『誰か通報しろよ』


　話を聞き終えたファン達がぼそぼそとそんなことを囁ささやき合う。


　なんだろう。どこか既き視し感かんを感じる。


「というわけで、俺と彼女の間には入り込む余地など微み塵じんもない！　たとえそれがアイドルであってもだ！　そうだな、ＹＵＭＩ!?」


　大吾のその言葉に、スタジオにいる全すべての人間（佳奈美を除く）の視線がＹＵＭＩに向けられる。


「…………へ？」


　予想外の展開に頭がついていっていないのか、その視線を受けて呆ぼう然ぜんとするＹＵＭＩ。混乱するのはわかるが……頼む！　ここはなんとか話を合わせてくれ！


　大吾が必死に心中でそう願うと、


「え、えっと……そ、そうです！」


　その願いが通じたのか、ＹＵＭＩは慌てて立ち上がった。


「そ、その人はわたしの友人……そこにいる彼女の恋人で、わたしが彼女と遊びに行くのに図々しくも付いてきたんです！　本当に日頃からべったりで、いくら言っても無む駄だですから、仕方なく一いつ緒しよに連れて行っただけです！　ですから、その人とわたしの間には何の関係もありません。というより、そんな変態さんはこちらから願い下げです！」


　力強い調子で大吾の言葉に同調するＹＵＭＩ。なんとかこちらの狙ねらいは伝わったようだ。


　……あの、ところで、今の言葉はファンを納得させるために仕方なく言ったんですよね？　実は本心だったりしませんよね？


『おい、どう思う？』


『わかんねぇ。わかんねぇけど……』


『ああ、でも……』


　ＹＵＭＩの言葉に半信半疑のファン達の視線が、佳奈美の方へ向く。そこには、


「彼女……彼女……えへへへへへへ……[image: ]」


　ぽわわわん、となんとも夢見心地ごこちな佳奈美の姿があった。天にも昇のぼる気持ち、という言葉を辞書で引いたら写真として載のっていてもおかしくないような顔だ。


『あの顔……本物だぜ』


『ああ……本物だ！』


『本物のバカップルだ……！』


　なんだろう。なぜかとてつもなく残念なものを見る目で見られている気がする。


　俺はただ、兄としての妹に対する深い愛情を語っただけなのに。


『ＹＵＭＩ悪かった～！　俺達が誤解していた～！』


『本当にごめんよ～！』


『今後もそこの変態野や郎ろうには気を付けてな～！　応おう援えんするぞ～！』


　ようやく誤解だと納得したらしいファン達が、口々に声援を送り始める。それはあっという間に他のファン達にも伝染し、ほどなくして大声援と化した。


「あ……ありがとうございます！」


　その声援を受けて、ＹＵＭＩがペコリと客席に頭を下げる。スタジオ全体が大きな拍はく手しゆに包まれた。どうやら、これにてギリギリ一件落着のようだ。


「まったく、調子のいい奴やつらだぜ……。よし、この隙すきに外に出るぞ……って、佳奈美？」


　あれこれマスコミに質問される前に退散すべく、大吾が佳奈美の手を引こうとすると、


「彼女……お兄ちゃんの彼女……[image: ]」


　どういうわけか佳奈美は頰を上気させ、完全に骨ほね抜ぬきになっていた。


　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない作戦に理解が追いつかず、脳がブレイクしてしまったのだろうか。


「佳奈美？　お～い？」


　肩を揺ゆすってみるものの、反応なし。相変わらずふにゃふにゃのままだ。


　仕方なく、大吾はひょいっと佳奈美を抱だきかかえると、静かにスタジオを後にした。








　無事に収録が終わった後の控ひかえ室。


　ファン達や野次馬が全員退去したのを確かく認にんしてから、大吾と佳奈美は再び由美の元を訪おとずれた。


「佳奈美さんも先せん輩ぱいも、今回は本当にありがとうございました」


　制服に着き替がえた由美が改めて二人に礼を言う。


「いや、礼を言われるようなことじゃねぇよ。元はと言えば俺の責任でもあるしな」


　大吾が首を振ふる。


　実際、今回の作戦もたまたま上う手まくいったに過ぎず、一歩間ま違ちがえたら余計に由美の立場を悪くしていたかもしれないのだ。決して褒ほめられたものではない。


「そんなことありません。先輩の機転がなかったら、誤解が解けなかったかもしれませんし。本当に感謝しています」


「ん……まぁ、とりあえず誤解が解けて良かったよ」


　再度礼を言う由美に、大吾は微び笑しようを返す。


　感謝は受け取れないが、ひとまず危機が去ったことは素す直なおに喜ぼう。


「佳奈美さんも……って、どうしたんですか？　なんだか顔が暗いですけど……」


「……うん」


　由美に尋たずねられても、佳奈美の顔は暗いままだった。


　ここに来るまでの間もずっとこの調子。スタジオから出た時とは雲うん泥でいの差だ。


　原因は、なんとなくわかっている。迷っているのだ、きっと。


「ねぇ、由美ちゃん」


　そしてついに、佳奈美は俯うつむきがちだった顔を上げた。


「私ね、由美ちゃんに話さないといけないことがあるんだ」


「話……ですか？」


「うん。実はね……」


　そこで、佳奈美は一度言葉を詰つまらせた。


　怖こわいのだろう。それを打ち明けてしまうのが。


　恵怜菜の時は志保が先に話してしまっていた（正確には恵怜菜が立ち聞きした）ので、佳奈美は自分の口から話していない。自ら打ち明けるのは、今回が初めてだ。


　今、彼女はどれほどの恐きよう怖ふと戦っているのだろう。中学時代、その話を聞いて離はなれていった友達は一人や二人ではないはずだ。


　出来ることなら助けてあげたい。言わなくていい、隠かくしたままでいいと言ってあげたい。


　しかし、大吾はその欲よつ求きゆうを必死に自制した。


　それを決めるのは多分、他ならぬ佳奈美自身でなければならないと思うから。


　何も言わず、ただじっと佳奈美の選せん択たくを待つ。そして、


「私は……『周囲の人を不幸にする』体質なんだ」


　佳奈美は、ついに自らの秘密を打ち明けた。


「周囲の人を……不幸に……？」


「うん。変なこと言ってると思うかもしれないけど、本当なんだ。今回のことも、もしかしたら私の体質が原因かもしれない。これからも一緒にいたら、また由美ちゃんが不幸な目に遭あうかもしれない。でも……」


　佳奈美と由美の視線が、まっすぐ正面からぶつかる。


「それでも、私と友達でいてくれますか？」


　恐怖に撃うち勝って全てを吐はき出し、緊きん張ちようの面おも持もちで返事を待つ佳奈美。


　一方、佳奈美の告白を聞いた由美は、


「……えっと……誰だれが不幸になったんでしょうか……？」


　困ったような曖あい昧まいな笑みを浮うかべ、首を傾かしげてしまった！


「……え？　だ、だから、今回の週刊誌のことで由美ちゃんが……」


　予想の斜ななめ上の答えに、佳奈美が毒気を抜かれたような声で説明する。


「は、はぁ……。でも、わたし不幸な目になんて遭ってませんよ。むしろ、すごく幸せです。だって……」


　由美はそっと佳奈美の両手を取ると、満面の笑顔を向けた。


「ＹＵＭＩではなく由美のために、本気で怒おこって、本気で泣いて、大切と言ってくれる……そんな大切な友達が、わたしにも出来たんですから」


　何を言われたのかすぐに理解できなかったのか、ぽかんとする佳奈美。


　それを気にせず、由美は言葉を続けた。


「だからこれからもずっと……わたしと友達でいて下さい」


「……うん！　うん！」


　ようやく状じよう況きようを理解した佳奈美の顔にも、満面の笑みが広がっていく。


　そんな二人の様子を、大吾は片手を腰こしに当ててじっと見つめていた。


　少し、思い違いをしていたのかもしれない。


　大吾が佳奈美に縁えんを結ばせることにこんなにも必死になっているのは、その体質を改善するためだった。それを改善しなければ、また中学時代のような悪夢が繰くり返されると、そう思い込んでいた。


　でも、そんなことは案外、些さ細さいなことなのかもしれない。


　もちろん、佳奈美の体質は改善されるべきだと思うし、そのためならどんなことでも厭いとわない覚かく悟ごに変わりはない。


　しかし、たとえその体質が改善されなくとも、恵怜菜も由美もこの先、そのことを理由に佳奈美から離れていくことはないだろうし、佳奈美ももう突つき放すようなことはしないだろう。逆に言えば、そのことを理由に離れていくような人は、仮に体質が改善されたとしても、きっといつかは離れていく。


　体質など関係ない。出会いの経けい緯いも、立場の違いも、一緒に過ごした時間の長さも、全て同じ。結局は、お互たがいを本当に大切に想おもえるか。それだけのことなのだ。


「さて、それじゃあそろそろ──」


　帰るか、と大吾が言いかけたその瞬間、


　ドゴン！　という凄すさまじい打だ撃げき音と共に、控え室の扉とびらがいきなり吹ふき飛んだ！


「…………は？」


　ぐしゃっとひしゃげた扉の残ざん骸がいに、啞あ然ぜんとする大吾。そこで、


「ここにいたのね……」


「ついに見つけましたわよ……」


　全身からどす黒いオーラを滲にじませた、志保と恵怜菜が控え室に姿を現した。


　二人の出現と同時に、室内の温度が急激に低下したような錯さつ覚かくに襲おそわれる。


「お、おい志保。お前、まさか蹴けり一撃で扉を……」


「どうでもいいわそんなこと。それより、見てたわよ……」


「は？　見てた？　何を？」


「テレビの生なま中ちゆう継けいよ。由美さんが心配になって見てみたら……そしたら、あんたが、あんたが……佳奈美ちゃんに……」


　志保の表情がとても描びよう写しやしてはいけないものになっている。


　どうやら、大吾の取った行動はばっちりカメラにおさめられてしまっていたようだ。


「観覧車の時から怪あやしいと思ってたけど……まさか、まさか本当に佳奈美ちゃんに手を出していたなんて……！」


「たとえどんなに変態でも、きっと良いお兄様なのだと信じておりましたのに……見み損そこないましたわ！」


　二人が一歩一歩大吾ににじり寄る。その迫はく力りよくは、数万人の軍勢にも勝まさるとも劣おとらないものだった。


「待て待て待て！　誤解だ！　俺はあの場を収めるために仕方なく……！」


「「問答無用（ですわ）!!」」


　大吾の言い訳にも聞く耳持たず、二人は標的だいご目がけて突とつ進しんした！


「またこのオチかちくしょう！」


　二人の蹴りを間かん一いつ髪ぱつのところで避よけ、扉を破は壊かいされた出入り口から外に逃にげ出す。


「待ちなさい！　今度は注文通りきちんと昇しよう天てんさせてあげるから！」


「これまでの付き合いに免めんじて、せめて一いつ瞬しゆんで楽にして差し上げますわ！」


「ああもう！　たまには綺き麗れいに終わらせてくれ！」


　背後から迫せまり来る二つの脅きよう威いに怯おびえながら、情けない叫さけび声を上げる大吾。


　こうして、もうすぐ夕日が沈しずもうかという街で、またしても生死をかけたデッドヒートが繰り広げられることになったのだった。












　　エピローグ







　あれから数日後。いよいよテストが近いということで、佳か奈な美みと恵え怜れ菜な、そして由ゆ美みの三人は放課後、図書室で試験勉強に励はげんでいた。


「ほら、そこは違いますわ。なんでも公式に当てはめればいいというものではありませんわよ」


「あうぅ……目が回りそう……」


　苦手の数学に四苦八苦する佳奈美。隣となりでは由美も難しい顔をして唸うなっていた。


「……仕方がありませんわね。今日はこの辺りにしておきましょう。帰ったらきちんと復習なさい」


「ふぇぇん……由美ちゃん、レナちゃんが先生みたいだよ～」


「で、ですね。恵怜菜さん、もう少しお手て柔やわらかに……」


「何を言っているんですの!?　そんな調子では満点は程ほど遠いですわよ！」


「満点なんて初めから無理だよ～……」


　恵怜菜の高すぎる要求に悲鳴を上げつつ、下校のための準備を始める。教科書やノートを鞄かばんにしまうと、使っていた図書館の参考書などを一カ所にまとめた。


「でも、よかったね由美ちゃん。普ふ通つうに登校できるようになって」


　片付けを終えた佳奈美が言う。


「はい。もしかしたらもう無理なんじゃないかと思ってましたけど、本当によかったです」


　そう答える由美は以前のように眼鏡や髪かみ型がたで変装しておらず、アイドルの時と同じ状態だ。


　スタジオでの大だい吾ごの行動が全国に中ちゆう継けいされてしまった結果、学園側も由美の正体を隠しきることは難しいと判断し、結局、全校生徒にその正体を公表した。


「やっぱり以前よりは注目されるようになりましたけど、思っていたよりずっと普通に過ごせています。学園側も騒さわがないように通達を出してくれたみたいですから、そのおかげですかね」


「う、うん。そうかもね」


　由美の言葉に形だけ同意する佳奈美。


　まぁ、実際には公表後すぐに行われた校内放送で、生徒会長が「みだりに騒ぐ生徒にはしかるべき措置を下す」と発言したことの方がよほど効いたとは思うのだが、わざわざそれを教える必要もないだろう。


　ちなみに、全国のお茶の間に向けて妹を恋こい人びと宣言した大吾の評判はさらに悪化してしまったのだが、それはまた別の話である。


「さて、それでは帰りましょうか。この参考書を戻もどして……」


「あ、それは私がやるよ。二人は先に行ってて」


　恵怜菜が積まれた参考書に手を伸のばそうとしたところで、佳奈美が先にそれらを抱かかえた。


「あ、佳奈美さん。それならわたしが……」


「いいのいいの。今日は結局、私が一番教えてもらっちゃったから。このくらいはさせて」


　由美の申し出に佳奈美が首を振ふる。


「……わかりましたわ。それでは、昇しよう降こう口ぐちの前で」


「先に行って待ってますね」


　意外と頑がん固こなところがある佳奈美はこういう時は折れないとわかっていたので、二人はおとなしく厚意に甘えることにした。


「うん。すぐ追いつくね」


　その答えを聞いた恵怜菜と由美が、一足先に図書室を後にする。


　佳奈美は使っていた参考書を一つ一つ本ほん棚だなに戻し始めた。


「……昇降口で待ってる……かぁ……」


　そう呟つぶやくと同時に、思わず頰ほおが緩ゆるんでしまう。


　去年までは、友達と一いつ緒しよに下校するなんてことはなかった。たまに大吾が迎むかえに来てくれることはあったが、それ以外の日はずっと一人で下校する日々。


　それが、高校に入学して二ヶ月弱の間に劇的に変わりつつある。もう、自分は孤こ独どくではないのだ。


「えへへ……」


　喜びを堪こらえきれなくなり、ついつい笑い声が溢あふれてしまう。





　──その時だった。





『いい気なものね。自分一人だけ幸せを満まん喫きつして』


　どこからか、冷たい響ひびきを持つ女性の声が聞こえたのは。


「え……？」


　思わず周囲を見み渡わたす。が、声の主らしき姿はない。


『リンはこんなひどい仕打ちを受けているっていうのに、あなただけが幸せを享きよう受じゆするなんて、そんなの間ま違ちがっていると思わない？』


　深く、身体からだの奥底にまで染み入ってくるような声。佳奈美は正体不明の悪お寒かんに背筋を震ふるわせた。この声、一体どこから……。


『間違ってる。不公平なのよ。だからね』


　声はくすくすと忍しのび笑いを漏もらしながら、告げる。


『その幸せ、リンにも受け取る権利があるんじゃないかしら？』








「で、佳奈美と由美は縁えんを結べたんだろ？　どうなんだ、佳奈美の体質の方は？」


　自室でミコトを呼び出して尋たずねる。今日は一年生達だけで勉強をするとのことだったので、大吾は久々に佳奈美より先に帰宅していた。


「妹の──月がち輪りんの力は明らかに増しておる。お主の妹の体質も少しずつ改善されているはずじゃ」


「本当かよ……。てか、お前の妹の名前、がちりんっていうのか。なんかかわいくねぇ名前だな……」


「これ、そのことは妹の前では絶対に言うでないぞ。とても気にしておるのじゃ」


「ああそう……」


　どうもミコトの妹は自分の名前にコンプレックスがあるらしい。まぁ、会ったことがないどころか本当に存在するかどうかすらわからない奴やつなのだが。


「……と、佳奈美が帰ってきたな」


　玄げん関かんのドアが開く音がしたので、大吾は自室を出て一階に下りる。ミコトもすぐ後についてきた。


「お兄ちゃん、ただいま～」


　階段を下りると、玄関では予想通り佳奈美が靴くつを脱ぬいでいるところだった。


「おう。おかえ──」


　そこで、言葉を止める。


　目の前にいるのは、いつも通りの姿の佳奈美だ。


　でも、違う。


　目の前にいるのは、佳奈美の姿をしているが、佳奈美ではない何か。


「お前……誰だれだ？」


　大吾が鋭するどい目つきでそう尋ねると、それは一瞬きょとんとした後、


「……へぇ。声も表情もそっくり似せたつもりだったのに、気付くなんてね。あの二人は上う手まく騙だませたけど、一応まがりなりにも兄ということなのかしら？」


　まるで虫けらでも見るような、どこまでも冷たい笑えみを浮うかべた。


　やはり違う。佳奈美は絶対にこんな顔はしない。


「お、お主……まさか……」


　すると、そこで背後にいたミコトが声を上げた。


「ええ、リンです。お久しぶり、姉様。こんな姿ですけど、お話しできて嬉うれしいわ」


　佳奈美の姿をしたそれが、わずかに表情を和やわらげる。


「おい、ミコト。こいつは……」


「うむ。我の妹じゃ。しかし、お主なぜ？　まだ力は回復出来てはおらぬはずじゃが……」


「はい。全快にはまだ遠い状態ですが、一応、意識を表面化出来るくらいまでには回復しましたので。ですから、こうしてご挨あい拶さつを」


　どうやら、縁を二つ結んだことである程度、力を回復出来たようだ。ということは、佳奈美の体質も多少は改善されたということだろうか。


　正直、こうして佳奈美の身体を使って話をされるのはいい気分ではないが、ミコトのことを考えれば少しは我が慢まんするべきだろう。


「そうじゃったか。何はともあれ、元気なようでほっとしたぞい。お主に感謝せねばな。こうして妹と話が出来るのも、お主のおかげじゃ」











[image: ]








　久々に自分の妹と話が出来て嬉しいのか、ミコトが上じよう機き嫌げんで大吾の肩かたを叩たたく。


　そんなミコトを見て、大吾はふっと顔を綻ほころばせた。


「いや、俺は別に──」


「感謝？　冗じよう談だんはやめて下さい姉様」


　と。


　ミコトの妹──自じ称しようリンは、吐はき捨てるように言った。


「リンや姉様がこんな目に遭あっているのは、人間どものせい。だというのに、この人間はさらに姉様を利用して自分の妹を助けようとしている。なんという身勝手で、自分勝手な存在。そんな奴らのためにリン達が不幸になるのは間違っている。そう思われませんか？」


「……リン、お主、何を言って……」


　突とつ如じよ態度を豹ひよう変へんさせたリンに、ミコトが呆ぼう然ぜんとする。


「現状のままでは、いつになったら力を取り戻せるかわからない。それに、もし仮に力を取り戻しても、もうリン達には帰る場所がない。だから」


　リンは大吾の瞳ひとみをじっと見つめながら、平然と言い放った。


「この身体、リンがもらうわ」














　　あとがき




　読者の皆様お久しぶりです。著者の稲いな葉ば洋ひろ樹きです。『いもうとコンプレックス！』第二巻はいかがでしたでしょうか。


　当たり前の話ですが、新人の私にとってこうして一つのシリーズの二巻目を書くというのは初めての経験でした。正直に申しまして、非常に難しかったです。長期に渡って一つのシリーズを続けておられる先生方の偉い大だいさを改めて実感致しました。


　さて、前回に引き続き申し訳ありませんが、ここで少々、私の高校時代の話をさせて頂きたいと思います。「別に聞きたくねーよ」という読者の皆様のお声が聞こえてきそうですが、何分、高校生活を舞ぶ台たいとした作品を書いているもので、どうにも自分の高校時代のことが思い出されてしまうのです。別にあとがきのネタがなくて困っているわけではありません。ええ、違ちがいますとも。


　実は私の高校の同級生の一人に作家さんがいらっしゃいます。彼は高校在ざい籍せき時に作家デビューを果たし、現在も執筆活動を続けておられるそうです（芥あくた川がわ賞候補にもなったとか。いやはやすごい）。


　当時の私はまだ小説を書いていませんでしたので、なんとなく「すごいなー」と感心するばかりでした。しかし、ジャンルは違えど一応、同じ小説を書くという立場になった今では、当時の彼がどれほど苦労していたのか少しだけ想像出来る気がします。


　高校を卒業して大分経った今になってそんなことを想像するというのも、なんだか不思議な気分ですね。


　さて、それではそろそろ謝しや辞じに移らせて頂きたいと思います。


　まず、担当編集様。二巻でも色々と助言を頂きありがとうございました。なかなか原稿が上がらず申し訳ありません。もう少し早く上げられるように今後も精進していきたいと思います。


　次に、イラストレーターの代だい官かん山やまゑびす先生。二巻も素敵なイラストをありがとうございました。私の拙つたない文章をフォロー出来るのは先生のイラストだけです。


　さらに、ファンタジア文庫編集部の皆様をはじめとして本書の作成に尽じん力りよくして下さった全ての皆様。本当にありがとうございます。


　そして最後に、読者の皆様方。お世辞にも出来が良いとは言えないこの作品を手に取って頂き、感謝の言葉もありません。次巻で完結（の予定）ですので、どうか最後までお付き合い頂ければと思います。


　それでは、本日はこの辺りで。











いもうとコンプレックス！


─ＩＣ２─





稲いな葉ば洋ひろ樹き
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